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一　
は
じ
め
に

愛
媛
県
宇
磨
郡
新
官
村
は
、
愛
媛
県
の
東
端
に
位
置
し
、
東
は
徳
島
県
出
城
町
、
南

は
高
知
県
大
豊
町
、
さ
ら
に
北
東
の
一
隅
は
香
川
県
豊
浜
町
に
隣
接
す
る
県
境
の
村
で

あ
る
。
こ
の
村
は
、
明
治
三
二
年
ま
で
は
上
山
村

・
新
官
村

，
新
瀬
川
村

・
馬
立
村
の

四
つ
の
村
が
並
立
し
て
い
た
が
、
明
治
二
三
年
に
新
宮
村

，
新
瀬
川
村

・
馬
立
村
の
三

村
の
合
併
が
実
施
さ
れ

「新
立
村
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
九

年
に
新
立
村
は
東
に
隣
接
す
る
上
山
村
と
合
併
し
、
現
在
の
新
官
村
を
結
成
す
る
に
至

っ
た
。
村
内
の
多
く
は
山
村
に
被
わ
れ
、
本
国
は
少
な
く
、
か
つ
て
の
産
業
は
畑
作

・

焼
き
畑
・
林
業
が
中
心
で
あ
っ
た
。
『新
宮
村
史
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
四
年
の

「新
立

村
」
の
年
生
産
高

（換
金
額
）
ベ
ス
ト
六
は
、
麦

・
煙
草

。
三
種

・
木
材

「
米
・
和
紙

の
順
に
な
っ
て
お
り
、
．そ
の
品
目
か
ら
推
し
て
も
畑
作
や
焼
岩
畑
・
林
業
へ
の
依
存
度

が
高
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
東
隣
の
合
併
以
前
の
上
山
村
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ

同
じ
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
平
成
六
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
筆
者
は
新
官
村
に
入
り
、
タ
ツ
ミ
と

「
死
人
の
正
月
」
の
発
見

―
愛
媛
県
新
宮
村
に
於
け
る
タ
ツ
ミ
の
意
味
な
い
ｔ
墓
前
の
設
備
な
ど
に
つ
い
て

近

藤

直

也

呼
ば
れ
る
死
後

一
年
未
満
の
死
者
霊
を
対
象
と
し
た
疑
似
正
月
儀
礼
の
聴
き
取
り
調
査

を
実
施
し
た
。
村
内
の
ほ
ぼ
全
域
と
い
え
る
二
人
地
区
を
巡
つ
た
が
、
こ
れ
を
図
示
し

た
も
の
が
地
国
「
で
あ
る
。
現
在
の
新
宮
村
は
、
吉
野
川
の
支
流
で
あ
る
銅
山
川
と
銅

山
川
の
支
流
で
あ
る
馬
立
川
の
合
流
地
点
に
位
置
す
る
旧
新
官
村
を
核
と
し
て
、
こ
れ

に
旧
馬
立
川

・
旧
新
瀬
川
が
合
体
し
て
新
立
村
が
結
成
さ
れ
さ
ら
に
そ
の
後
旧
上
山
村

が
合
体
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
地
図
１
を
改
め
て
眺
め
れ
ば
、
川
の
合
流

点
に
人
々
が
結
集
し
や
す
か
っ
た
事
に
よ
っ
て
、
旧
新
宮
村
が
新

「新
宮
村
」
と
し
て

再
度
村
名
に
復
活
し
た
点
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

二
　
行
事
の
名
前

全
二
人
地
区
総
て
に
お
い
て
、
行
事
の
名
称
を
確
認
し
得
た
。
こ
れ
を
纏
め
た
も
の

が
表
１
で
あ
る
。
正
確
を
期
す
た
め
、
こ
こ
に
は
行
事
名
が
登
場
す
る
例
文
を
す
べ
て

抽
出
し
た
。
行
事
名
だ
け
で
な
く
こ
れ
ら
例
文
か
ら
行
事
全
体
の
概
要
、
並
び
に
後
に

‐63 ‐
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22と ′
寝
島
県
山
域
町

托麟
幣
艶 県墨 郡抽 植 臼

詳
述
す
る
が
、
付
属
す
る
様
々
な
タ
ブ
ー
も
垣
聞
見
る
亭
が
で
き
る
。
所
請

「仏
の
エ

月
」
と
言
う
意
味
で
は
あ
る
が
、
新
官
村
で
は

一
般
的
に
こ
の
よ
う
な
名
称
で
は
な
く
、

専
ら
タ
ツ
ミ
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
、　
〓

一月
最
初
の
タ
ン
の
夕
方
か
ら
翌
朝
の
ミ

の
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
行
事
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
。
全
二
人

例
中
、
総
て
の
地
区
で
タ
ツ
ミ
と
称
し
て
お
り
、
２４
の
西
谷
だ
け
は
タ
ツ
ミ
と
共
に
タ

ツ
も
並
存
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
「今
日
は
Ｏ
Ｏ
さ
ん
の
タ
ツ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う

挨
拶
や
、
「タ
ン
に
行
く
と
き
は
、　
一
Ｔ
豆
腐
を
下
げ
て
ゆ
く
」
「タ
ン
の
家
の
人
は
こ

の
記
り

（ウ
マ
ノ
ヒ
ガ
ミ
サ
ン
を
祀
る
こ
と
）
が
で
き
ん
か
ら
」
午
の
日
祝
い
直
し
の

排
を
持
参
し
た
り
、
「タ
ツ
の
時
だ
け
は
、　
一
切
こ
の
オ
ツ
ツ
サ
は
し
な
か
っ
た
」
と
い

，
伝
承
の
中
に
見
ら
れ
る
。

タ
ツ
ミ
と
言
う
名
称
が
支
配
的
な
中
に
あ
っ
て
、
２７
で
は
タ
ン
の
夕
方
か
ら
ミ
の
早

朝
に
か
け
て
の
一
連
の
行
事
の
中
で
、
と
り
わ
け
タ
ツ
の
方
を
特
化
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
事
が
わ
か
る
。
同
じ
挨
拶
で
も
、
１０
の
内
野
で
は

「タ
ツ
ミ
に
来
ま
し
た
」、
１３
の
西

ケ
市
で
は
「今
碗
は
タ
ツ
ミ
じ
や
」
、
１４
の
青
山
で
は
「今
晩
は
タ
ン
ミ
で
ご
ざ
い
ま
す
」、

‐５
の
黒
口
で
は

「Ｏ
Ｏ
さ
ん
の
タ
ツ
ミ
で
ご
さ
い
ま
し
て
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。
よ

ろ
し
ゅ
う
お
願
い
し
ま
す
」、
１６
の
久
保
ヶ
内
で
は

「タ
ン
ミ
で
ご
ざ
い
ま
す
」、
い
の

秋
田
で
は

一タ
ツ
ミ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
、
２。
の
下
り
付
で
は

「今
日
は
タ
ツ
ミ
で
ご
ざ
い

ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
１０
・
１３
・
‐４
「
い
，
‐６
・
砂
　
２０
の
七
地
区
で
は
、
挨
拶
の

言
葉
の
中
に
タ
ツ
ミ
を
入
れ
て
い
る
が
、
独
り
２４
の
み
タ
ツ
だ
け
で
ミ
を
省
略
し
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
タ
ツ
の
夕
方
か
ら
ミ
の
早
朝
に
か
け
て
の

「仏
の
正
月
」
と
い
う
儀

礼
全
体
を
念
頭
に
お
け
ば
、
や
は
り
こ
こ
は
タ
ツ
ミ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
元
日
に

相
当
す
る
ミ
を
省
略
し
て
し
ま
う
と
、
本
来
の
趣
旨
か
ら
全
く
逸
脱
し
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
２４
に
お
い
て
も
、
本
来
の
挨
拶
は

「今
日
は
Ｏ
Ｏ
さ
ん
の
タ
ツ
で
ご
ざ
い
ま
す
」

で
は
な
く
、
必
ず

「タ
ツ
ミ
」
が
入
っ
て
い
た
も
の
と
判
断
し
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

２４
で
は
、
墓
で
の
餅
切
り
や
、
切
っ
た
餅
を
包
Ｔ
の
先
に
突
き
刺
し
て
参
加
者
に
逆
手

う′
′`ヽ
、   編山"

3 /ンノ春
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表 1 行事の名称

1 天 日 望でスダレをタツミにかける事はない。タツミや葬式の時にツドンは出すものではなかつた。
豆腐はタツミや葬式の時には打んで出していた。

2 岡鳴 タツミをする家は案内を出す。タツミをした家は、その年一年だけは、二月の神まつりはしを
V 。`

3 木扇 タツミには四 二 ・五という数でシメ縄の足を出す。タツミには、たくさんアン入りの針を靖
く。ミノとの場合は死人の事なので、偶数で (餅を) 与えていた。タツミには、おかねのオツ

ンミと、手みやげに菓子を持ってきていた。タンミをした家は、その年は神まつりをしない。
タツミは、はじての仏さんのお正月という意味。タツミが仮りに12月3 日 4 日とすれば、そ
の月に5 日にもし人が死ねば、来年の12月最初のタツミまで、仏の正月はしないことになつて
いる。昔は、ミノとの家からみやげにもらう併もたくさん貰つていた。

田泉 タツミをす る。

5 嵯峨野 タツミの時には、三腐を最も下に置き、銃をその上に置き、最も上にはヤツガシラの手を覆
く。タツの晩には、普通の家では夜おそくまで起きているものではない。タツミの家は夜通し

起きているから。タツミの案内は出さない。タツミが仏にとってはお正月であり、 トシヨンに
なる。タツミの時に持って行くものとしては、ほんのお供え程度で、おかね、お英子を添えて
持って行く。タツミには、これという決まった作りものはない。併と共に、タツミに仏壇にキ
供えしたもののオスソフケをいつしょに持ち帰ってもらう。だいたい、タツミあけには、ぬく
い雨が降るものであった。タツミをした家は、正月の神まつりはした。

6 中野 タツミの案内は出さない。私の家は、芸年おじいさんのタツミをした。タツミには、丸い盆の

中に〒升
一自でついた餅を入れて、これを基へ持って行くd タツミは二日がかりであり、音は

旧暦でやつていたため、ものすごく言が多く、最も寒い時期で大変であった。タツミの家に初
い直しに行く。タツミの餅は重ならんようにという意味で、ジュウ (10個) 入れるもの。必ず
タツミには大雪が降つたり、急に暖かくなる日があつた。私の家では、タンミが終わると、そ
の後の正月の神まつりは行なう。去年タツミをした家は、カドアタに行くのではなく、むこう
の家からタツミの家にカ ドアケに来てもらうようにしていた。

7 中村 親戚の人々は、初盆 ・四■九日と何度も集まり、タツミもその
一
環であるため、連絡するもの

でもない。タツミに墓へ行く場合、 「女の人が先に立って行 くJ とい う。タツミをしない家
は、 「タツの晩は早く寝ないかん」と言 う。

8 中上
一向宗は、タツミをせん家もある。タツミの行事は、観最はわかつているので、連絡するまで

もない。タツミのない家では、ウマの日に祝いなおしをする。タンミは悲しい。お正月は年取
りでめでたい。気持ちだけでもちがう。タツミで客が帰る時、少しすつても併を本ち帰つても
らう。タツミのものは縁起が悪いため、あまり品物を渡すものではなかった。タツミから一ヶ
月以内に正月が来るが、この時には正月神ナンを記らない家もある。たいてい一年問は正月神
サンはまつらない。タツミに一丁豆腐を祀る。タツミのない家へは、タツの晩は泊まるもので
はないと言われてい汽 タツミの家でしか人々は泊まらないから。

9 日之内 12月のはじめてのタツミに行なう。タツミと言う。タツミの併を持ち帰って貰う時は、偶数に
する。タツミでない家は早よ寝ないかんとは知らん。

1 0 内 野 タツミの案内は出さなくても来てくれる。タツミまでには、まだ石塔成立っていない。タツミ
には墓でワラスボをもやすものであった。排を切るのはタツミの家の人が切る。タツミの擦捗
はオメデ トウゴザイマスとは言つてはならない。 「タツミに来ましたJ という挨拶をする穂
度。ウマの日に餅をおいて、タツミの家に持つて行く。タツミをしない家は早く寝るという尊
はしらん。タツミには菫へ女が先に行かないかんというのは知らんt

1 1 タツミに行く場合、お供えとオンツミを持つて行く。吉は、タンミと言えば、夕カキビの粉で
マユを作つて、イワイナオンに持って行つた。

1 2 寺 尾 タンミのある家では夜通し起きとくから、そうでない家は早く寝なければいけなかつた。普通
の家はタツミの家と区,Uするため、タツミの暁は人を呼んだり、また他家を訪問するものでは
なかった。死んだ所の人はタツミをし、ウマの日には死んでない所の人がウマノヒ正月をす
る。タツミには案内を出さなくても、規慮や近所は知っているので、黙っていてもみんなが押
しかけてくる。あの家にはタツミがあるということを知っている。 「今年は親戚にタツミが三
つもあるJ などと言ってく計画を立てる。近所にもタツミがあれば行く。タツミに一切関係な
かつた家もウマノと正月として餅を塙く。10軒から重箱に10～15個の併を貫つても、タツミを
した家では餅がつけないのだから十分消費できた。タツミやウマ′ヒといった仏事のやうはt
オスノワクをしてはいけない。

1 3 四ケ市 墓で庖T で排を切る人は、タツミの家のゴテインュサンがあたる。 「今嘘はタツミじゃ」と百
うて換拶して家に入る。タツミをしない家は早よ寝ないかんという事は知らん。
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４
■ 山 日12月の初めてのタツの国をタンミじやと言うて、墓で大をたく。タンミに餅を突き刑して、

後におる人がこれをいただくから常にはこのような事をしてはならない。タツミの案内はしな
い。死んだ年の12月にタツミがあるというのは挟まつているので、言わなくても規慮や近所を

人々は来てくれる。近所や親藤の人が来た時の後拶は 「今晩はタツミでございますJ と言う接
拶をする。タツミじゃけん、タンからミにかけて来た。タツミの家の人は、正月のオカドアク
には一切行かない。他家の人は、タラミの家ヘオカドアケに来てくれる。オメデ トウゴザイマ
スと言つてオカドアケに来てくれる。しかし、タツミをした家の人は、他家ヘオカドアケに13
行かん。また、行つてはいけない。望で餅を切るのは、タツミの家の人がする。新仏が出を
かつた家では、ウマの日に餅を損いてタツミをした家に行つて行く。タツミに挨拶に行かな
かつた家で1ま、ウマの日の俳をおく必要はなかつた。

５
田黒 タツミに基へ行つて大をたく。死んでない所の規戚から祝い直しと言うて、紅白の餅を掲V

て、ウマの日にタツミをした家に持って行つてあげる。 「O O さんのタツミでございまして、
ごくろうさまで坑 よろしラお願いしますJ という挨拶をする。タツミをしない家は早よ寝な
いかんということはしらん。死んでタツミをしない家はない。タノミには案内は出さない。
黙つとつても来てくれる。法車などの場合は、案内せな日時がわからんが、タンミは近所規頗
はもうわかつているので、つきあいをしている人たちはたいがい来てくれる。タツミの晩にll

夜を宮ずに 「七夜食半食べて望へ行かないかんJ という。

久保ヶ内 タツミをするという。タツミに墓で火を災くのは、東を
一束もやすだけ。タツミは一日併と壊

まつている。タツミの時には雑煮をする。一向索でもタツミをする。来客は、 「タツミでごさ
います」という程度のあいさつをする。タツミのない家は、タツミの晩は早よ寝ないかんと言
う。タツミの家では夜語り明かして、trS も由る。

17 上 后 タツミの案内ほ出さんでも来てくれる。シメには一 五 三の足ではない。これは普通の正月
の時に限られており、タツミには四 五 三にする。ウマの国に餅をついて机うて、タツミを
した家に餅を持つて行つた。ナルの日にはサルマユをこしらえて、タツミをした家から近所、
規成にやつて行つた。タツミのない家は、その晩は早よ寝ないかんという。普段の正月であ加
ば、雑煮の中には、餅 豆腐 田手の三品が入るが、タツミの正月の場合は、餅 豆腐の二辞
しか入らない。ウマの日に餅をおいて、祝い直しという意味で、タツミの家に持つて行く。タ
ンミの銃と言つて、ミの朝、親盛の人らが帰りしなに、タツの国に掲いた餅を規戚や近所のメ
らにすべて持ち帰つてもらう。タツミの家では、墓に供えるための直径二十センチ程の餅の性
に、小さな丸餅をたくさん作つておき、これを疹列者の帰りに持ち帰つてもらう。

野営 墓で餅を切るのは、タツミをする家の人がやる。タツミの時の雑索は、餅を日芋と豆腐の三品
が入つている。ウマの日のおれいとして併を貫つた家は、また餅をおいて、タンミをした家に
持つて行く。さらに今度はサルの日にタツミをした家からウスナオンと称して、餅をおいて親
戚や近所へ配る。普通の正月の場合は 枝が三段ついているミクルマという松だが、タツミの

場合は校が一段だけのとトクルマの松である。

19 田秋 タツミをするのに、親感に案内は出さない。 |タツミで車さいますJ というttp 拶をする。仏の
正月の場合は、タソミのは、前の白いワカバをシメ縄にさす。タツミの日には、有つてきた
人々には、タツミの餅と称して、タツミの家でおいた餅を持ち帰つてもらう。ウマの日に餅を

掲くのは、タンミに行つた人の家だけであり、タツミに行かない家では餅を掲くことはなかつ
た。タンミは今でもする。

如 下り付 タツミに事履は作らない。タツミの餅は、タツミの夕方までについておく。タツミの挨拶は、
「今日はタツミでございますJ と言つて行く程度で、決まり文句の摸拶はない。餅を痕T で切
るのは、喪主にあたるような、タツミの家の人が行なう。タツミの餅といつて、来た人に餅を
持ち帰つてもらう6 すると、ウマの日には、ミマイガエンと言つて、タツミの家に餅を持つて
行く。ウマの日に重箱に併を入れて、タツミの家に行くと、そこでお末をもろうて飲んだら、
もうすぐに家に帰る。

総野 今の人はタンミはしないが、言風の人は今でも行なっている。墓へ拝みに行くのは、各家に
よつて、多少時間が異なる。タツミの家の方から、何時に基へ行くという連絡をしておき、こ
れによつて近所や規成の人々は集まるb 従つて、タツミの連絡はするものであり、しなければ
ならなかつた。タツミの挨拶ほお供え物と銭を包んだものを持つてタンミの家に行き、 「こち
らの仏事です古今日は来ましたJ という摸拶をする。普通の経末とタツミの雑煮は、作り方が
ちがう。タツミの雑煮には魚ほ入れない。タイモも入れない。餅を頼に包んで持ち帰つてもら
う。この餅をタツミの餅と言う。タツミの日に業とるんじゃけにタツミのそチという。ウマの
日の視いなおしといって、親成の人らが、今度は反対に、タツミをした人の家に餅を配る。タ
ツミの時には、一丁豆腐をイム壇へおまつりする。

堂成 タツミの一日餅で雑末を作る。親戚や近所はしつとるから、 1タツミには行かないかんものJ
としている。案内はしないウマの日には、祝いなおしと言つて、親成や近所の家からタツミの
家へ餅をおいて持つて行く。貫うと、タツミの家はお返しに重籍に米をほんの少し入れて返
す。

大谷 タツミの案内ほ日さない。近所や親頗の人らは、葬式に来ているので大体知っている。タツミ
の家に帰れば、雑煮は出さん。タツミに来た人々に生産として餅を持ち帰つてもらう。ウマの
日に餅を塙いてタツミをした家に持って行く、
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2 4 西谷 十今日はO O さんのタツでございますJ と言つて挨拶をする。タツに行く時は、一丁ドーフを
下げて行く。包丁できし出したり、餅を切るのは、タツミをする家の主人が行なった。墓から
タツミの家に帰ると、また本みなおして夜あかしをする。ミの日の午前中に家に帰り、排をlP
く用意をしておき、ウマの国においた餅をタツミをした家にもつて行き、祝い直しをする。ウ
マの日は縁通のよいめでたい日じやと言うて、ウマノヒガミナンをみんなまつる。これは新“
のない家でまつる。新仏のない幸の良い家で、餅を為いて祀る。タツの家の人は、この祀りが
できんから、タツミに行つた人々はこの餅を持つて祝いなおしに行く。タツの時だけは、一切
このオウツブはしなかった。 してはいけない。ウマの日の餅は、タツミに行かなかつた人て
も、みんながみんなはせんけんども、日頃仲良く付き合つている人は、近所の人でなくても、
祝い直しのウマの日の餅を持つて行つてあげる場合がある。ウマの日の餅は、タンミに全く隣
係のない家でもみんながみんな餅をつく。タツミをした家以外の人はみんな併をういていた。
ウマの視い直しの場合は赤いノンをつけ、タンミの時に持って行く供え物には黒いノンがつい
ている。

2 5 尾大 タツミに持つていくものは、お供えとして、品物かお金を包んで持つて行くもミの国に雑煮を
食べて帰つて、次にウマの日には、音はお餅とかお田子を作つて、タツミの家に持つて行つ
た。常には、その日に掲いた併を食べてはいけないと言う。タツミにしかしないから。ミの日
の午後に桁をカンて、一晩水に浸しておき、翌日クマの国に餅をつく。この餅をタツミの家に
持つて行く。タツミ終わって帰る時には、 「ええお年なさいJ と言つて、サヨナラとは言わな
い。死人がはるような草がさいさいあってはいかんという意味でこういう。親成や近所の人が
タツミの家に来て、 「今 日はO O さんのお正月でおめでとうございますJ という挨拶をすれ
ば、 「おごくろうでございますJ とタツミの家の人が答える。タツミをしない家は早よ寝ない
かんとは知らん。今でもタツミをする。タツミをした家では、二月の神サンを祀つたらいか
んを正月二ヶ日が終わつてからタツミをした家では餅をおいていた。

2 6 クマの日になれば、親戚や近所の人が、逆に餅をおいてタツミの家に持つて行つた。タツミα
案内は出さん。出さんでも新仏があつたら親威や近所の人が来てくれる。ウマの日はお祝いC
日であり、 「れイカエンJ と言つて、タンミの日をした家に餅をおいて、近所や親成が持つて
きた。

2 7 り 十】H 仏サンのお正月というて、タツミをした。餅を切つて食ぺさせるの1ま、タツミの家の中心にな
る人がやり、順次参力ほ者全員が安替でやる。規威や近所には、タツミの案内状ほ出さない。激
まっているから、黙っていてヽ来てくれる。タツミお返しはしない。なぜなら、こういうこと
が何度もあつてはいかんと言う意味だから。出里にタツミで行つたが、挨拶は知らん。タツミ
で仏ナンのお正月をすれば、その年の正月の行事は一切しなかった。ウマの日に祝い返しをす
る。者は国子をして返していた。これをタツミをした家に持つて行く。ウマの日視い直しの時
にはオンツミは赤 (祝儀の意味) でするが、タツミのお供えは黒/ ンでする。タツミをしない

家は、タツの晩は早よ寝ないかんとは知らん。タツミで墓に持って行く排は重ねずに、一枚た
けの平たい餅である.

日浦 タツミと言つて、12月のタツの晩に、とトウスモチといって餅をつく。タツミをした家の場合
は、自分の家についたんじゃけに、ウマの餅をもろうて、いっしまに食べてもよいが、タツミ
の餅をもろうて帰った場合、その家の人は、クマの餅をたべるまで、このタツミの餅をおいて
はいかん。ウマの国の餅といつしょにしてはいかルと言つて、ウマの日の餅ができるまでに、
このタツミの餅はすべて資本きってしまわなければならない。だから、タツミの家から餅をよ
うけもろうて帰つたら食べきれんでよわる。オウマのお机いをくれた場合は、お返しとして石
醸一つでも何でも形だけのお返しをする。タツミの場合は、おかえしはしない。タツミをしな
い家は、その晩ほ早よ寝ないかん。 「タツミのとこはおきとんじゃけん、もう早よ寝なJ と言
うていた。
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に
与
え
る
の
は

「タ
ツ
ミ
を
す
る
家
の
主
人
」
が
行
っ
て
お
り
、
墓
か
ら

「タ
ツ
ミ
の

家
に
帰
る
と
、
ま
た
春
み
な
お
し
て
夜
明
か
し
を
す
る
」
と
言
う
。
更
に
、
客
は
ミ
の

日
の
年
前
中
家
に
帰
り
、
併
を
掲
く
用
意
を
し
て
、
ウ
マ
の
日
に
餅
を
塙
き
、
こ
れ
を

「タ
ツ
ミ
を
し
た
家
に
持
っ
て
行
」
く
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
用
例
の
如
く

メ
で
は
総
て

「タ
ツ
」
だ
け
で

「仏
の
正
月
」
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
登

場
頻
度
の
上
で
は
表
１
に
示
し
た
如
く
、
タ
ツ
が
四
回
で
タ
ツ
ミ
が
人
回
登
場
し
て
お

り
、
や
は
リ
タ
ツ
ミ
が
三
分
の
二
を
占
め
支
配
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
３
の
木
面
で
は
排
を
配
る
場
合
、
普
段
は
奇
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

「ミ
ノ
と
の
場
合
は
死
人
の
事
な
の
で
偶
数
で
与
え
て
い
た
」
と
言
う
。
ま
た
、
翌
日
は

ミ
ノ
と
の
家
か
ら
生
産
に
も
ら
う
餅
も
た
く
さ
ん
貰
つ
て
い
た
」
が
、
今
は
家
族
が
少

な
い
た
め
、
小
さ
な
丸
餅
を
五
個
ぐ
ら
い
も
ら
う
程
度
に
な
つ
た
と
言
う
。
こ
こ
で
の

「ミ
ノ
ヒ
」
の
二
つ
の
用
例
は
、
明
ら
か
に

「巳
の
日
」
当
日
そ
の
も
つ
を
指
す
の
で

は
な
く
、
タ
ツ
ミ
卸
ち
所
謂
仏
の
正
月
と
言
う
儀
礼
を
意
味
し
て
い
る
。
３
で
の
タ
ツ

ミ
の
用
例
は
七
例
あ
る
の
に
対
し
、
ミ
ノ
と
は
二
例
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
更
に
、

全
二
人
地
区
に
於
い
て
も
、
ミ
ノ
と
の
用
例
は
３
の
一
地
区
で
し
か
確
認
で
き
ず
、
例

外
的
な
存
在
で
し
か
な
い
。
極
め
て
少
数
で
は
あ
る
が
、
タ
ツ
ミ
の
代
用
と
し
て
ミ
ノ

と
と
い
う
表
現
も
有
り
得
た
事
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

以
上
、
新
官
村
で
は
圧
倒
的
に
タ
ツ
ミ
の
名
称
が
多
く
、
ま
た
実
際
の
儀
礼
の
日
取

り
ヽ

一
二
月
最
初
の
辰
か
ら
こ
の
日
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

に
あ
り
な
が
ら
、
３
で
は
タ
ツ
ミ
七
例
に
対
し
ミ
ノ
と
が
二
例
、
２４
で
は
タ
ツ
ミ
八
例

に
対
し
タ
ツ
が
四
例
登
場
し
て
い
た
。
圧
倒
的
に
強
烈
な
タ
ツ
ミ
文
化
圏
の
中
に
あ
り

な
が
ら
も
、
こ
の
よ
，
な
異
称
が
存
在
し
得
る
点
は
、
仏
の
正
月
の
本
質
さ
ら
に
は
そ

の
ル
ー
ツ
を
探
る
上
に
於
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
大
い

に
注
目
す
べ
き
問
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

〓
一　
タ
ツ
ミ
の
意
味

タ
ツ
ミ
の
意
味
に
つ
い
て
言
及
が
あ
っ
た
の
は
、
２
・
７
・
如
　
２‐
　
２２
の
五
地
区

を
除
く
二
三
地
区
で
あ
つ
た
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
五
地
区
の
場
合
、
元
来
タ
ツ
ミ
の
意

味
が
全
く
伝
承
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
伝
承
者
が
こ
れ
に
触
れ

な
お、
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
後
に
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
行
事
の
詳
細

を
述
べ
る
過
程
で
、
死
者
霊
に
対
す
る
正
月
儀
礼
で
あ
る
事
は
明
自
な
た
め
、
敢
え
て

語
る
必
要
が
無
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
タ
ツ
ミ
の
意
味
に
言
及
し
た
二
三

例
を
纏
め
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。

１
の
天
日
で
は
、
「死
ん
だ
人
の
お
正
月
と
い
ぅ
意
味
。
仏
の
正
月
は
死
人
に
と
つ
て

一
回
し
か
な
い
」
と
言
う
。　
〓

一月
最
初
の
タ
ツ
ミ
が
、
「死
ん
だ
人
の
お
正
月
」
で
ぁ

り
、
こ
れ
を

「仏
の
正
月
」
と
も
称
し
、
「死
人
に
と
つ
て
一
回
し
か
な
い
」
と
い
う
た

だ
そ
れ
だ
け
の
説
明
で
あ
り
、
漫
然
と
蔚
け
ば
何
の
問
題
も
な
い
よ
う
な
伝
承
で
あ
る
。

だ
が
、
所
謂

「仏
の
正
月
」
と

「死
ん
だ
人
の
お
正
月
」
を
対
比
し
た
場
合
、
こ
こ
に

極
め
て
大
き
な
断
層
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
く
。
即
ら
、
「死
ん
だ
人
」
と

「仏
」

の
同

一
視
は
厳
密
に
言
え
ば
間
違
い
で
あ
り
、
こ
の
段
階
か
ら
従
来
の

「仏
の
正
月
」

研
究
は
大
き
く
ね
じ
曲
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

確
か
に
書
喩
と
し
て
死
者
の
事
を

「仏
」
と
呼
ん
だ
り
す
る
が
、
民
俗
的
に
は
死
後

四
十
九
日
が
経
過
し
な
け
れ
ば
ホ
ト
ケ
に
な
り
得
な
い
。
ま
た
後
に
詳
述
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
死
後
四
十
九
日
を
経
過
し
な
い
う
ち
に
一
二
月
の
最
初
の
タ
ツ
ミ
が
来
れ
ば
、

そ
の
年
は
タ
ツ
ミ
の
行
事
を
行
な
わ
ず
、
来
年
の
一
二
月
の
最
初
の
タ
ツ
ミ
ま
で
延
期

す
る
。
従
っ
て
、
形
式
的
に
表
記
す
れ
ば
あ
く
ま
で

「仏
の
正
月
」
な
の
で
あ
り
、
「死

ん
だ
人
」
の
正
月
と
か
、
「仏
の
正
月
」
が

「死
人
」
に
と
つ
て
一
回
し
か
な
い
な
ど
と

い
う
表
現
自
体
、
既
に

「死
人
」
で
は
な
く

「仏
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
大
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表2 タツミの自味

日天 死んだムさら洵曰ヨという清帆 仏のコ母は死人Fことつて引ヨしかなV、
柄 タツミは初めて窃知,瓶D ヨという議
ロ泉 その留こ死んだ夕の法証〕qとぃぅ意味がある。
卿 麟 タツミカイムにとっでま 洵的目であり、 トシヨシこなる。新仏ナンにな珈 ,こ人の制 目とい

う静兎 1"ヨ最初のタツミからツの年の12月最初のタツミまでの間t鍋 ッだ大のためのお正
月。

暇 1仏サンの年をとったらよヤ」という着抹でみんな7～8 申奨豹採 る。
中上 タツミは悲しV、測 目は年とりでめでたV、気持らだけどもちがう。仏さんの測 目という

ことでシメナフを張り、シメナワは普通卿 と作り方がちがう。

田抑 イムサン分おコロということで親最穂競 で酒初 んでものすごくはずんでこぎ物 1こや
る。

ll !狩 仏きわが証 月という蔵呉
1 1 権 仏さわつトントリとV うヽ意味で行なった 化C 圧凋。
し 親 仏卿 。そ― FSになくなつたメざ例ロロじ馬
I 四ヶ市 死んだ人のおD 目じゃきに 苅曰目を祝つてあげる。仏ナンの嗣 日、死んん (の迎 目とい

う蔵汽 仏ナンのオカドアクく イムナンtモ単Hマ〒く。
之 山青 仏サンのぬ口弓じゃというく 新仏ナンの皇の商 って大をたこ
1て黒口 妨 ノ愚 のおコヨという詞氏 その申こ務 ′ん のヽ社 はじめてのタツの日1銅 フだ人のお

正凋をする。
k 久保ヶ内 体のコ母とV う`だ抄ヽ
Ⅲ コ言 |なu こなっ砂 のオトシヨヵ という意氏
1【麟 【ムサンのれ曰母という意「/k その年に亡くなった人の過 目という意床ミ 松も立てて、シメ

を張生
玉 口秋 体ナンつオトシヨンじゃけん、タツの鬼からミの朝1動対すてそこにおらなV均材ち痢 ,〕せの

D 目。
S/― を負ドるから、感レだかのた江現じゃオカ とヽ思うや たヽ イムナンの迎 ヨと言う

1執
宏 婚 死スフひ の迎 ヨ。仏ナンの迎 日という意兎 普通の人より早めにオショウガツを迎える。
2 略 新仏さスカミはじめての正月を迎える喘こは イムナンの嗣 目じゃという( 12月の最初のタツ

ミに室o (勧とく。死んだ人的 。例 ヨを祝うとV うヽ罰絢Sある。
宏 力宅 10 ' S ] E 力 。

家 彩 新仏サンの迎 ヨ。一代“却 吻 荘V、
2 子 開 仏サンの西曰目。

変 涌日 体ナン4研紅ロロ。
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き
な
矛
盾
を
率
む
こ
と
に
な
る
。
に
ヽ
関
ら
ず
、
「仏
の
正
月
」
が

「死
人
」
に
と
っ
て

一
回
し
か
な
い
も
の
、
ま
た
は

「死
ん
だ
人
」
の
お
正
月
な
ど
と
言
っ
て

「死
人
」
を

強
調
す
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
死
後
四
九
日
経
過
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
実
体
と
し
て

そ
の
本
音
の
部
分
で
は
単
純
に
機
械
的
に

「仏
」
に
な
る
と
は
見
微
し
得
な
い
の
で
あ

っ
た
。
事
実
、
後
に
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
祀
り
方
自
体
も
様
々
な
タ
ブ
ー

が
伴
い
、
あ
た
か
も
死
者
に
対
す
る
が
如
き
も
の
が
多
く
、
葬
送
儀
礼
を
著
髯
と
さ
せ

る
の
で
あ
る
。

３
の
木
嵐
で
は
、
タ
ツ
ミ
を

「初
が
で
の
仏
の
お
正
月
」
（傍
点
筆
者
）
と
説
明
す
る
。

つ
ま
り
成
仏
後
初
め
て
迎
え
る

一
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
だ
け
に
行
な
う
の
で
あ
り
、
二

年
≡
以
降
は
い
く
ら
毎
年

一
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
の
日
を
迎
え
て
も
、
仏
を
対
象
と
し

た
正
月
は
行
わ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
辺
が
、
タ
ン
ミ
の
タ
ツ
ミ
た
る
所
以
で
あ
り
、

毎
年
定
期
的
に
正
月
十
六
日
あ
る
い
は

一
人
日
頃
に
行
な
わ
れ
る
も
う

一
つ
の

「仏
の

正
月
」
「仏
の
年
越
し
」
「先
祖
正
月
」
と
は
根
本
的
に
質
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
っ４

の
泉
日
で
は
、
「そ
の
年
に
死
ル
を
人
の
お
正
月
」
（傍
点
筆
者
）
と
い
う
。
「そ
の

年
」
に
注
目
す
れ
ば
、
死
ん
だ
年

一
回
限
り
で
、
そ
れ
以
後
は
永
遠
に
タ
ツ
ミ
の
行
事

を
行
な
わ
な
い
事
が
言
外
の
意
味
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
一
回
限
り
は
、
今
後
タ
ツ

ミ
と
し
て
の

「仏
の
正
月
」
を
解
釈
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
た

め
、
大
い
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

５
の
嵯
峨
野
で
は
、
「タ
ツ
ミ
が
仏
に
と
っ
て
は
お
正
月
で
あ
り
、
ト
シ
ヨ
ン
に
な
る
。

新
仏
サ
ン
に
な
ら
れ
た
人
の
お
正
月
と
い
ぅ
意
味
。　
〓

一月
最
初
の
タ
ツ
ミ
か
ら
次
の

年
の
一
二
月
の
最
初
の
タ
ツ
ミ
ま
で
の
間
に
死
ん
だ
人
の
た
め
の
お
正
月
」
と
言
う
。

こ
こ
で
は
、
「仏
」
と

「新
仏
」
と

「死
ん
だ
人
」
の
三
者
が
全
く
同

一
の
意
味
で
用
い

ら
れ
て
お
り
、
死
後

一
年
未
満

（
一
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
か
ら
次
の
年
の
一
二
月
の
最

初
の
タ
ツ
ミ
ま
で
の
間
）
の
死
者
霊
に
眼
定
し
て
、
正
月
行
事
を
行
な
う
も
の
で
あ
っ

た
事
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
仏

・
新
仏

・
死
ん
だ
人
の
三
者
を
区
別

な
く
並
列
さ
せ
て
述
べ
る
点
に
、
何
か
し
ら
強
烈
な
違
和
感
を
感
じ
て
し
ま
う
。
最
初

で
最
後
と
い
う

一
回
性
と
相
侯
っ
て
、
タ
ツ
ミ
独
特
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

６
の
中
野
で
は
、
葛
仏
サ
ン
の
年
を
と
つ
た
ら
工
い
』
と
い
う
意
味
で
、
み
ん
な
七

～
人
時
項
家
に
来
る
」
と
言
う
。
こ
こ
で
言
う

「み
ん
な
」
と
は
、
親
戚
や
近
所
の
人

々
の
事
で
あ
り
、
四
十
九
日
法
事
に
集
ま
っ
た
よ
う
な
人
々
が
再
び
葬
家
に
集
ま
り
、
「仏

ナ
ン
」
と
共
に
、
タ
ツ
ミ
と
い
う
時
間
と
、
葬
家
と
い
う
空
間
を
共
有
す
る
の
で
あ
つ

た
。
所
謂
ト
シ
ヨ
ン
で
あ
り
、
こ
の
行
事
の
主
役
は
あ
く
ま
で

「仏
ナ
ン
」
で
あ
る
が
、

死
後

一
年
未
満
で
も
あ
り
、
「仏
」
と
い
う
よ
り
は
い
ま
だ
に
と
卜
の
面
影
を
色
濃
く
残

し
て
い
る
。
こ
こ
に
集
ま
っ
て
く
る
人
々
の
思
い
か
ら
す
れ
ば
、
四
十
九
日
の
法
事
が

終
了
し
て
正
式
に

「仏
」
に
な
っ
て
い
る
の
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ

「と
き
人
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
形
は
既
に
無
い
が
、
あ
た
か

も
そ
こ
に
居
る
が
如
く
、
死
者
霊
と
時
間

・
空
間
を
共
に
す
る
事
が
可
能
な
の
で
あ
っ

た
。
人
々
の
死
者
霊
を
極
め
て
大
切
に
す
る
心
情
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
来
る
。

ま
さ
に
、
こ
の
思
い
が
タ
ツ
ミ
と
し
て
の

「仏
の
正
月
」
を
根
底
か
ら
支
え
る
原
動
カ

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
人
々
は
、
死
後
四
九
日
間
経
過
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
死

者
霊
を
完
全
に
あ
の
世
に
行
っ
て
し
ま
う
べ
き

「仏
」
と
見
徹
す
こ
と
は
で
き
な
か
つ

た
の
で
あ
る
。
形
式
的
に

「仏
」
と
な
っ
た
後
も
初
め
て
迎
え
る
一
二
月
最
初
の
タ
ツ

ミ
だ
け
は
、
親
戚
や
知
己
と
共
に
、
あ
た
か
も
生
け
る
人
の
如
く
、
濃
密
な
時
間
を
葬

家
や
墓
前
で
過
ご
し
て
い
た
。
祀
る
対
象
を
、
仏

・
新
仏

・
死
ん
だ
人
と
呼
び
、
三
者

を
明
確
な
区
別
な
く
混
在
さ
せ
て
い
た
点
か
ら
、
人
々
の

「死
」
に
対
す
る
世
界
観
や

宇
宙
論
を
垣
問
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
儀
礼
は
、
誕
生
し
た
赤
児
が
初
め
て
正
月
を
迎
え
る
初
正
月
の
儀
式
に
相
当
す

る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
初
正
月
を
迎
え
た
段
階
で
赤
児
は
初
め

て
と
卜
と
し
て

一
歳
に
な
る
の
で
あ
り
、
同
様
に
死
者
霊
は
タ
ツ
ミ
と
し
て
の

「仏
の
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正
月
」
を
済
ま
せ
る

（年
を
と
る
）
こ
と
に
よ
つ
て
、
は
じ
め
て

「仏
」
と
し
て
出
発

す
べ
き

「
一
歳
」
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
見
依
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

正
真
工
銘
の

「仏
」
と
な
る
た
め
に
は
、
Ｃ
で
は
少
な
く
と
も

一
つ
の

「年
を
と
る
」

事
が
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

８
の
中
上
で
は
、
「タ
ツ
ミ
は
悲
し
い
。
お
正
月
は
年
と
り
で
あ
で
た
い
。
気
持
ら
だ

け
ど
も
ち
が
う
。
仏
さ
ん
の
お
正
月
と
い
ぅ
こ
と
で
シ
メ
ナ
フ
を
張
り
、
シ
メ
ナ
フ
は

普
通
の
正
月
と
作
り
方
が
ち
が
う
」
と
言
う
。
タ
ン
ミ
に
は
、
５
や
６
で
見
た
如
く
、

親
戚
や
近
所
の
人
々
が
四
十
九
日
の
法
要
と
ほ
ぼ
同
様
の
規
模
で
集
ま
る
の
だ
が
、
い

く
ら

「正
月
」
と
言
え
ど
も
死
後

一
年
未
満
の
死
者
を
追
悼
す
る
た
め
の
祀
り
で
あ
る

た
め
、
楽
し
い
は
ず
が
な
い
。
死
者
を
偲
び
、
生
前
の
思
い
出
話
に
話
を
さ
か
せ
な
が

ら
タ
ツ
の
夕
方
か
ら
翌
朝
の
ミ
の
日
ま
で
殆
ど
徹
夜
で
語
り
明
か
す
。
後
に
詳
述
す
る

予
定
で
あ
る
が
、
夜
中
の
一
二
時
過
ぎ
に
は
墓
前
で
藁
火
を
焚
き
、
こ
の
火
で
一
升
餅

を
席
り
、
こ
れ
を
小
さ
く
切
っ
て
包
丁
の
先
に
突
き
刺
し
（
後
ろ
向
き
の
ま
ま
肩
越
し

に
参
加
者
に
さ
し
出
し
て
食
べ
さ
せ
る
儀
礼
が
途
中
に
介
在
す
る
。

こ
こ
に
は

「明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
う
晴
れ
が
ま
し
い
挨
拶

も
な
け
れ
ば
、
聖
な
る
神
の
来
臨
も
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
在
る
の
は
、
死
後

一
年
末

満
の
ま
だ
と
卜
の
名
残
り
を
随
所
に
留
め
て
い
る
死
者
霊
と
、
そ
の
死
者
を
埋
葬
し
た

上
に
立
て
た
基
標
、
さ
ら
に
そ
の
前
に
立
て
た
普
通
正
月
と
は
作
り

（枝
松
で
一
蓋
ま

た
は
二
蓋
の
も
の
）
と
シ
メ
縄

（四
・
二
・
四
や
四
・
五
・
三
な
ど
、
「死
」
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
た
シ
メ
縄
の
足
）
シ
メ
飾
り

（白
フ
カ
バ
や
ツ
フ
ジ
ロ
を
表
裏
逆
転
さ
せ
た
も

の
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
松
や
シ
メ
縄
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
節
で
詳
述
す
る
が
、
「神

の
正
月
」
と

「死
人
の
正
月
」
で
は
、
「年
と
り
」
と
言
う
言
葉
の
上
で
は
共
通
す
る
も

の
の
、
祝
儀
と
不
祝
儀
、
祝
い
事
と
悔
み
言
程
の
違
い
が
あ
り
、
ま
さ
に
正
反
対
の
位

置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
め
で
た
い
正
月
に
対
し
、
タ
ツ
ミ
は
悲
し
く
、

，気
持
ち
だ
け
で
も
ち
が
う
」
の
は
以
上
の
如
き
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

９
の
回
之
内
で
は
、
「仏
さ
ん
の
お
正
月
と
い
ぅ
こ
と
で
親
戚
衆
は
朝
方
ま
で
酒
を
の

ん
で
も
の
す
ご
く
は
ず
ん
で
に
ぎ
や
か
に
や
る
」
と
言
う
。
だ
が
総
て
の
家
で

「も
の

す
ご
く
は
ず
ん
で
」
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
や
、
植
の
好
き
簾
い
に

よ
る
飲
酒
量
の
違
い
で
そ
の
場
の
雰
囲
気
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
８

の
如
く
、
「タ
ツ
ミ
は
悲
し
」
く
、
普
通
の
正
月
と
は

「気
分
だ
け
で
も
ち
が
」
つ
て
い

る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
そ
の
悲
し
さ
を
打
ち
消
す
意
味
で
、
逆
に
大
い
に
酒
を
春
み

「も
の
す
ご
く
は
ず
ん
で
に
ぎ
や
か
」
さ
を
演
出
し
て
い
た
事
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
「仏

サ
ン
の
正
月
と
い
ぅ
こ
と
で
」、
タ
ツ
の
日
の
夕
方
か
ら
ミ
の
朝
に
か
け
て
、
葬
家
や
墓

前
で
死
者
霊
と
時
を
ず
つ
と
共
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
慰
霊
の
た
め
の
死
者
霊
を
喜

ば
す
仕
掛
け
が
随
所
に
あ
つ
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
悲
し
い
な
が
ら
も
、
何
と

か
し
て
死
者
霊
の
た
め
に
正
月
を
祝
お
う
と
す
る
所
に

「仏
ナ
ン
の
正
月
」
と
呼
ば
れ

る
所
以
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

‐２
の
寺
尾
で
は
、
「仏
の
正
月
。
そ
の
一
年
間
に
な
く
な
っ
た
人
の
正
月
じ
ゃ
」
と
言

う
。
こ
こ
で
は

「そ
の
一
年
間
に
な
く
な
っ
た
人
」
と
い
う
限
定
が
極
め
て
大
き
な
意

味
を
持
つ
と
同
時
に
、
端
的
に
タ
ツ
ミ
の
特
質
を
言
い
表
わ
し
て
い
る
。
死
後
初
め
て

一
二
月
の
最
初
の
タ
ツ
ミ
を
迎
え
る
場
合
に
だ
け
、
タ
ツ
ミ
と
し
て
の

「仏
の
正
月
」

を
行
な
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
は
何
度
タ
ツ
ミ
を
迎
え
て
も
仏
の
た
め
の
正
月
を
行

な
わ
な
い
。
墓
に
円
松
や
シ
メ
縄
を
設
置
し
た
り
、
真
夜
中
に
墓
前
で
藁
火
を
焚
き
、

こ
の
火
で
一
升
餅
を
あ
ぶ
り
、
こ
れ
を
細
切
れ
に
し
て
庵
丁
の
先
に
突
き
さ
し
て
食
べ

さ
せ
る
と
い
っ
た

一
連
の
行
事
は
、
死
後
行
十
年
ま
た
は
何
百
年
経
過
し
よ
う
が
行
な

わ
な
い
。
死
者
霊
に
と
つ
て
、
タ
ツ
ミ
を
祝
っ
て
貰
え
る
の
は
、
死
後
四
十
九
日
が
過

ぎ
て
初
め
て
迎
え
る
一
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
だ
け
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
最
初
で
最
後

と
な
る
。
従
っ
て
耐
ら
れ
る
死
者
霊
に
と
れ
ば
優
れ
て

「通
過
儀
礼
」
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
点
を
明
確
に
し
て
お
か
な
い
と
、
タ
ツ
ミ
の
解
釈
並
び
に
そ
の
位
置
付
け
を
大
き

く
見
謀
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
確
か
に
、
村
人
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
毎
年
ほ
ぼ
ど
こ
か
の
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親
戚
や
知
人
の
家
で
タ
ツ
ミ
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、
殆
ど
年
中
行
事
化
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
祀
ら
れ
る
死
者
霊
に
と
れ
ば
あ
の
世
で
の
生
涯
た
だ

一
度
だ
け
の
年
越

し
儀
礼
な
の
で
あ
る
。
「そ
の
一
年
に
な
く
な
っ
た
人
の
正
月
じ
ゃ
」
と
い
う
伝
承
は
、

言
外
に
以
上
の
如
き
誠
に
大
き
な
意
味
を
含
み
持
っ
て
い
た
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

‐３
の
西
ケ
市
で
は
、
「死
ん
だ
人
の
お
正
月
じ
ゃ
き
に
、
お
正
月
を
祝
っ
て
あ
げ
る
。

仏
サ
ン
の
お
正
月
、
死
ん
だ
人
の
お
正
月
と
ぃ
ぅ
意
味
。
仏
サ
ン
の
オ
カ
ド
ア
ケ
で
、

仏
サ
ン
に
会
い
に
行
く
」
と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
「死
ん
だ
人
」
と

「仏
ナ
ン
」
が
同
一

の
意
味
で
区
別
な
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
微
妙
な
関
係
が
見
事
に
表
明
さ
れ
て

い
る
。
普
通
、
民
俗
仏
教
的
に
は
初
七
日
か
ら
四
十
九
日
ま
で
、
七
日
毎
に
二
七
日
、
二
七

日
、
一雌
毎
日
▼
ｒ
ｄ
日
、
東
程
日
と
法
要
を
営
み
、
士
壮
四
十
九
日
の
法
要
の
後
に
死

者
霊
は

「仏
」
と
な
り
、
こ
の
世
と
は
違
う
も
う

一
つ
別
の
世
界
と
し
て
の
あ
の
世

へ

旅
立
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
必
ず
し
も

「仏
サ
ン
」
だ
け
で
は
な
く
、
「死
ん
だ
人
の
お
正

月
」
と
言
う
如
く
、
「仏
」
よ
り
も

「死
ん
だ
人
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
筋
を
通
せ
ば
、

既
に
四
十
九
日
は
過
ぎ
去
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

「仏
の
正
月
」
と
言
っ
て
当
然
で
あ
る

が
、
必
ず
し
も
そ
う
は
な
ら
な
い
。
確
か
に
、
「仏
の
正
月
」
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
も
多

い

（全
二
三
地
区
中

一
九
地
区
で
人
三
％
）
が
、
「死
ん
だ
人
の
正
月
」
と
説
明
す
る
と

こ
ろ
も
約
半
数
の
地
区

（全
二
三
地
区
中

一
一
地
区
で
四
九
％
）
で
見
ら
れ
、
決
し
て

少
な
い
数
で
は
な
い
。
形
式
的
に
は
既
に

「仏
」
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
ら
ず
、
敢
え

て

「死
ん
だ
人
」
が
強
調
さ
れ
る
背
景
に
は
、
１２
で
も
詳
述
し
た
が
、
死
者
霊
が
初
め

て
迎
え
る
一
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
の
行
事
の
中
に
、
「死
ん
だ
人
」
か
ら

「仏
」
に
変
革

す
る
た
め
の
通
過
儀
礼
的
要
素
が
、　
一
つ
の
枠
組
み
と
し
て
本
来
的
に
含
み
込
ま
れ
て

い
た
結
果
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
死
者
霊
は
、
タ
ツ
ミ
の
行
事
を
経
験
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
初
め
て

「仏
」
に
な
り
得
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は

「死
ん
だ
人
」

扱
い
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
後
に
仏
教
思
想
が
浸
透
す
る
過
程
で
四
十
九
日
の

法
要
が
済
む
こ
と
に
よ
っ
て

「仏
」
に
な
る
と
見
微
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
の
、
旧

来
の
死
者
霊
を
対
象
と
し
た
通
過
儀
礼
的
性
格
は
そ
の
ま
ま
消
え
る
事
な
く
温
存
さ
れ
、

二
種
類
の
異
質
な
枠
組
み
が
併
存
す
る
に
到
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
愛
媛
県
下
で
は
、

タ
ツ
ミ
や
ミ
ツ
マ
の
行
事
を
カ
ン
ニ
チ

（次
日
）
と
呼
ぶ
所
が
多
い
が
、
こ
れ
は
陰
現

道
で
言
う
所
の

「万
事
に
凶
で
あ
る
と
し
て
、
外
出
そ
の
他
の
諸
行
事
を
見
合
わ
せ
る

日
」
翁
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
）
で
あ
り
、
月
に
よ
つ
て
そ
の
中
が
異
な
り
、　
一

二
月
の
場
合
は
巳
の
日
が
カ
ン
ニ
チ
に
当
た
る
た
め
に

「仏
の
正
月
」
は
タ
ッ
ミ
ま
た

は
ミ
ツ
マ
と
し
て
必
ず
ミ
の
日
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
仏
教
と

陰
陽
道
と
い
う
二
つ
の
異
質
な
枠
組
み
が
混
在
し
た
結
果
、
後
来
の
仏
教
の
枠
組
み
だ

け
で
は
説
明
し
切
れ
な
い
現
象
が
出
現
す
る
の
で
あ
っ
た
。
仏
教
が
民
間
に
浸
透
す
る

以
前
、
陰
陽
道
の
思
想
が
永
い
問
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ

し
て
現
在
も
な
お
そ
の
名
残
り
は
多
方
面
に
見
ら
れ
る
。
既
に
四
十
九
日
の
法
要
が
終

了
し
て
い
る
の
に
も
関
ら
ず
、　
〓

一月
の
最
初
の
タ
ツ
ミ
を

「死
ん
だ
人
の
正
月
」
と

呼
ぶ
必
然
性
は
こ
の
辺
に
あ
る
。
死
者
霊
は
、
タ
ツ
ミ
と
い
う
初
正
月
儀
礼
を
経
験
す

る
事
に
よ
つ
て
通
過
儀
礼
的
に
も
う

一
つ
別
の
世
界

へ
変
革
し
得
る
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
本
来
の
陰
陽
道
で
は
ど
の
よ
う
に
言
っ
た
か
知
ら
な
い
が
、
仏
教
の
概
念
を
借
り

て

「仏
」
に
な
っ
た
と
表
現
す
る
に
至
る
の
で
あ
ろ
う
。

「仏
サ
ン
の
オ
カ
ド
ア
ヶ
で
仏
サ
ン
に
会
い
に
行
く
」
と
言
う
が
、
「死
ん
だ
人
」
は

こ
の
段
階
で

「仏
サ
ン
」
に
変
革
し
て
い
た
。
親
戚
や
近
所
の
人
々
は
、
死
者
釜
が

一

二
月
の
最
初
の
タ
ン
か
ら
ミ
の
日
の
境
目
に
死
人
か
ら
仏
に
変
革
し
得
た
事
を
確
認
す

る
た
め
、
「仏
サ
ン
に
会
い
に
行
く
」
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
「死
ん
だ

人
の
お
正
月
」
と
言
う
も
の
の
、
「死
ん
だ
人
」
に
会
い
に
行
く
と
は
絶
対
に
言
わ
な
い
。

こ
れ
は
、
以
上
の
如
き
死
人
か
ら
仏

へ
の
変
革
が
こ
こ
に
最
重
要
課
題
と
し
て
厳
然
と

存
在
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
親
戚
や
近
所
の
人
々
は
死
ん
だ
人
に
は
葬
式
の

段
階
以
来
い
や
と
い
う
程
直
面
さ
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
是
が
非
で
も

「仏
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サ
ン
」
に
会
い
た
い
の
で
あ
る
。
人
々
は
、
死
人
か
ら
仏

へ
の
変
革
を
確
認
し
得
た
事

に
よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
死
者
霊
の
通
過
儀
礼
が
円
滑
に
終
了
し
た
事
を
確
認
す
る
事

に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て

「仏
サ
ン
の
オ
カ
ド
ア
ケ
で
、
仏
サ
ン
に
会
い
に
行
く
」
事
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

「会
い
に
行
く
」
と
言
っ
て
も
、
具
体
的
に

「仏
ナ
ン
」
の
実
体
は
眼
に
は
見
え
な

い
が
、
人
々
は
真
夜
中
の
基
前
で
藁

一
束
を
燃
や
し
、
こ
の
火
で

一
升

一
日
餅
を
あ
ぶ

り
、
こ
れ
を
細
切
れ
に
し
て
庖
Ｔ
の
先
に
突
き
さ
し
、
後
ろ
向
き
の
ま
ま
肩
越
し
に
食

べ
合
う
。
こ
れ
が

「仏
サ
ン
の
オ
カ
ド
ア
ケ
で
、
仏
サ
ン
に
会
い
に
行
く
」
実
体
で
あ

る
が
、
こ
の
異
様
な
所
作
事
自
体
が
仏
サ
ン
に
会
う
事
を
暗
示
す
る
。
カ
ド
ア
ヶ
そ
の

も
の
は
、
墓
前
に
参
集
す
る
事
を
意
味
し
、
庖
Ｔ
の
先
に
突
き
刺
し
た
餅
を
後
ろ
向
き

の
ま
ま
肩
越
し
に
き
し
出
し
、
ご
れ
を
手
で
と
る
か
ま
た
は
手
を
使
わ
ず
直
接
口
で
食

べ
る
行
為
に
よ
つ
て
、
姿
は
そ
こ
に
は
見
え
な
い
が
、
時
間
の
中
で
仏
と
共
に
正
月
の

餅
を
食
べ
あ
っ
て
い
る
事
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
異
様
な
作
法
そ
の
も
の
が
、
ま
さ

に
参
加
者
全
員
が
仏
と
面
会
し
て
い
る
事
を
暗
示
す
る
も
の
と
判
断
し
て
ほ
ぼ
間
違
い

な
い
。
仏
に
会
う
た
め
に
は
、
タ
ツ
か
ら
ミ
に
か
け
て
の
境
界
と
し
て
の
時
間
、
さ
ち

に
墓
地
の
前
の
空
間
と
い
う
二
つ
の
要
素
の
合
体
が
是
非
と
も
必
要
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
、
「仏
サ
ン
の
オ
カ
ド
ア
ケ
で
、
仏
サ
ン
に
会
い
に
行
く
」
奥
儀
で
あ
り
、
異
様

な
所
作
事
は
ヒ
ト
が
仏
の
世
界
と
鋭
く
切
り
結
ぶ
た
め
の
秘
儀
と
見
倣
し
得
る
。

・４
の
青
山
で
は
、
「仏
サ
ン
の
お
正
月
じ
ゃ
と
ぃ
ぅ
て
、
新
仏
サ
ン
の
墓
の
前
へ
行
っ

て
火
を
た
く
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
「仏
」
と

「新
仏
」
が
滉
在
す
る
が
、
前
述
の
１３

で
は

「仏
」
が

「死
ん
だ
人
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
た
。
「仏
」
と

「死
ん
だ
人
」
の

ち
よ
う
ど
中
間
の
概
念
が

「新
仏
」
で
あ
り
対
象
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
べ
き
か
ま
だ

充
分
に
日
ま
り
き
っ
て
い
な
い
状
況
が
言
葉
の
上
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
死
ん
だ
年

の
一
二
月
の
最
初
の
タ
ツ
ミ
は
、
や
は
り
こ
こ
で
も
極
め
て
重
要
な
過
渡
的
意
味
を
持

つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

‐５
の
黒
田
で
は
、
「死
ん
だ
人
の
お
正
月
と
い
ぅ
意
味
。
そ
の
年
に
死
ん
だ
人
の
家
で
、

は
じ
め
て
の
タ
ツ
の
日
に
死
ん
だ
人
の
お
正
月
を
す
る
」
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、　
言
脳

的
な

「ム
の
正
月
」
と
い
ぅ
言
葉
は
一
切
登
場
し
な
い
。
タ
ツ
ミ
を

「死
ん
だ
人
の
お

正
月
」
だ
け
で
説
明
す
る
点
は
、
所
請

「仏
の
正
月
」
を
解
釈
す
る
上
で
わ
れ
わ
れ
に

貴
重
な
と
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
即
ち
、
最
初
か
ら

「仏
」
を
記
る
た
め
の
儀
礼
で

あ
つ
た
の
で
は
な
く
、
「死
ん
だ
人
の
お
正
月
」
を
済
ま
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に

「仏
」
に
変
換
し
え
る
こ
と
を
言
外
の
意
味
と
し
て
含
み
持
た
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

死
者
に
と
っ
て
仏
に
変
革
す
る
た
め
の
通
過
儀
礼
な
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
「そ
の
年

に
死
ん
だ
人
の
家
で
、
は
レ
め
で
の
タ
ツ
の
日

（傍
点
筆
者
ご

に
行
な
う
必
然
性
が
あ

り
、
決
し
て
毎
年
行
な
う
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
最
初
で
最
後
と
言
う
一
口
性
が
、

こ
こ
で
も
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。　
一
二

「死
ん
だ
人
」
か
ら

「仏
」
に
変
革
す

れ
ば
、
次
の
変
革
目
標
は

「祖
先
神
」
し
か
な
く
、
最
短
で
も
あ
と
三
〇
余
年
の
歳
月

を
要
す
る
の
で
あ
る
。

‐７
で
も

「な
し
に
な
っ
た
人
の
オ
ト
シ
ヨ
ン
」
と
言
い
、
１５
と
同
様
に
死
者
の
た
め

の
正
月
で
ぁ
る
事
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
死
ん
で
四
十
九
日
の
法
要
を
済
ま
せ
た
後
、

初
め
て
迎
え
る

一
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
は
、
死
者
に
と
れ
ば
最
初
で
最
後
の
正
月
で
あ

り
、
こ
の
後

「仏
」
に
変
身
し
て
、
次
の
段
階
の

「祖
先
神
」
に
な
る
ま
で
永
ら
く

「仏
」

の
ま
ま
で
居
続
け
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
タ
ツ
ミ
を

「死
ん
だ
人
の
正
月
」

と
か

「な
し
に
な
つ
た
人
の
オ
ト
シ
ヨ
シ
」
と
、
単
純
に
死
者
だ
け
で
説
明
す
る
事
例

（
１
・
４
・
１５
，
Ｗ
の
四
例
が
こ
れ
に
相
当
す
る
）
は
、
案
外
大
き
な
意
味
を
含
み
持

つ
の
で
あ
っ
た
。

・８
の
程
野
で
は
、
「仏
さ
ん
の
お
正
月
と
ぃ
ぅ
意
味
。
そ
の
年
に
亡
く
な
っ
た
人
の
お

正
月
と
ぃ
ぅ
意
味
で
、
松
も
立
て
て
、
シ
メ
を
張
る
」
と
言
う
。
こ
こ
で
は
、　
一
見
す

れ
ば

「仏
サ
ン
」
と

「亡
く
な
っ
た
人
」
が
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
両
者
は
表
と
裏
の
関
係
に
相
当
す
る
。
タ
ツ
ミ
の
正
月
儀
礼
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を
行
な
う
以
前
は

「せ
く
な
っ
た
人
」
扱
い
で
あ
り
、
正
月
儀
礼
を
済
ま
せ
て
一
つ
年

を
取
っ
た
直
後
か
ら

「仏
サ
ン
」
扱
い
と
な
つ
た
と
判
断
で
き
る
。
墓
前
に
円
松
を
立

て
シ
メ
縄
を
張
る
仕
掛
け
は
、
ま
さ
に

「亡
く
な
つ
た
人
」
か
ら

「仏
サ
ン
」
に
変
身

す
る
た
め
の
演
出
装
置
と
し
て
必
須
ア
イ
テ
ム
で
あ
っ
た
。
更
に
、
「そ
の
年
に
亡
く
な

っ
た
人
」
と
す
る

一
年
の
み
の
限
定
は
、
死
者
霊
個
人
に
と
っ
て
は
最
初
で
最
後
と
言

う

一
回
性
を
強
く
暗
示
し
て
い
た
点
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。

い
の
秋
田
で
は
、
「仏
サ
ン
の
オ
ト
ン
コ
ン
じ
や
け
ん
、
タ
ツ
の
晩
か
ら
ミ
の
朝
に
か

け
て
そ
こ
に
お
ら
な
い
か
ん
。
死
ん
だ
人
の
正
月
。
ノ
ー
ニ
を
食
べ
る
か
ら
、
死
ん
だ

人
の
お
正
月
じ
ゃ
ゎ
い
と
思
う
て
い
た
。
仏
サ
ン
の
お
正
月
と
言
う
意
味
」
と
い
う
。
「仏

サ
ン
の
オ
ト
シ
ヨ
ン
」
と

「死
ん
だ
人
の
正
月
」
が
、
全
く
同

一
の
意
味
で
使
わ
れ
て

い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
１８
と
同
様
、
こ
こ
で
も
衰
と
裏
の
関
係
で
、
言
葉
の

上
で
は
対
立
し
な
が
ら
も
、
前
者
は
構
造
上
二
つ
で
一
つ
の
関
係
に
あ
つ
た
。
「死
ん
だ

人
」
か
ら

「仏
サ
ン
」
に
変
革
す
る
に
際
し
、
こ
れ
を
し
つ
か
り
見
届
け
る
役
割

（立

会
人
）
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
時
に
参
集
し
た
親
戚
や
近
所
の
人
々
で
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
は

「タ
ツ
の
晩
か
ら
ミ
の
朝
に
か
け
て
そ
こ
に
お
ら
な
い
か
ん
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「そ
こ
」
と
は
、
そ
の
年
に
死
者
を
出
し
た
家

（よ
り
具
体

的
に
言
え
ば
死
者
を
祀
る
仏
壇
の
前
）
で
あ
り
、
ま
た
死
者
を
埋
葬
し
た
墓
地
の
前
で

あ
る
。
死
者
霊
は
、
「死
ん
だ
人
」
の
時
間
と
空
間
か
ら

「仏
サ
ン
」
の
時
間
と
空
間
に

大
変
革
を
遂
げ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
時
空
の
裂
け
目
を
同
席
し
た
親
戚
や
近

所
の
人
々
は
身
を
以
て
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
冠
婚
葬
祭
に
人
々
の
立
会
い
が
必
要

で
あ
っ
た
如
く
、
こ
れ
を
行
な
わ
な
い
事
に
は
、
死
者
霊
が

「死
ん
だ
人
」
か
ら

「仏

サ
ン
」
に
変
革
し
た
と
は
見
徹
さ
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
も
、
タ
ツ
ミ
が

通
過
儀
礼
の
一
環
で
あ
っ
た
事
が
よ
く
理
解
で
き
よ
う
。

タ
ツ
ミ
の
最
後
は
、
ミ
の
朝
の
雑
煮
に
よ
っ
て
縮
め
括
ら
れ
る
。
「ゾ
ー
ニ
を
食
べ
る

か
ら
、
死
ん
だ
人
の
お
正
月
じ
や
わ
い
と
思
う
て
い
た
」
と
い
う
伝
承
者
の
説
明
は
誠

に
正
鶴
を
射
た
も
の
で
あ
り
、
門
松
や
シ
メ
縄

・
鏡
餅
だ
け
で
な
く
、
雑
煮
ま
で
準
備

さ
れ
、
大
枠
で
は
普
通
の
正
月
と
全
く
同

一
の
構
造
と
な
つ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら

の
項
目
を

一
つ
一
つ
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
後
に
詳
述
す
る
が
総
て
似
て
非
な
る
も
の

で
あ
り
、
死
の
論
理
に
彩
ら
れ
た
全
く
異
質
な
ト
シ
ヨ
ン
で
あ
つ
た
。
近
藤
が
、
「死
人
」

か
ら

「仏
」
へ
の
通
過
儀
礼
を
力
説
す
る
根
拠
は
こ
の
辺
に
あ
る
。

２３
の
大
谷
で
は
、
「死
ん
だ
人
の
お
正
月
。
仏
サ
ン
の
お
正
月
と
い
ぅ
意
味
。
普
通
の

人
よ
り
早
め
に
お
正
月
を
迎
え
る
」
と
言
う
。
こ
こ
で
も
、
「死
ん
だ
人
の
お
正
月
」
と

「仏
サ
ン
の
お
正
月
」
が
同

一
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
元
来
は
異
質
な
意
味
を

持
ち
、
表
裏

一
体
の
関
係
に
あ
つ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
表
裏

一
体
の
関
係
に
あ
る
両

者
と
正
反
対
の
関
係
に
あ
る
の
が

「普
通
の
人
」
で
あ
り
、
彼
ら
が
正
月
を
迎
え
て
一

つ
年
を
取
る
の
が
所
謂
元
旦
の
正
月
で
ぁ
る
。
但
し
、
こ
の
場
合

一
二
月
の
最
初
の
タ

ツ
ミ
と
い
う

「仏
サ
ン
の
お
正
月
」
に
対
す
る

「普
通
の
人
」
の
正
月
は
、
文
脈
か
ら

判
断
す
れ
ば
毎
年
行
な
わ
れ
る
元
旦
正
月
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
正
確
で
は
な
い
。

こ
こ
で
言
う

「普
通
の
人
」
の
正
月
は
、
タ
ッ
ミ
と
対
比
す
る
の
で
あ
れ
ば
誕
生
後
初

め
て
迎
え
る

「初
正
月
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
つ
て
初
め
て
子
供
は
と
ト

と
し
て

一
歳
の
誕
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
子
供
の
初
正
月
儀

礼
は
、
現
在
で
は
大
き
な
ケ
ジ
メ
の
意
識
を
持
た
さ
れ
て
い
な
い
が
、
タ
ツ
ミ
と
し
て

の

「仏
の
正
月
」
が
死
人
か
ら
仏
へ
の
変
革
と
い
う
極
め
て
大
き
な
意
味
を
含
み
持
っ

て
い
た
如
く
、
本
来
は
相
当
大
き
な
意
味

（満

一
歳
時
の
初
誕
生
儀
礼
に
於
け
る
ケ
モ

ノ
か
ら
と
卜
へ
の
変
革
に
相
当
す
る
も
の
）
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
正
月
元
旦
と
較
べ
れ
ば

一
二
月
の
最
初
の
タ
ツ
ミ

（タ
ツ
が
大
晦

日
に
相
当
し
、
ミ
が
正
月
元
日
に
相
当
す
る
）
は
最
も
早
く
て
一
ヶ
月
近
く
、
最
も
遅

く
て
も
二
週
間
余
り
前
日
に
訪
れ
る
た
め
、
「早
め
に
お
正
月
を
迎
え
る
」
事
に
な
る
。

陰
陽
道
で
は
、　
〓

一月
巳
の
日
が
次
日
に
相
当
す
る
た
め
に
こ
の
日
が
選
ば
れ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
殊
更
に

「仏
サ
ン
の
お
正
月
」
ま
た
は

「死
ん
だ
人
の
お
正
月
」
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と
説
明
し
、
実
際
に
墓
前
や
仏
前
で
擬
似
的
な
正
月
儀
礼
を
展
開
す
る
所
に
、
単
な
る

陰
陽
道
だ
け
で
は
説
明
し
切
れ
な
い
、
死
者
霊
に
対
す
る
通
過
儀
礼
的
配
慮
が
固
有
信

仰
と
し
て
見
出
し
得
る
の
で
あ
っ
た
。

夕
の
百
谷
で
は
、
「新
仏
さ
ん
が
は
じ
め
て
の
正
月
を
迎
え
る
時
に
は
、
仏
サ
ン
の
お

正
月
じ
ゃ
と
い
ぅ
て
、　
〓

一月
の
最
初
の
タ
ツ
ミ
に
基
で
火
を
た
く
。
死
ん
だ
人
の
お

正
月
。
仏
の
正
月
を
祝
う
と
い
う
意
味
が
あ
る
」
と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
「死
ん
だ
人
」

と

「新
仏
」
と

「仏
」
の
三
者
が
、
何
の
違
和
感
も
な
く
併
存
し
て
い
る
。
厳
密
に
言

え
ば
、
こ
れ
ら
二
者
は
総
て
意
味
が
異
な
る
の
だ
が
、
タ
ツ
ミ
の
儀
礼
の
本
質
と
し
て

「死
ん
だ
人
」
が

「仏
」
に
変
革
す
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、
「新
仏
」
も
含
め
て
こ
れ
ら

二
概
念
が
混
在
し
て
い
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「新
仏
サ
ン

（ま
た
は

死
ん
だ
人
）
が
は
じ
め
て
の
正
月

（
一
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
）
を
迎
え
る
」
事
に
よ
つ

て
、
「仏
サ
ン
の
正
月
を
祝
う
」
意
味
に
な
る
点
は
、
死
者
霊
に
対
す
る
最
初
で
最
後
の

通
過
儀
礼
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
物
語
つ
て
い
る
。

％
の
大
影
で
は

「新
仏
サ
ン
の
お
正
月
。　
一
代
に

一
回
し
か
な
い
」
と
言
う
。
「死
ん

だ
人
」
で
も
な
く

「仏
」
で
も
な
く
、
「新
仏
」
と
し
た
所
に
、
タ
ツ
ミ
に
お
け
る
死
者

霊
に
対
す
る
微
妙
な
位
置
付
け
を
感
じ
る
事
が
で
き
る
。
「新
仏
」
と
は
元
来
初
盆
を
迎

え
る
仏
の
こ
と
で
あ
り
、
タ
ツ
ミ
と
し
て
の

「仏
の
正
月
」
に
使
う
た
め
に
は
適
切
な

言
葉
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
「死
ん
だ
人
」
で
あ
れ
ば
既
に
四
十
九
日
は
経
過
し
て
い

る
た
め
遅
す
ぎ
る

（抑
々
、
タ
ツ
ミ
儀
礼
は
四
十
九
日
の
法
要
が
終
了
し
て
い
る
事
が

最
低
条
件
で
あ
つ
た
）
し
、
「仏
」
に
し
て
し
ま
え
ば
タ
ツ
ミ
の
「死
ん
だ
人
」
か
ら

「仏
」

へ
と
い
う
通
過
儀
礼
的
意
図
が
総
て
削
り
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
苦
肉
の
策
と
し

て

「新
仏
」
が
採
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

「
一
代
に

一
回
し
か
な
い
」
と
い
う
表
現
は
、
ま
さ
に
タ
ツ
ミ
と
し
て
の

「仏
の
正

月
」
が
優
れ
て

「死
ん
だ
人
」
か
ら

「仏
」

へ
の
通
過
儀
礼
で
あ
っ
た
事
を
如
実
に
示

す
伝
承
で
あ
り
、
■
の

「仏
の
正
月
は
死
人
に
と
っ
て
一
回
し
か
な
い
」
と
い
う
伝
承

と
相
侯
っ
て
、
タ
ツ
ミ
の
本
質
を
見
事
に
言
い
当
て
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
従
来
の
研

究
で
は
ま
っ
た
く
注
目
さ
れ
て
来
な
か
つ
た
部
分
で
あ
り
、
い
く
ら
強
調
し
て
も
し
過

ぎ
る
こ
と
は
な
い
程
で
あ
る
。

こ
の
他
、
特
に
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
１０
の

「仏
サ
ン
の
正
月
と
い
ぅ
意
味
」
、
１１
の

「仏
サ
ン
の
ト
シ
ト
リ
と
い
う
意
味
で
行
な
っ
た
。
仏
の
正
月
」、
２５
の

「仏
の
正
月
」、

２７
・
２８
の

「仏
サ
ン
の
お
正
月
」
な
ど
、
五
地
区
に
於
い
て
極
め
て
簡
潔
で
は
あ
る
が

「仏
の
正
月
」
と
い
ぅ
大
枠
で
は
共
通
す
る
伝
承
が
聞
か
れ
た
。

以
上
、
タ
ツ
ミ
の
意
味
が
判
明
す
る
全
二
三
例
に
つ
い
て
若
千
の
考
秦
を
加
え
て
来

た
が
、
こ
れ
ら
の
伝
承
を
通
覧
す
る
中
で
二
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
事
に
気
付
い
た
。

そ
の
一
つ
は
、
１
の

「仏
の
正
月
は
死
人
に
と
つ
て
一
回
し
か
な
い
」、
２６
の

「新
仏
サ

ン
の
お
正
月
。　
一
代
に
一
回
し
か
な
い
」
と
言
う
表
現
に
見
ら
れ
る
如
く
、
Ｅ

国
」
性

の
強
調
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
最
初
で
最
後
で
あ
り
、
こ
れ
は
タ
ツ
ミ
は
死
人
か
ら
仏

へ
変
革
す
る
た
め
の
通
過
儀
礼
で
あ
っ
た
と
断
定
し
得
る
根
拠
と
な
る
。
類
似
の
ほ
承

は
、
３
の

「初
め
て
の
仏
の
お
正
月
」、
４
の

「そ
の
年
に
死
ん
だ
人
の
お
正
月
」、
５

の

「
一
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
か
ら
次
の
年
の
一
二
月
の
最
初
の
タ
ツ
ミ
ま
で
の
間
に
死

ん
だ
人
の
た
め
の
お
正
月
」、
１２
の

「そ
の
一
年
間
に
な
く
な
つ
た
人
の
正
月
」、
い
の

「そ
の
年
に
死
ん
だ
人
の
家
で
、
は
じ
め
て
の
タ
ツ
の
日
に
死
ん
だ
人
の
お
正
月
」、
１８

の

「そ
の
年
に
せ
く
な
っ
た
人
の
お
正
月
」、
２４
の

「新
仏
サ
ン
が
は
じ
め
て
の
正
月
を

迎
え
る
時
」
な
ど
、
死
後
初
め
て
迎
え
る

一
二
月
の
最
初
の
タ
ツ
ミ
と
言
う

「
一
回
」

性
が
こ
れ
ら
七
例
に
言
外
の
意
味
と
し
て
含
み
込
ま
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
こ
の
他
、

・３
の

「死
ん
だ
人
の
お
正
月
」、
１４
の

「新
仏
サ
ン
の
墓
の
前
」、
１７
の

「な
し
に
な
っ

た
人
の
オ
ト
シ
ヨ
ン
」、
Ｄ
　
２３
の

「死
ん
だ
人
の
正
月
」
の
五
例
も
、
「死
ん
だ
人
」

や

「新
仏
」
が
前
面
に
出
さ
れ
て
お
り
、
死
ん
だ
そ
の
年
を
間
接
的
に
表
明
し
て
い
る
。

１
ゃ
２６
の
如
く
明
確
に

「
一
回
」
性
を
強
調
し
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
合
計

一
二
例

も
ま
た
本
来
は
１
や
２６
の
如
く
タ
ツ
ミ
が
死
者
霊
に
と
つ
て
最
初
で
最
後
の
通
過
儀
礼
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で
あ
っ
た
事
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
合
算
す
れ
ば
全

二
三
例
中

一
四
例
と
な
り
、
全
体
の
六

一
％
を
占
め
る
。
〓

回
」
性
を
強
調
し
た
り
暗

示
す
る
事
例
は
、
見
た
日
以
上
に
多
い
事
が
理
解
で
き
よ
う
。

さ
て
、
も
う

一
つ
の
特
徴
は

「
一
回
」
性
と
も
運
動
す
る
の
だ
が
、
「死
人
」
の
強
調

で
あ
る
。
タ
ツ
ミ
を

「死
ん
だ
人
の
正
月
」
だ
け
で
説
明
す
る
の
は
前
述
の
如
く
１

４
，
お
ｏ
ｌ７
の
四
例
で
あ
っ
た
が
、
「仏
」
や

「新
仏
」
と
混
在
さ
せ
て
説
明
す
る
事
例

は
５
４
１２
　
‐３
・
・８
４
１９
・
匁
　
み
の
七
例
で
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
合
算
す
れ
ば

一
一
例
に
達
し
タ
ツ
ミ
の
意
味
が
判
明
す
る
全
二
三
地
区
中
四
人
％
を
占
め
る
事
に
な

る
。
約
半
数
の
地
区
で
は
、
タ
ツ
ミ
を

「死
ん
だ
人
の
正
月
」
と
い
ぅ
意
味
で
説
明
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
決
し
て
少
な
い
数
で
は
な
い
。

タ
ツ
ミ
の

「
一
回
」
と
と

「死
人
」
の
強
調
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
念
々
こ
の
儀
礼

の
本
質
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
各
事
例
研
究
の
中
で
ヽ
何
度
か
言
及
し
た
が
、
こ

れ
ら
を
総
合
的
に
備
瞭
し
て
改
め
て
気
付
く
の
は
、
タ
ツ
ミ
が

「死
ん
だ
人
」
か
ら

「仏
」

に
変
革
す
る
た
め
の
死
者
霊
を
対
象
と
し
た
通
過
儀
礼
で
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
二
三
例
を
大
ま
か
に
二
つ
に
分
類
し
て
鰹

め
て
お
こ
う
。

■
ｌ
ｉ
死
ん
だ
人
の
お
正
月
。
１
・
１３
・
‐５
，
じ
・
２３
・
勢

（六
例
）

ａ
２
‥
そ
の
年
に
死
ん
だ
人
の
お
正
月
。
４

（
一
例
）

●
３
…
十
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
か
ら
次
の
年
の
一
二
月
の
お
正
月
。
５

（
一
例
）

ａ
４
‥
そ
の
一
年
間
に
な
ぐ
な
つ
た
人
の
正
月
。
１２

（
一
例
）

ａ
５
ｉ
は
じ
め
て
の
タ
ツ
の
日
に
死
ん
だ
人
の
お
正
月
を
す
る
。
１５

（
一
例
）

ａ
６
千
な
し
に
な
っ
た
人
の
オ
ト
シ
ヨ
ン
。
１７

（
一
例
）

ａ
７
‥
そ
の
年
に
亡
く
な
っ
た
人
の
お
正
月
。
１８

（
一
例
）

ｂ
ｌ
　
新
仏
サ
ン
に
な
ら
れ
た
人
の
お
正
月
。
５

（
一
例
）

ｂ
２
ｉ
新
仏
サ
ン
の
お
正
月
。　
一
代
に
一
回
し
か
な
い
。
２６

（
一
例
）

ｂ
３
…
新
仏
サ
ン
が
は
じ
め
て
正
月
を
迎
え
る
時
に
は
仏
サ
ン
の
お
正
月
じ
ゃ
と
い
ぅ

て
、　
一
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
に
墓
で
火
を
焚
く
。
２４

（
一
例
）

ｃ
ｌ
ｉ
仏
サ
ン
の
お
正
月
。
８
，
９
，
１０
・
１１
，
‐２
・
Ｂ
　
‐４
・
‐６
・
‐８
　
妙
，
２３

４

空

誓

ィ

２８

（
東

例
）

ｃ
２
１
初
め
て
の
お
正
月
。
３

（
一
例
）

ｃ
３
‥
仏
サ
ン
の
年
を
と
つ
た
ら
よ
い
。
６

（
一
例
）

ｃ
４
‥
仏
に
と
っ
て
は
お
正
月
で
ぁ
リ
ト
シ
ヨ
ン
に
な
る
。
５

（
一
例
）

ｃ
５
…
仏
サ
ン
の
ト
シ
ト
リ
。
上

（
一
例
）

ｃ
６
‥
仏
サ
ン
の
オ
カ
ド
ア
ヶ
で
仏
サ
ン
に
会
い
に
行
く
。
１３

（
一
例
）

ｃ
７
…
仏
サ
ン
の
オ
ト
シ
ヨ
ン
。
コ

（
一
例
）

「～
の
正
月
」
・
「～
の
ト
ン
コ
シ
」
，
「～
の
ト
ン
ト
リ
」
，
「～
の
カ
ド
ア
ケ
」
等
、

下
半
分
の
名
称
や
意
味
は
ａ
群
か
ら

ｃ
群
の
中
で
殆
ど
大
き
な
変
化
は
な
く
、
総
て

「正

月
」
を
指
す
言
葉
と
し
て
共
通
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
上
半
分
の
名
称
は
、
右
記
に
示

し
た
如
く
、　
ａ
群
か
ら

ｃ
群
に
大
き
く
別
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

ａ
群
の
場
合
、
「死
ん
だ
人
」
・
「な
く
な
つ
た
人
」
・
「な
し
に
な
っ
た
人
」
な
ど
、
「死

人
」
と
い
う
概
念
で
共
通
す
る
た
め

一
括
し
得
る
。
延
ぺ
数
は
一
二
例
で
あ
る
が
、
１５

が

ａ
ｌ
と

ａ
５
に
重
複
す
る
た
め
、
実
数
は
十
一
地
区
と
な
る
。
タ
ツ
ミ
の
意
味
に
言

及
す
る
全
二
二
地
区
中
の
一
一
地
区
で
あ
る
か
ら
四
人
％
、
抱
半
数
の
地
区
で
は
タ
ツ

ミ
を

一死
人
の
正
月
」
と
い
ぅ
概
念
で
解
釈
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
ｂ
群
は

「新
仏
」
で
一
括
し
得
る
が
、
三
例
し
か
な
く
全
体
の
一
三
％
し
か

占
め
な
い
少
数
派
で
あ
っ
た
。
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最
も
事
例
の
数
が
多
い
の
は

●
群
の

「仏
」
で
、
廷
ぺ
数
で
は
三
二
例
、
■
・
１３
・

じ
の
三
例
で
重
複
が
あ
る
た
め
、
兵
数
で
は

一
九
地
区
と
な
る
。
全
二
三
地
区
中
の
一

九
地
区
で
あ
る
か
ら
、
約
八
三
％
の
地
区
で
は

「仏
サ
ン
の
正
月
」
。
「仏
の
ト
ン
ト
リ
」

・
「仏
ナ
ン
の
ト
シ
ヨ
ン
」
な
ど
と
解
釈
さ
れ
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
の
で

あ
つ
た
。

４
群
～

ｃ
群
の
分
布
状
況
を
図
示
し
た
も
の
が
地
図
２
で
あ
る
が
、
５
と
２４
の
二
地

区
で
は

こ
～

ｃ
の
三
種
類
が
重
複
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
こ
の
二
例
が
最

も
タ
ツ
ミ
の
本
質
を
よ
く
言
い
表
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
死
者
霊
に
対
す
る
通
過

儀
礼
を
念
頭
に
置
け
ば
、
約
半
数
を
占
め
る

ａ
群
の

「死
ん
だ
人
の
正
月
」
だ
け
で
は

、

「仏
」

へ
の
通
通
儀
礼
と
い
う
概
念
が
脱
け
落
ち
て
納
ま
り
が
憲
い
し
、
全
体
の
人
三

％
を
占
め
る

ｃ
群
の

「仏
の
正
月
」
だ
け
で
も
結
果
だ
け
が
残
り
、
変
身
以
前
の

「死

ん
だ
人
」
の
概
念
が
削
除
さ
れ
、
通
過
儀
礼
と
し
て
本
来
の
意
図
が
見
え
な
く
な
る
。
「死

ん
だ
人
の
正
月
」
の
こ
群
と

「仏
の
正
月
」
の
ｃ
群
が
重
複
す
る
１２
・
‐３
　
‐８
・
‐９
の

四
例
は

「死
ん
だ
人
」
か
ら

「仏
」
へ
の
変
革
と
い
う
通
過
儀
礼
を
象
徴
す
る
意
味
で

も
と
の
姿
を
よ
く
残
す
も
の
と
言
え
る
。
だ
が
、
「死
ん
だ
人
」
に
対
す
る
、
「仏
」
と

言
う
二
項
対
立
だ
け
で
な
く
、
両
者
の
過
渡
期
を
表
明
す
る

「新
仏
」
を
加
味
し
た
三

層
構
造

（
ａ
辞

・
ｂ
群

・
ｃ
群
総
て
の
要
素
を
含
み
持
つ
）
を
有
す
る
５
，
２４
の
二
例

が
最
も
タ
ツ
ミ
の
通
過
儀
礼
的
意
図
を
最
も
色
濃
く
残
し
て
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

こ
の
事
柄
と
、
前
述
の

【
一
回
」
性
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
四
十
九
日
の
法
要
を
済
ま

せ
た
後
の
死
者
霊
が
初
め
て
迎
え
る

一
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
が
、
「死
人
」
か
ち

「新
仏
」

を
経
由
し
て

「仏
」
に
変
革
す
な
た
め
の
極
め
て
重
要
な
節
目
で
あ
り
、
ひ
と
っ
の
通

過
儀
礼
で
あ
っ
た
と
断
言
し
得
る
の
で
あ
る
。

き
て
、
全
体
の
人
三
％
を
占
め
支
配
的
な

ｃ
群
の

「仏
の
正
月
」
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
タ
ツ
ミ
の
意
味
だ
け
で
な
く
呼
称
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
タ
ツ
ミ
の
代
名
詞
に
さ
え

な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
を
分
析
概
念
と
し
て
学
術
的
に
使
う
場
合
、
か
な
り
慎
重

を" 県母海姉
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石純県大生町    t
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な
手
続
き
を
必
要
と
す
る
。
新
官
村
の
人
々
に
と
れ
ば
、
死
者
霊
が
初
め
て
一
二
月
最

初
の
タ
ン
ミ
を
迎
え
る
事
を

「仏
の
正
月
」
と
し
て
当
然
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
が
、

全
目
的
視
点
に
立
て
ば
こ
れ
は
む
し
ろ
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
多
く
は
全
く
異
質
な
行

事
を
意
味
し
て
い
た
。　
一
九
五

一
年

一
月
に
刊
行
さ
れ
た
柳
口
国
男
監
修

『
民
俗
学
辞

典
』
の

「悌
の
正
月
」
の
項
目
に
は
、
「佛
の
年
越
　
先
祖
正
月
な
ど
と
も
言
い
、
正
月

十
六
日
あ
る
い
は
十
八
日
ご
ろ
、
先
祖
棚

（佛
垣
）

へ
雑
煮
を
供
え
ま
た
は
初
参
り
を

す
る
風
は
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
四
国
の
諸
地
方
な
ど
で
は
、
新
亡
者
の
あ

つ
た
家
は
正
月
を
迎
え
る
前
に
亡
者
と
と
も
に
そ
の
年
の
最
終
の
食
事
を
し
て
、
清
く

人
な
み
に
な
っ
て
か
ら
新
春
に
入
る
べ
き
も
の
と
し
、
墓
参
り
を
し
て
墓
前
で
併
を
引

つ
張
り
合
う
式
の
お
こ
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
先
祖
を
ま
つ
る
こ
と
が
主
と
し
て

伽
教
の
専
業
と
な
っ
た
た
め
に
、
神
鶴
を
区
別
す
る
必
要
か
ら
特
に
正
月
を
避
け
て
そ

の
前
か
後
か
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
御
魂
祭

と
同
じ
く
盆
に
対
す
る
先
祖
祭
で
、
お
そ
ら
く
は
正
月
行
事
の
根
本
を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
↑
、

こ
の
記
述
を

一
覧
す
れ
ば
す
ぐ
理
解

で
き
る
の
だ
が
、
本
来
全
く
異
質
な
二
つ
の
も
の
が
、
何
の
手
続
き
も
踏
ま
ず
、
隅
々

名
前
が
同
じ
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
併
記
さ
れ
て
い
る
。

前
者
は
、
正
月
十
六
日
の
所
謂

「念
仏
の
日
明
け
」
ま
た
は

「鉦
起
し
」
と
呼
ば
れ

る
行
事
で
あ
り
、
年
が
明
け
て
大
正
月
ゃ
小
正
月
神
記
り
も

一
段
落
し
、
よ
う
や
く
仏

壇
や
寺
で
念
仏
を
唱
え
て
ヽ
よ
い
日
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
新
仏
の
有
無
に
関
ら
ず
毎

年
こ
の
Ｆ
に
行
わ
れ
る
。

一
方
、
後
者
の

「四
国
の
諸
地
方
」
で
行
な
わ
れ
る

「新
亡
者
の
あ
っ
た
家
は
正
月

を
迎
え
る
前
に
亡
者
と
と
も
に
そ
の
年
の
最
終
の
食
事
を
し
て
、
清
く
人
な
み
に
な
っ

て
か
ら
薪
春
に
入
る
べ
き
も
の
と
し
、
墓
参
り
を
し
て
墓
前
で
餅
を
引
っ
張
り
合
う
式
」

は
、
明
ら
か
に
タ
ツ
ミ
ま
た
は
ミ
ウ
マ
の
行
事
を
指
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た

「仏

の
正
月
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
な
の
で
あ
っ
た
。

両
者
は
、
日
取
り
も
違
え
ば
行
事
の
対
象
も
異
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
こ
れ
が
最
も

重
要
な
点
な
の
だ
が
全
く
質
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
「先
祖
」

一
般
を

対
象
と
し
た

一
月
中
旬
の

「念
仏
始
め
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
一
二
月

一
二
日

ま
で

（年
に
よ
つ
て
最
初
の
タ
ツ
ミ
ま
た
は
ミ
ウ
マ
の
日
取
り
が
異
な
る
）
に
行
な
わ

れ
る
死
者
霊

（多
く
の
場
合
、
死
後
四
九
日
を
過
ぎ
な
い
う
ち
に
一
二
月
最
初
の
辰
や

巳
の
日
を
迎
え
れ
ば
、
「仏
の
正
月
」
は
来
年
の
そ
の
日
ま
で
延
期
す
る
）
を
祭
祀
対
象

と
し
て
特
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
一
般
の

「先
祖
」
は
絶
対
に
記
ら
な
い
。

し
か
も
、
そ
の
行
事
内
容
は

「墓
前
で

一
生
餅
を
引
っ
張
り
合
う
式
」
に
代
表
さ
れ
る

如
く
、
限
り
無
く
葬
送
儀
礼
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
後
に
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

抑
々

「清
く
人
な
み
に
な
っ
て
か
ら
新
春
に
入
る
べ
き
も
の
」
と
い
う
解
釈
に
は
か
な

り
無
理
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
文
脈
に
従
え
ば
タ
ツ
ミ
や
ミ
ツ
マ
と
い
う

「仏
の

正
月
」
を

一
二
月
初
旬
に
済
ま
せ
た
家
は
、
「清
く
人
な
み
に
な
つ
て
」
い
る
の
だ
か
ら
、

ど
の
家
も
例
外
な
く
年
末
に
は
正
月
の
神
記
り
の
準
備
を
し
、
厳
か
に
元
旦
を
迎
え
得

る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
殆
ど
な
く
、　
一
年
間
は
死
の
プ
ク
に
よ

っ
て
神
記
り
は
遠
慮
し
て
い
た
つ
で
ぁ
っ
た
。
自
ら
足
を
達
ぶ
事
な
く
、
表
面
的
な
報

告
書
だ
け
に
基
い
た
推
論
は
、
時
と
し
て
大
き
な
誤
解
を
招
く
虞
れ
が
あ
る
。

タ
ツ
ミ
を
葬
送
儀
礼
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
、
死
後
の
世
界
を
も
含
め
た
通
遇
儀

礼
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
で
考
察
す
れ
ば
、
生
後
滴

一
歳
を
迎
え
た
時
の
「初
誕
生
儀
礼
」、

さ
ら
に
は
婚
姻
後
初
め
て
正
月
を
迎
え
た
新
嫁
に
籠
を
被
せ
る
儀
礼

（拙
著

『
祓
い
の

構
造
』
第
二
章
第
四
節
参
照
）
に
相
当
す
る
と
見
倣
ル
得
る
。
こ
の
視
点
は
、
従
来
の

「体
の
正
月
」
研
究
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、

従
来
の
研
究
で
は

「仏
の
正
月
」
を
仮
作
正
月
と
か
、
死
の
ケ
ガ
レ
を
次
年
度
に
持
ち

越
さ
な
い
た
め
と
言
っ
た
解
釈
に
終
止
し
、
残
念
な
が
ら

一
向
に
そ
の
深
ま
り
が
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
深
い
意
図
を
持
た
な
い
単
な
る
調
査
報
告
書
か
ら
の
抽
出
だ
け
で

論
を
展
開
す
る
の
を
止
め
て
し
っ
か
り
と
し
た
目
的
意
識
を
持
ち
地
を
這
う
如
き
聞
き
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取
り
調
査
を
重
ね
た
上
で
の
論
の
構
築
を
試
み
る
べ
き
時
が
既
に
来
て
い
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

「死
後

一
年
未
満
」
に
こ
だ
わ
つ
た
時
、
タ
ツ
ミ
が
単
な
る
年
中
行
事
で
は
な
く
、

年
中
行
事
的
要
素
を
も
取
り
込
ん
だ
通
過
儀
礼
で
あ
る
事
が
は
っ
き
り
す
る
。
１９
の
秋

田
で
は
、
「仏
サ
ン
の
オ
ト
シ
ヨ
ン
じ
や
け
ん
、
タ
ツ
の
晩
か
ら
ミ
の
朝
に
か
け
て
そ
こ

（死
者
の
家
）
に
お
ら
な
い
か
ん
。
死
ん
だ
人
の
正
月
。
雑
煮
を
食
べ
る
か
ら
、
死
ん

だ
人
の
お
正
月
じ
ゃ
ゎ
い
と
思
う
て
い
た
」
と
言
う
が
、
死
者
罷
に
対
す
る
親
族
や
近

所
の
人
々
の
気
持
ち
が
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
死
者
霊
に
と
れ
ば

一
二
月
最
初
の
タ

ツ
ミ
は
子
供
の

「初
誕
生
」
儀
礼
に
相
当
す
る
程
の
極
め
て
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
初
誕
生
儀
礼
に
関
し
て
は
、
拙
著

『
「鬼
子
」
と
誕
生
餅
』
で
詳
述

し
た
が
、
回
つ
ん
這
い
の
ケ
モ
ノ
か
ら
二
足
歩
行
の
人
へ
の
変
革
を
意
図
し
て
い
た
事

を
明
ら
か
に
し
た
。
更
に
、
そ
の
際
に
登
場
す
る
一
升
の
背
負
い
餅
や
踏
み
餅
が
親
戚

や
近
所
の
人
々
に
切
り
分
け
て
配
ら
れ
る
が
、
儀
礼
的
誕
生
に
お
け
る
胞
衣
に
相
当
す

る
事
も
明
ら
か
に
し
た
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
タ
ツ
ミ
に
登
場
す
る

「
一
升

一
日
鉢
」

は
、
ミ
ノ
と
の
夜
明
け
前
に
墓
前
で
鍋
蓋
の
上
に
置
い
て
庖
丁
で
切
り
分
け
、
形
だ
け

火
に
あ
ぶ
り
、
逆
手
に
持
っ
た
庖
Ｔ
の
先
に
突
き
剰
し
、
後
ろ
向
き
の
ま
ま
肩
越
し
に

参
加
者
に
食
べ
さ
せ
て
い
た
。

初
誕
生
儀
礼
に
お
け
る
ケ
モ
ノ
か
ら
ヒ
ト
ヘ
の
変
革
が

一
生
で
た
だ

一
度
し
か
行
な

わ
れ
な
か
っ
た
事
と
、
タ
ツ
ミ
が
新
仏
の
た
め
だ
け
の
正
月
と
し
て

「死
人
に
と
っ
て

一
回
し
か
な
い
」
と
言
う
１
の
天
日
の
伝
承
や
、
Ｅ

代
に
一
回
し
か
し
な
い
」
と
い
う

％
の
大
影
の
伝
承
は
、
ヨ

升

一
日
餅
」
の
存
在
と
相
倹
っ
て
、
両
者
の
密
説
な
関
連
性

を
我
々
に
握
起
す
る
の
で
あ
っ
た
。

じ
の
場
合
、
親
族
や
近
所
の
人
々
は
タ
ツ
の
夕
方
に
集
ま
り
、
ミ
の
日
の
朝
ま
で
徹

夜
し
て
死
者
霊
と
共
に
時
間
と
空
間
を
共
有
す
る
の
で
あ
る
。
「仏
サ
ン
の
オ
ト
シ
ヨ
ン

じ
や
け
ん
」
「そ
こ
に
お
ら
な
い
か
ん
」
と
い
う
述
懐
は
、
死
者
霊
に
と
つ
て
最
初
で
最

後
の
ト
シ
ヨ
ン
を
親
族
や
近
所
の
人
々
共
に
過
ご
す
極
め
て
重
要
な
儀
礼
で
あ
っ
た
事

を
示
し
て
い
る
。
１
で
も
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
背
後
に
は
タ

ツ
ミ
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
、
死
ん
だ
人
か
ら
仏

へ
の
一
大
変
革
意
識
が
存
在
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
た
か
も
、
初
誕
生
儀
礼
に
於
い
て
四
つ
ん
這
い
の
ケ
モ
ノ
か
ら

二
足
歩
行
の
Ｌ
卜
に
変
革
す
る
必
然
性
が
あ
っ
た
如
く
に
で
あ
る
。
「数
え
」
の
一
年
と

「満
」

一
年
は
、
年
の
刻
み
方
が
異
な
る
だ
け
で
あ
り
、　
一
年
で
あ
る
事
に
は
何
ら
変

わ
り
は
な
い
。
生
児
の
場
合
、
眼
前
に
そ
の
肉
体
が
存
在
し
、
時
の
経
過
と
共
に
こ
れ

が
成
長
す
る
た
め
、
数
ヶ
月
の
ズ
レ
が
歩
行
で
き
る
か
否
か
で
、
意
図
的
に
突
き
倒
す

か
ま
た
は
無
理
や
り
二
足
歩
行
さ
せ
る
か
の
決
定
的
な
違
い
を
生
み
出
す
。
こ
れ
に
対

し
、
死
者
霊
の
場
合
は
そ
の
肉
体
は
既
に
眼
前
に
は
無
く
、
抽
象
的
な
概
念
に
な
っ
て

し
ま
い
、
時
の
経
過
が
数
ヶ
月
ズ
レ
て
も
四
十
九
日
の
儀
礼
さ
え
既
に
済
ま
せ
て
い
れ

ば
、
決
定
的
な
差
異
は

一
切
見
出
し
得
な
い
。
こ
の
辺
が
、　
〓

一月
最
初
の
辰
か
ら
巳

の
日
に
か
け
て
の
日
取
り
が
死
者
最
に
と
っ
て
一
つ
の
大
き
な
ケ
ジ
メ
と
見
依
さ
れ
得

る
一
つ
の
根
拠
と
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・９
で
は
ヽ
「雑
煮
を
食
べ
る
か
ら
、
死
ん
だ
人
の
お
正
月
じ
ゃ
わ
い
と
思
う
て
い
た
」

と
言
う
が
、
「正
月
」
を
演
出
す
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
雑
煮

（普
通
の
正
月
の
雑
煮
と

は
少
し
異
な
る
）
ま
で
作
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
死
者
霊
の
た
め
に
、　
一
ケ
月

近
く
も
時
期
を
先
取
り
し
て

「正
月
」
を
祝
う
の
で
あ
る
。
人
々
の
死
者
霊
に
対
す
る

「正
月
」
を
祝
う
気
持
ち
が
、
決
し
て
中
途
半
端
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
事
が
理
解
で

き
よ
う
。
親
戚
や
近
所
の
人
々
は
大
ま
じ
め
に
死
者
霊
の
た
め
の
初
正
月
に
取
り
組
ん

で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
文
化
が
四
国
の
東
部
を
除
く
ほ
ぼ
全
域
に
分
布
し

て
い
た
事
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

８
の
中
上
で
は
、
「タ
ツ
ミ
は
悲
し
い
。
お
正
月
は
年
と
り
で
め
で
た
い
。
気
持
ら
だ

け
ど
も
ち
が
う
」
と
言
い
、
死
人
の
正
月
と
普
通
の
正
月
に
対
す
る
根
本
的
な
違
い
を

指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
、
「死
ん
だ
人
の
正
舟
亡
（傍
点
筆
者
）
と
は
言
え
半
分
は
死
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者
を
悼
む
気
持
ち
が
あ
る
点
は
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
、
雑
煮
の
作
り
方
や
墓
で
の
門

松
や
シ
メ
縄
の
飾
り
方

・
餅
の
食
べ
方
な
ど
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
６
で
は

「仏

サ
ン
の
年
を
取
っ
た
か
ら
よ
い
」
と
言
う
意
味
で
親
戚
や
近
所
の
人
々
が
新
仏
の
家
に

辰
の
日
の
午
後
七
～
八
時
頃
集
ま
り
、
朝
ま
で
夜
通
し
語
り
明
か
す
。
ま
た
、
１３
で
は

「死
ん
だ
人
の
お
正
月
じ
ゃ
き
に
、
お
正
月
を
祝
つ
て
あ
げ
」、　
一
晩
話
り
明
か
し
た
早

朝
に
は

「仏
サ
ン
の
オ
カ
ド
ア
ク
で
、
仏
サ
ン
に
会
い
に
行
く
」
と
称
し
、
夜
明
け
前

で
ま
だ
薄
暗
い
頃
に
墓

へ
行
く
の
で
あ
っ
た
。　
〓

一月
最
初
の
タ
ツ
ミ
と
は
言
え
、
こ

れ
は
死
者
霊
に
と
つ
て
は
じ
め
て
迎
え
る
正
月
な
の
で
あ
り
、
こ
の
日
だ
け
は
死
者
霊

に
対
す
る
悼
み
を
乗
り
越
え
、
も
う

一
つ
別
の
世
界

（
生
ま
れ
変
わ
っ
た
事
を
祝
つ
て

あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
前
述
の
１９
で
言
う

「仏
サ
ン
の
オ
ト
シ
ヨ
ン
じ
や
け
ん
、
タ
ツ
の
院
か
す
ミ
の
朝
に
か
け
て
そ
こ
に
お
ら

な
い
か
ん
」
と
言
う
伝
承
に
も
、
タ
ツ
ミ
と
い
う
そ
の
年
に
死
ん
だ
人
専
用
の
初
正
月

を
祝
う
真
意
が
そ
の
裏
に
隠
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
祝
吉
は
２４
に
も
見
ら
れ
、
「仏
の
正
月
を
祝
う
」
意
味
が
あ
る
と
言
う
。
更
に
、

９
の
口
之
内
に
至
つ
て
は

「仏
サ
ン
の
正
月
と
い
ぅ
こ
と
で
、
親
戚
衆
は
朝
ま
で
酒
を

飲
ん
で
も
の
す
ご
く
は
ず
ん
で
賑
や
か
に
や
る
」
の
で
あ
っ
た
。
歌
や
臨
り
ま
で
飛
び

出
す
程
の
振
わ
い
は
、
家
風
や
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
顔
ぶ
れ
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
６
・
９
・
１３
　
妙
・
２４
の
伝
承
内
容
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
８
の
如
く
単
に
悲
し

む
だ
け
で
は
な
く
、
悲
し
み
を
内
に
秘
め
な
が
ら
も
、
死
者
霊
が
初
め
て
タ
ツ
ミ
と
い

う

「死
ん
だ
人
」
か
ら

「仏
」
に
変
革
す
る
た
め
の
正
月
を
迎
え
な
事
に
よ
っ
て
、
格

が

一
つ
上
が
る
事
を
祝
う
方
に
力
点
を
置
こ
う
と
し
た
言
図
を
窺
い
得
る
。
１
や
％
で

言
う
如
く
、
死
者
霊
に
と
つ
て

「
一
代
に

一
回
し
か
な
い
」
最
初
で
最
後
の
行
事
で
あ

つ
て
み
れ
ば
、
祝
う
側
の
人
々
は
タ
ツ
ミ
に
よ
り

一
層
の
通
過
儀
礼
と
し
て
の
祝
意
を

籠
め
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
「仏
の
正
月
」
が
タ
ツ
ミ
を
考
察
す
る
上
で
、
分
析
概
念
と
し
て
活
用
す
る
事

の
不
適
切
さ
を
詳
述
し
て
き
た
が
、
仏
の
正
月
に
代
わ
る
適
切
な
用
語
を
作
る
必
要
が

生
じ
る
。
四
十
九
日
過
ぎ
て
い
る
か
ら

「死
人
」
で
も
な
く
、
か
と
言
っ
て
機
械
的
に

「仏
」
と
す
れ
ば
、
死
後
三
〇
年
経
っ
て
も

「仏
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
四
十
九
日

遇
ぎ
て
一
年
未
満
と
い
う

一
回
性
が
全
く
生
か
し
切
れ
な
い
。
「死
人
」
で
も

「仏
」
で

も
な
い

「新
仏
」
が
最
も
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で

「新

仏
」
の
項
目
を
引
け
ば
、
一①
死
ん
で
葬
ら
れ
た
ば
か
り
の
人
。
②
そ
の
年
の
盆
に
初
め

て
迎
え
ら
れ
た
仏
」
と
あ
り
時
期
的
に
は

「盆
」
に
特
化
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
死
ん

だ
そ
の
年
の
一
二
月
の
最
初
の
タ
ツ
ミ
に
祀
ら
れ
る
死
者
霊
と
は
か
な
り
の
隔
絶
が
あ

）る
。

し
ん
も

う

さ
ら
に
、
同
書
で

「新
亡
」
を
引
け
ば
、
「初
め
て
盆
を
迎
え
る
仏
」
と
あ
り
、
こ
ち

ら
も

「盆
」
に
特
化
さ
れ
、
死
ん
だ
そ
の
年
の
一
二
月
最
初
の
タ
ツ
ミ
に
祀
る
死
者
霊

を
表
現
す
る
に
は
程
遠
い
も
の
が
あ
る
。
新
盆
に
記
る
死
者
霊
の
名
称
は
、
「新
仏
」
や

「新
亡
」
な
ど
確
固
た
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、　
〓

一月
最
初
の
タ
ン
ミ
に
祀
る
死
者

霊
を
表
現
す
る
特
定
の
言
葉
な
ど
（
元
か
ら
な
か
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
タ

ツ
ミ
の
意
味
を
検
討
す
る
過
程
で
も
前
述
の
如
く

「死
ん
だ
人
」
と

「新
仏
」
と

「仏
」

の
三
者
が
互
い
に
入
り
乱
れ
て
お
り
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
。

換
言
す
れ
ば
、
タ
ツ
ミ
の
存
在
が
新
企
と
比
較
し
よ
う
も
な
い
程
影
の
薄
い
存
在
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
敦
術
す
れ
ば
、
死
者
祭
祀
に
於
い
て
陰
陽
道
が
仏
教
勢
力
に
圧

倒
さ
れ
て
殆
ど
影
響
力
を
持
た
な
く
な
つ
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
は
、
タ

ツ
ミ
や
ミ
ウ
マ
が
四
目
の
東
部
を
除
く
四
国
の
ほ
ぼ
全
域
と
瀬
戸
内
海
の
一
部
の
島
々

に
し
か
分
布
せ
ず
、
他
地
域
で
は
一
切
見
ら
れ
な
い
と
い
う
全
国
的
な
分
布
状
況
か
ら

も
首
肯
し
得
る
。

「新
仏
」
が

「新
盆
」
に
つ
き
も
の
の
言
葉
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
タ
ツ
ミ
を
表
現
す

る

「仏
の
正
月
」
に
か
わ
る
も
の
と
し
て

「新
仏
の
正
月
」
も
最
適
の
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
掲
き
た
て
の
ま
だ
柔
ら
か
い
一
升

一
日
餅
を
持
っ
て
タ
ツ
か
ら
ミ
の
境
目
の
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真
夜
中
に
墓
前

へ
行
き
、
こ
こ
で
築

一
束
を
燃
や
し
て
こ
の
餅
を
あ
ぶ
り
、
鍋
蓋
の
上

に
置
い
て
庖
Ｔ
で
紳
切
れ
に
し
、
こ
れ
を
更
に
庖
丁
つ
先
に
突
き
さ
し
て
、
肩
越
し
に

後
ろ
向
き
の
ま
ま
参
加
者
に
食
べ
さ
せ
る
一
連
の
タ
ツ
ミ
の
風
習
に
注
目
し
て
お
き
た

い
。　
一
升

一
日
餅
は
四
十
九
の
餅
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
後
節
で
詳
述
す
る
が
墓
前
の

門
松
や
ン
メ
縄

・
シ
メ
飾
り
等
も
総
て
死
の
論
理
に
彩
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
掲
き
た

て
の
餅
を
焼
い
て
食
べ
る
事
、
更
に
そ
の
際
に
藁

一
束
を
燃
や
す
事
、
鍋
蓋
の
上
で
切

る
事
、
庖
Ｔ
の
先
に
突
き
さ
し
て
人
に
食
べ
物
を
与
え
る
事
、
後
ろ
向
き
の
ま
ま
逆
手

で
人
に
物
を
与
え
る
事
な
ど
、
こ
れ
ら
総
て
は
通
常
は
タ
プ
ー
と
き
れ
て
い
る
事
柄
で

あ
り
、
逆
さ
事
と
し
て
葬
式
に
専
ら
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
タ
ツ
ミ
の
意
味

と
し
て
、
約
半
数
の
地
域
で

「死
ん
だ
人
の
正
月
」
と
言
わ
れ
る
根
拠
は
、
そ
の
祭
祀

対
象
と
し
て
の
当
年
に
死
ん
だ
死
者
霊
だ
け
で
な
く
、
実
際
の
具
体
的
な
耐
り
方

一
つ

一
つ
に
も
以
上
の
如
く
明
確
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
数
多
く
の
細
か
な
儀
礼
の
ど

れ
を
と
っ
て
も
、
こ
れ
ら

一
つ
一
つ
は
総
て
死
の
論
理
に
彩
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

，死
ん
だ
人
の
正
月
亡
だ
け
で
な
く

「仏
の
正
月
」
ｏ
「新
仏
の
正
月
」
と
説
明
す
る
地

区
で
も
、
儀
礼
の
中
身
は
総
て

「死
人
」
扱
い
で
あ
っ
た
点
に
大
い
に
注
目
し
て
お
き

た
い
。

以
上
の
事
柄
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
タ
ツ
ミ
の
分
析
概
念
と
し
て
は
、
「死
人
の
正
月
」

が
最
も
妥
当
と
い
う
結
論
に
達
す
る
。
意
味
レ
ベ
ル
で
も
、
葬
送
儀
礼
の
最
終
段
階
と

い
う
行
事
の
実
体
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
「死
人
の
正
月
」
以
外
に
適
切
な
概
念
は
見
当

た
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、
「念
仏
の
日
明
け
」
や

「鉦
起
し
」
と
の
混
同
を
招
き
や
す

い

【仏
の
正
月
」
ょ
り
は
落
段
に
ま
し
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
最
も
強
調
し
て
お
き

た
い
の
だ
が
、
タ
ツ
ミ
の
死
人
か
ら
仏
へ
の
変
革
と
い
う
通
過
儀
礼
的
性
格
を
反
映
す

る
上
で
も
、
死
者
霊
に
と
つ
て

「死
人
の
正
月
」
は

一
つ
の
大
き
な
ケ
ジ
メ
と
言
う
意

味
を
端
的
に
示
し
得
る
の
で
あ
る
。

分
析
概
念
と
し
て

「ミ
ノ
ヒ
」
を
採
用
す
る
む
き
も
あ
る
が
ヽ
こ
れ
で
は
過
去
，
現

在

・
未
来
に
亘
っ
て
た
だ

一
度
だ
け
と
い
う

「
一
回
性
」
が
見
え
て
来
な
い
。
ま
た
、

ミ
ノ
と
と
言
っ
て
も
タ
ツ
ミ
の
場
合
と
ミ
ツ
マ
の
場
合
の
二
種
類
の
日
取
り
が
あ
り
、

日
取
，
に
特
化
し
た
場
合
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
紛
ら
わ
し
い

（元
来
、
ど
ち
ら
で
も
適

応
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
意
図
で
選
択
し
た
呼
称
か
も
し
れ
な
い
が
、
逆
に
不
使
な
面

が
あ
る
）。
更
に
、
Ｆ
ヽ
ノ
と
」
で
は
余
り
に
も
濃
然
と
し
過
ぎ
て
お
り
、
行
事
の
本
質

を
端
的
に
表
明
す
る
点
で
は
難
が
あ
る
。
以
上
の
諸
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
無
用
の
混
乱

を
避
け
る
意
味
で
も

「死
人
の
正
月
」
を
分
析
概
念
と
し
て
採
用
し
た
方
が
無
難
で
あ

ろ
う
。

四
　
タ
ツ
ミ
の
案
内

タ
ツ
ミ
の
行
事
開
催
に
際
し
て
は
、
殊
さ
ら
に
口
頭
ま
た
は
文
書
で
案
内
を
出
き
な

い
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
案
内
の
有
無
を
纏
め
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。
全
二
人
地
区

中
、
４
・
９
・
Ｉ
・
１８
　
万
の
五
地
区
で
は
案
内
の
有
無
が
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

有
無
が
言
及
さ
れ
て
い
た
全
二
三
例
中
、
２
と
２‐
の
二
例
で
は
案
内
を
出
す
と
い
い
、

全
体
の
約
九
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。　
一
方
、
残
り
の
二
一
例
で
は
案
内
を
出
す
必

要
が
無
い
と
言
い
、
全
体
の
九

一
％
を
占
め
圧
倒
的
に
多
い
。
尤
も
、
案
内
を
出
す
と

言
う
２‐
の
総
野
で
は

「
（墓

（
）
拝
み
に
行
く
の
は
、
各
家
に
よ
っ
て
多
少
時
間
が
異
な

る
。
タ
ツ
ミ
の
家
の
方
か
ら
、
何
時
に
基

へ
行
く
と
い
う
連
絡
を
し
て
お
き
、
こ
れ
に

よ
つ
て
近
所
や
親
戚
の
人
々
は
集
ま
る
。
従
っ
て
、
タ
ツ
ミ
の
連
絡
は
す
る
も
の
で
あ

り
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
案
内
は
す
る
が
、
景
内
せ
ル
で
き
な
ル
な
知
ケ
で

い
な

（傍
点
筆
者
）。
『明
日
の
Ｏ
Ｏ
時
頃
に
墓
へ
行
く
け
に
来
て
く
れ
ん
か
い
』
と
言

っ
て
使
を
す
る
。
た
い
が
い
案
内
は
す
る
。
親
戚
が
忘
れ
と
っ
た
ら
い
か
わ
た
め
。」
と

言
う
。
ど
う
も
２．
で
も
本
来
は
案
内
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
と
解
釈
で
き
る
内
容
で
あ
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表3  タツミの案内

1 天 日 親戚に案内は出さないが、日は決まっているので、案内を出さなくてもみんな知つている。

2 岡鳩 タツミをする家は案内を出え また、親威からその家に聞きにいく。12月にタンは2
～3 凹琵

るので、その口をいつにする力予め決めておく。

3 嵐ト 車 1 死んだと年には様々な行毒が集中するので、連絡はなくても人々は目解

に集まってくる。

5 蜂暇 案内を出さない。親成中では既にわかつていることであるから、何も言わなくてもみんな集

まって来てくれる。

8 野中 案内を出さない。

7 村中 親戚には連絡する必要はない。新仏のある家はも,わかつているので、連絡するまでもない。

初企、四十九日と何度も集まっているため、タツミもその
一環であるため、連絡するまでもな

ヤ 。ヽ

8 上中 タツミの行喜は、親戚はわかつているので、連絡を出すまでもなV、

10 野内 タンミの案内は出さなくても来てくれる。12月のはじめてのタツノヒと決まっているから来

る。

1 1 経 親戚への案内は、出さんでもみんな知っているので来てくれる。案内はせんもんじゃ。

２ 寺尾 タツミの案内啓由さなくても親戚や近所は知つているので、黙つていてもみんなが神しかけて

くる。あの家にはタンミがあるということを知っている。人々にはよく 「今年は親威にタツミ

が3つもある」などといつて予め計画を立てる るヽ。アラボ)や タツミは
一切連絡しなV、

山ヶ市 観威には案内出さヤ`でもタツノとと↓`うのがわかつてV るヽから来てくれる。

14 山青 年の12月にタツミがあるというのは決まつているので、言わな

くても近所や親戚の人々は来てくれる。はじめてのタツにする人もあるし、二回日のタツにす

る人もある。
出黒 タツミにほ案内は出さない。だまつとつても来てくれる。法事などの場合は、案内せな日時が

わからんがタツミは近所、親疲はもうわかつているので、つきあいをしている人たちはたいが

い来くれる。タツはもうどこでもタツじやけん必ず来てくれる。死んだとこのタツミほわかつ

とるけん来る。

錦 タンミの案内は出さんでも来てくれる。
９ 田秋 親成に案内を出さない。来ようが来まいが、親戚の自由であり、緊つていても親康や迦方か打

しかけて来る。その年に死人があれば、その年の最初のタンの日の夕方に親成が集まってく

る。たいてセつ きあいある人は来る。

郷 下 り付 案内は出さんでも来てくれる。
２ 野総 岸みに行くのは各家によつて、多少時関が異なる。タツミの家の方から、何時に墓本行くと'

｀

う連絡をしておき( これによつて近所や親成の人々は集まる。従つて、タツミの連絡はするも
のであり、 しなければならなかつた。案内はするが、案内せんでもみんな知つている。 「明日
のO O 時頃に墓へ行くけに来てくれんかいJ といって使をする。たいが,環 内はする。親成が

意れとつたらい力"しためA
●
“ 均或 親成に案内はしなヤ、 親戚や近所は知つとるから、 「タンミには行かないかんもの」としてV

る。

夫谷 タツの案内は出さない。近繭 蔵の人らは葬式に来ているので、大体知つている。何 言ヽた
なくても来てくれる。別にお恐 の`時のような案内はしなヤ、

み 四谷 タツミの案内はしてはいけない。昔からのしきたりでわかつとるから案内は出さない。 「あそ
こは今年は新仏じやけに、 うちの親威に今年はタツミがなんぼあるなあJ と前もつて心づもり
をしておく。親成の死んだ人や部落で死んだ人 (近所づきあいのため) を計算にみれて、予定
しておき、案内なしでも行く。

郷 大影 タツミの案内は出さん。出さんでも新仏があつたら親戚や近所の人が来てくれる。黙つとつて
も来てくれる。

，
′２ 淵 親威にはタツミに案内状は出さない。決まつているから、黙つていても来てくれる。
８ 涌日 親成に案内は出さなV、 出さなくても、黙つていても来てくれる。
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る
。
傍
点
箇
所
に
も
あ
る
如
く
、
元
は
案
内
な
ど
必
要
な
く
、
タ
ツ
ミ
を
す
る
こ
と
自

体
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
来
忘
れ
る
こ
と
を
予
防
す
る
意
味
で
案
内
を
出
し
て
お
り
、

後
の
変
化
と
見
依
し
得
る
。
恐
ら
く
、
親
成
の
人
々
に
タ
ツ
ミ
の
行
事
が
そ
れ
程
重
視

さ
れ
な
く
な
つ
た
結
果
、
失
念
す
る
人
々
が
増
え
た
た
め
に
こ
の
よ
う
な
手
段
が
講
じ

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
は
、
墓

へ
参
拝
に
行
く
時
刻
を
予
告
す
る
点
か
ら
も

端
的
に
窺
わ
れ
る
。

即
ち
、
本
来
の
タ
ツ
ミ
の
儀
礼
は
タ
ツ
の
夕
方
か
ら
親
戚
や
近
所
の
人
々
が
新
仏
の

家
に
集
ま
り
、
夜
明
け
近
く
ま
で
死
者
を
偲
び
な
が
ら
語
り
明
か
し
、
ま
た
仏
壇
の
前

で
念
仏
を
唱
和
し
た
り
す
る
。
墓

（
は
夜
明
け
前
後
に
行
き
、
こ
こ
で
藁
火
な
ど
を
焚

き
、
こ
の
火
で
切
っ
た
餅
を
形
だ
け
突
り
、
庖
Ｔ
の
先
に
突
き
痢
し
て
月
越
し
に
逆
手

で
参
拝
者
達
に
餅
を
食
べ
さ
せ
て
い
た
。
従
っ
て
タ
ツ
ミ
が
本
来
通
り
行
わ
れ
て
い
れ

ば
、
２‐
で
言
う
如
き

「明
日
の
Ｏ
Ｏ
時
頃
に
墓

へ
来
て
く
れ
ん
行
く
け
に
き
て
く
れ
ん

か
い
」
な
ど
と
言
う
案
内
は
、
全
く
不
必
要
な
の
で
あ
つ
た
。
既
に
前
の
日
の
夕
方
か

ら
新
仏
の
家
に
身
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
墓

へ
行
く
時
刻
を
予
告
す
る
ま
で

も
な
い
の
で
あ
る
。
２‐
で
は
、
敢
え
て
こ
の
時
刻
が
予
告
さ
れ
て
い
た
点
か
ら
推
せ
ば
、

本
来
の
前
の
院
か
ら
語
り
明
か
し

（換
言
す
れ
ば
新
仏
と
共
に
時
間
と
空
間
を
共
有
し
、

共
に
ト
ン
を
取
る
事
）
が
省
略
さ
れ
、
最
後
の
墓
で
の
儀
礼
だ
け
行
う
形
式
的
な
も
の

に
な
り
果
て
た
と
判
断
で
き
る
。
ど
い
れ
と
っ
た
ら
い
か
ん
た
め
」
と
敢
え
て
説
明
す
る

が
、
最
後
に
残
さ
れ
た
形
式
的
な
儀
礼
も
忘
れ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
、
タ
ン
ミ

自
体
の
存
続
に
関
わ
る
危
機
的
状
況
が
そ
の
裏
に
展
開
し
て
い
た
事
が
垣
問
見
え
る
の

で
あ
る
。

「案
内
は
す
る
が
、
案
内
せ
ん
で
も
み
ん
な
知
っ
て
い
る
」
は
ず
な
の
に
、
敢
え
て

案
内
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
こ
の
辺
に
あ
っ
た
。
只
墓
へ
）
拝
み
に
行

く
の
は
、
各
家
に
よ
っ
て
多
少
時
間
が
異
な
る
」
た
め
に
案
内
を
出
す
と
言
う
説
明
は
、

夜
中
の
一
二
時
す
ぎ
ま
た
は
夜
明
け
頃
に
墓

へ
行
く
事
が

一
般
的
で
あ
っ
た
本
来
の
姿

か
ら
す
れ
ば
、
か
な
り
大
き
な
変
容
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
以
上
の
意
味
で
こ
れ
は

本
来
の
タ
ツ
ミ
儀
礼
そ
の
も
の
が
殆
ど
末
期
的
状
況
に
あ
る
事
を
示
唆
す
る
も
の
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
２‐
の
文
脈
全
体
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
タ
ツ
ミ
の
案
内
を

出
す
こ
と
自
体
決
し
て
本
来
的
な
形
式
で
は
な
か
つ
た
と
断
言
し
得
る
。

さ
て
、
案
内
を
出
す
と
言
う
二
例
の
う
ち
の
も
う

一
つ
で
あ
る
２
で
は
、
「タ
シ
ミ
を

す
る
家
は
案
内
を
出
す
。
ま
た
、
親
戚
か
ら
そ
の
家
に
聞
き
に
い
く
。　
〓

一月
に
タ
ツ

は
二
～
三
田
あ
る
の
で
、
そ
の
日
を
い
つ
に
す
る
か
予
め
決
め
て
お
く
」
と
言
う
。
こ

こ
で
は
、
前
述
の
２．
の
如
く

「何
時
に
墓

へ
行
く
」
か
を
連
絡
す
る
の
で
は
な
く
、
タ

ツ
ミ
を
行
な
う
日
取
り
そ
の
も
の
を
通
知
す
る
と
い
う
点
で
２．
と
大
き
く
異
な
る
。
即

ら
、
少
な
く
と
も
タ
ツ
の
夕
方
か
ら
人
々
が
集
ま
り
、
徹
夜
し
て
語
り
、
翌
日
の
未
明

前
後
に
墓

へ
行
く
と
い
う
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
は
踏
襲
し
た
ま
ま
、
ひ
ど
，
そ
の
も
の

に
変
更
が
あ
る
場
合
に

「案
内
を
出
す
」
必
要
が
あ
り
、
訪
ね
る
親
成
の
方
も
日
取
り

に
変
更
が
あ
っ
て
は
困
る
の
で
予
め

「そ
の
家
に
聞
き
に
行
く
」
の
で
あ
っ
た
。
変
更

と
は
、
〓

一進
法
で
数
え
る
た
め
、
タ
ツ
は
普
通

一
ヶ
月
内
に
二
～
二
回
巡
っ
て
く
る
。

い
ず
れ
の
タ
ツ
に
す
る
か
は
、
タ
ツ
ミ
を
行
な
う
家
の
側
で
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
つ

た
よ
う
で
あ
る
。

案
内
を
出
さ
な
い
二
一
例

（九

一
％
）
を
見
れ
ば
判
然
と
す
る
の
だ
が
、
新
官
村
で

は
タ
ツ
ミ
と
言
え
ば

一
二
月
最
初
の
タ
ン
の
夕
方
か
ら
始
ま
る
事
は
極
く

一
般
的
で
あ

り
、
殆
ど
常
識
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
改
め
て
案
内
を
出
す
必
要
な
ど
全
く
無
か
っ

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
変
則
的
に
二
回
目
ま
た
は
三
日
目
の
タ
ン
に
行
な
う
よ
う

な
場
合
、
ど
う
し
て
も
連
絡
し
て
お
か
な
け
れ
ば
親
戚
や
近
所
の
人
々
に
無
用
の
混
乱

を
招
く
事
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
２
も
ま
た
２‐
と
同
様
に
本

来
の
タ
ツ
ミ
の
姿
が
変
容
し
つ
つ
あ
る
過
程
で
発
生
し
た

一
つ
の
揺
ら
ぎ
が
認
め
ら
れ

る
。
案
内
を
出
す
２
も
ま
た
、
本
来
の
タ
ツ
ミ
の
姿
で
は
な
く
、
後
の
変
化
な
の
で
あ

っ
た
。

‐83 ‐



後
の
変
化
は
日
取
り
の
変
更
だ
け
に
留
ま
ら
ず
親
戚
や
近
所
の
人
々
の
訪
問
時
間
に

も
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
普
通
は
夕
方
頃
か
ら
晩
に
か
け
て
人
々
が
集
ま
る
の
に
対
し
、

こ
こ
で
は

「タ
ツ
の
晩
に
は
、　
ご

一時
が
境
目
で
、　
二

一時
ま
で
に
親
戚
の
人
々
が
来

る
」
と
言
い
、
死
者
霊
と
共
に
晩
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
ゆ
つ
く
り
と
時
間
と
空
間
を
共

有
し
な
が
ら
年
を
取
る
と
い
う
余
裕
が
、
こ
こ
で
は
既
に
殆
ど
消
え
か
け
て
い
る
。
更

に
、
近
所
の
人
々
に
至
つ
て
は
、
三

一
一時
越
し
て
、
親
戚
の
人
ら
が
食
べ
終
わ
っ
た
頃

を
見
計
ら
つ
て
来
る
」
と
言
う
。
こ
こ
に
は
、
近
所
の
人
々
の
タ
ツ
ミ
を
行
な
う
家
に

対
す
る
経
済
的
な
遠
慮
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
で
は
死
者
霊
と
共
に
と

ト
ン
を
取
る
と
い
う

「新
仏
の
正
月
」
の
本
来
の
主
旨
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
し
ま
う
。

加
え
て
、
親
戚
の
人
々
は

「あ
ん
ま
り
家
で
泊
ま
る
人
は
、
今
は
車
が
普
及
し
て
い
る

か
ら
い
な
い
。
昔
は
、
親
戚
の
人
ら
は
必
ず
泊
ま
っ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
車
の
普
及

と
い
う
と
卜
を
幸
せ
に
す
る
は
ず
の
近
代
化
の
波
が
、
伝
統
文
化
と
し
て
の

「死
人
の

正
月
」
の
本
質
そ
の
も
の
を
危
う
く
し
、
ひ
い
て
は
新
仏
と
時
空
を
共
に
し
て
ト
シ
を

越
す
と
い
う
異
界
と
の
交
流
を
稀
薄
に
し
、
と
卜
の
存
在
意
義
自
体
を
う
す
つ
べ
ら
な

も
の
に
す
る
状
況
は
極
め
て
皮
肉
な
現
象
で
あ
る
。

以
上
、
案
内
を
出
す
と
言
う
２
　
外
の
二
地
区
の
伝
承
を
個
別
に
検
証
し
た
が
、
い

ず
れ
も
本
来
の

「仏
の
正
月
」
の
本
質
か
ら
逸
脱
し
た
後
の
変
化
現
象
で
あ
っ
た
事
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
や
は
り
、
基
本
は
案
内
を
出
さ
な
く
て
も
互
い
に
相
手
の
心
を
思

い
道
り
、
暗
黙
の
う
ち
に
自
然
と
新
仏
の
家
に
タ
ツ
の
夕
方
か
ら
晩
に
か
け
て
規
戚
や

近
所
の
人
々
が
集
ま
る
と
い
う
形
が
あ
る
べ
き
姿
と
見
徴
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

・４
の
青
山
で
は
、
「タ
ツ
ミ
の
案
内
は
し
な
い
。
死
ん
だ
年
の
一
二
月
に
タ
ツ
ミ
が
あ

る
と
い
う
の
は
決
ま
つ
て
い
る
の
で
、
言
わ
な
く
て
ヽ
近
所
や
親
蔵
の
人
々
は
来
て
く

れ
る
。
は
じ
め
て
の
タ
ン
に
す
る
人
も
あ
る
し
、
二
回
目
の
タ
ツ
に
す
る
人
も
あ
る
」

と
言
う
。
こ
の
場
合
、
何
ロ
ロ
の
タ
ツ
に
行
な
う
の
か
、
新
仏
の
家
で
は
選
択
の
余
地

が
あ
る
点
に
言
及
す
る
も
の
の
、
「タ
ツ
ミ
の
案
内
は
し
な
い
」
の
で
あ
り
、
雪
申わ
な

く
て
も
近
所
や
親
戚
の
人
々
は
来
て
く
れ
る
」
の
で
あ
つ
た
。
全
体
の
文
脈
か
ら
推
せ

ば
、
コ
一回
目
の
タ
ツ
に
す
る
人
も
あ
る
」
と
は
言
っ
て
も
、
殆
ど
の
場
合
最
初
の
タ
ツ

に
行
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
二
回
目
の
タ
ツ
に
行
な
う
な
ら
ば
、
２

の
如
く
案
内
は
必
ず
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
実

際
に
二
回
目
の
タ
ツ
に
行
な
う
事
な
ど
全
く
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「死
ん
だ
年
の

一
二
月
に
タ
ツ
ミ
が
あ
る
と
い
う
の
は
決
ま
っ
て
い
る
」
と
言
う
粂
は
、
タ
ツ
ミ
が
人

々
の
心
の
中
に
い
か
に
大
き
く
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
タ
ツ
ミ
の
重
要
性
は
四
十
九
日
や
初
盆
と
ほ
ぼ
同
等
の
比
重
を
持
っ
て

い
た
。
３
で
は

「初
盆

「
担
十
九
日
な
ど
死
ん
だ
年
に
は
様
々
な
行
事
が
集
中
す
る
の

で
連
絡
は
な
く
て
も
人
々
は
自
然
に
集
ま
っ
て
く
る
」、
７
で
は

「初
盆
、
四
十
九
日
と

何
度
も

（新
仏
の
家
に
）
集
ま
っ
て
い
る
た
め
、
タ
ツ
ミ
も
そ
の
一
環
で
あ
る
た
め
、

連
絡
す
る
ま
で
も
な
い
」
と
言
う
。
３
と
７
の
二
地
区
で
、
不
思
議
と
同

一
内
容
の
伝

承
を
聞
く
事
が
で
き
た
が
、
こ
の
二
地
区
の
み
な
ら
ず
他
地
区
に
於
い
て
ヽ
言
及
こ
そ

無
か
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
同

一
の
意
識
が
持
ち
合
わ
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
間
違

い
あ
る
ま
い
。
１２
で
は

「ア
ラ
ボ
ン
や
タ
ツ
ミ
は
一
切
連
絡
し
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、

新
企
と
タ
ツ
ミ
が
同
等
視
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
新
企
は
、
文
字
通

り
新
仏
が
初
め
て
の
お
盆
を
迎
え
る
行
事
で
あ
り
、
旧
仏
よ
り
も

一
日
早
く
迎
え
ら
れ
、

し
か
も
別
格
で
特
別
丁
学
に
祀
ら
れ
る
。
ま
さ
に
、
新
仏
が
主
役
に
据
え
ら
れ
る
行
事

で
あ
つ
た
。
「盆
正
月
」
と
併
称
さ
れ
る
如
く
、
新
仏
を
メ
イ
ン
に
据
え
た

「初
企
」
が

あ
る
な
ら
ば
、
新
仏
の
た
め
の
正
月
が
ぁ
っ
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
↓
む
し
ろ
無

い
方
が
お
か
し
い
程
で
あ
る
。
こ
の
辺
の
根
本
的
な
矛
盾
に
対
応
す
べ
く
、
「死
人
の
正

月
」
と
し
て
の
タ
ツ
ミ
ま
た
は
ミ
ン
マ

（巳
牛
）
は
四
国
地
方
の
東
部
を
除
く
ほ
ぼ
全

域
に
分
布
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
初
盆
も
ま
た
、
新
仏
に
と
っ
て
は
単
に
先

祖
祀
り
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
「新
仏
」
か
ら

「旧
仏
」
ま
た
は
普
通
の
先
祖
と
し
て
の

「仏
」
へ
昇
格
す
る
た
め
の
通
過
儀
礼
的
側
面
を
持
っ
て
い
た
事
を
見
逃
し
て
は
な
る
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ま
い
。「死

人
の
正
月
」
と
し
て
の
タ
ツ
ミ
が
、
初
企
や
四
十
九
日
と
同
等
視
さ
れ
、
案
内

が
無
く
て
も
親
戚
や
近
所
の
人
々
が
自
然
と
集
ま
っ
て
儀
礼
が
行
な
わ
れ
る
現
象
は
、

村
人
達
の
心
の
中
に
タ
ツ
ミ
が
い
か
に
大
き
な
も
の
と
し
て
存
在
意
義
を
持
っ
て
い
た

か
が
理
解
で
き
よ
う
。
死
者
霊
に
と
つ
て
、
最
初
に
タ
ツ
ミ
と
い
う

「死
人
の
正
月
」

を
迎
え
る
事
は
、
法
事
の
ム
カ
ワ
レ

（
一
周
忌
）
を
迎
え
る
事
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

程
の
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
僧
侶
を
呼
ぶ
必
要
も
な
く
、
案
内
が
な

く
て
も
人
た
が
自
然
に
集
ま
る
と
い
う
点
な
ど
か
ら
推
せ
ば
、
タ
ツ
ミ
こ
そ
が

「新
仏
」

に
対
す
る

「初
誕
生
儀
礼
」
で
あ
っ
た
と
見
徹
し
得
る
の
で
あ
っ
た
。
文
字
通
り
、
死

者
霊
は
こ
こ
で
一
つ
ト
ン
を
取
る
事
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
つ
て
一
回
級
上
の

「仏
」
に

変
革
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
誕
生
後
初
め
て
の
正
月
を
迎
え
た
子

供
が
実
際
に
は
ま
だ
二
～
三
ヶ
月
し
か
経
っ
て
い
な
く
て
も
、
「数
え
年
」
で

「
一
歳
」

と
見
微
さ
れ
る
如
く
に
で
あ
る
。

２４
の
西
谷
で
は
、
「タ
ツ
ミ
の
案
内
は
し
て
は
い
け
な
い
」
と
ま
で
言
い
切
る
。
「昔

か
ら
の
し
き
た
り
で
わ
か
っ
と
る
か
ら
案
内
は
出
き
な
い
。
『
あ
そ
こ
は
今
年
は
新
仏
じ

や
け
に
、
う
ち
の
親
戚
に
今
年
は
タ
ン
ミ
が
な
ん
ぼ
あ
る
な
あ
』
と
前
も
っ
て
心
づ
も

り
を
し
て
お
く
。
親
戚
の
死
ん
だ
人
や
部
落
で
死
ん
だ
人

（近
所
づ
き
あ
い
の
た
め
）

を
計
算
に
入
れ
て
、
予
定
し
て
お
き
、
案
内
な
し
で
も
行
く
」
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に

「維
参
」
で
あ
る
。
招
か
れ
も
し
な
い
の
に
押
し
か
け
て
訪
問
す
る
所
に
、
「新
仏
ナ
ン

の
事
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
の
事
を
こ
れ
だ
け
心
配
し
、
気
に
か
け
て
い
ま
し
た

よ
」
と
い
う
訪
問
者
側
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
タ
ツ
ミ
を
行
な
う
家
に
伝
わ
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
規
蔵
付
き
合
い
、
近
所
付
き
合
い
と
言
っ
た
村
内
の
人
間
関
係

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
並
中
段
か
ら
こ
れ
程
の
心
配
り
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「推

参
を
美
徳
と
見
徴
す
世
間
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
タ
ツ
ミ
の
案
内
を
出
す
な
ど
と
言
う
事

は
野
暮
で
不
作
法
な
事
で
あ
り
、
折
角
の
親
戚
や
近
所
の
人
々
の
気
遣
い
や
心
づ
も
り

を
踏
み
潰
し
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、
「タ
ツ
ミ
の
案
内
は
し
て

は
い
け
な
い
」
と
禁
止
の
領
域
に
ま
で
強
め
ら
れ
る
の
で
あ
つ
た
。

同
様
の
現
象
は
、
１２
の
寺
尾
で
も
見
ら
れ
る
。
「タ
ン
ミ
の
案
内
を
出
さ
な
く
て
も
親

戚
や
近
所
は
知
っ
て
い
る
の
で
、
黙
っ
て
い
て
も
み
ん
な
が
押
し
か
け
て
く
る
。
あ
の

家
に
は
タ
ツ
ミ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
人
に
は
よ
く

『
今
年
は
親
戚
に

タ
ツ
ミ
が
三
つ
も
あ
る
』
な
ど
と
い
っ
て
予
め
計
画
を
立
て
て
い
る
。」
の
で
あ
っ
た
。

殆
ど
が
、　
こ

一月
最
初
の
タ
ン
の
夕
方
か
ら
院
に
か
け
て
始
ま
り
、
翌
朝
ま
で
夜
明
か

し
を
す
る
儀
礼
で
あ
る
た
め
、
ど
の
家
で
も
同
じ
時
間
帯
で
行
事
が
進
行
さ
れ
る
。
従

つ
て
、
仮
り
に
規
威
に
二
つ
タ
ツ
ミ
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
家
の
人
は
少
な
く
と
も
二

人
が
手
分
け
し
て
各
親
戚
を
訪
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
一
人
が
複
数
の
親
成
を
掛
け

持
ち
で
訪
問
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
も
し
こ
れ
を
敢
え
て
行
な
え
ば
相
手
方
に
対

し
て
大
変
失
礼
な
事
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
死
者
霊
と
共
に
ト
シ
を
取
る
と
い
う
時
間

と
空
間
の
共
有
が
果
た
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「死
人
の
正
月
」
を
実
践
す
る
に
は
、
正

面
か
ら
し
つ
か
り
と
受
け
止
め
る
覚
悟
が
絶
対
に
必
要
な
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

失
礼
の
な
い
よ
う
に

「予
め
計
画
を
立
て
」、
家
族
の
成
員
が
各
々
訪
問
先
を
分
担
し
、

欠
員
を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
更
に
案
内

が
無
く
て
ヽ

「み
ん
な
が
お
し
か
け
る
」
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
２２
の
堂
成
で
は
「親
戚
に
案
内
は
し
な
い
。
親
戚
や
近
所
は
知
っ
と
る
か
ら
、
『
タ

ツ
ミ
に
は
行
か
な
い
か
ん
も
の
』
と
し
て
い
る
」
と
言
う
。
案
内
無
し
で
ヽ

「タ
ツ
ミ

に
は
行
か
な
い
か
ん
も
の
」
と
言
う
伝
承
は
、
タ
ツ
ミ
と
い
う
新
仏
に
と
っ
て
の
初
め

て
の

「正
月
」
が
、
親
戚
や
近
所
の
人
々
を
引
き
付
け
る
べ
く
、
い
か
に
強
烈
な
磁
場

を
発
生
し
て
い
た
か
が
よ
く
理
解
で
き
よ
う
。
参
加
者
き
は
、
タ
ツ
ミ
の
家
に
行
き
酒

食
を
共
に
し
、
念
仏
を
唱
え
た
り
故
人
を
偲
び
な
が
ら
温
い
出
語
を
夕
方
か
ら
翌
朝
七

で
延
々
と
展
開
す
る
だ
け
で
、
特
段
に
変
わ
っ
た
振
る
舞
い
を
す
る
わ
け
で
も
な
い
の

だ
が
、
死
者
霊
と
共
に
ト
ン
を
取
る
と
い
う
点
に
最
大
の
目
的
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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・５
の
黒
田
で
は
、
「タ
ツ
ミ
に
は
案
内
は
出
さ
な
い
。
黙
っ
と
っ
て
も
来
て
く
れ
る
。

法
事
な
ど
の
場
合
は
、
案
内
せ
な
日
時
が
わ
か
ら
ん
が
タ
ツ
ミ
は
近
所
、
親
戚
は
も
う

わ
か
っ
て
い
る
の
で
、　
つ
き
あ
い
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
た
い
が
い
来
て
く
れ
る
。
タ

ツ
は
も
う
ど
こ
で
も
タ
ツ
じ
や
け
ん
必
ず
来
て
く
れ
る
。
死
ん
だ
と
こ
の
タ
ツ
ミ
は
わ

か
つ
と
る
け
ん
来
る
」
と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
法
事
と
タ
ツ
ミ
の
違
い
が
明
確
に
浮
き

彫
り
に
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

法
事
と
は
、　
一
周
忌
　
三
日
忌

・
七
日
忌
な
ど
を
言
う
が
、
こ
の
場
合
寺
側
の
都
合

に
よ
り
、
ま
た
主
催
者
側
の
都
合
に
よ
り
、
必
ず
し
も
命
日
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

回
忌
が
重
な
れ
ば
重
な
る
程
、
こ
の
傾
向
は
著
し
く
な
る
。
従
っ
て
、
主
催
者
側
は
予

め
日
時
を
連
絡
し
て
お
か
な
け
れ
ば
親
戚
や
近
所
の
人
々
に
集
ま
っ
て
貰
え
な
い
。
こ

れ
に
対
し
、
タ
ツ
ミ
は
死
者
霊
に
と
つ
て
は
最
初
で
最
後
の

「死
人
の
正
月
」
で
ぁ
り
、

こ
れ
を
外
せ
ば
二
度
と
祝
つ
て
貰
え
な
い
。
ま
た
、
遺
族
や
親
戚

・
近
所
の
人
々
に
と

っ
て
も
新
仏
と
共
に
ト
シ
ヨ
ン
を
行
な
う
最
初
で
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
四
十
九
日
以
後

一
年
未
満
と
い
う
事
と
も
相
倹
っ
て
、
人
々
の
タ
ツ
ミ
に

対
す
る
思
い
入
れ
は
法
事
の
何
倍
も
強
い
。
「タ
ン
は
も
う
ど
こ
で
も
タ
ツ
じ
や
け
ん
必

ず
来
て
く
れ
る
。
死
ん
だ
と
こ
の
タ
ツ
は
わ
か
つ
と
る
け
ん
来
る
」
と
言
う
タ
ツ
ミ
を

行
な
う
側
の
人
々
の
確
信
に
満
ら
た
言
葉
は
、
親
戚
や
近
所
の
人
々
と
の
回
昨
の
呼
吸

を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
全
体
の
趨
勢
か
ら
維
せ
ば
、
２４
の
如
き

「タ
ツ
ミ
の
案
内
は

出
し
て
は
い
け
な
い
」
程
の
タ
ブ
ー
が
、
か
つ
て
い
で
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ツハす。■
で
は
、
「親
戚
の
案
内
は
、
出
さ
ん
で
も
み
ん
な
知
っ
て
い
る
の
で
来
て
く
れ
る
。

飛
か
は
せ
ル
む
ル
レ
や
」
（傍
点
筆
者
）
と
言
う
。
案
内
の
有
無
に
関
す
る
極
め
て
短
い

言
及
で
あ
る
が
、
「案
内
は
せ
ん
も
ん
じ
や
」
と
い
う
表
現
の
中
に
は
か
な
り
大
き
な
音

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
案
内
を
出
し
て
は
な

ら
な
い
と
言
う

「禁
止
」
だ
け
で
な
く
、
案
内
を
出
す
こ
と
自
体
不
作
法
な
事
で
、
恥

ず
べ
き
振
る
舞
い
で
あ
る
と
い
う

「禁
忌
」
の
意
味
を
言
外
に
含
ま
せ
て
い
る
。
親
戚

や
近
所
の
人
々
の
自
発
的
な
厚
意
で
成
り
立
つ
タ
ツ
ミ
が
、
案
内
を
出
す
事
に
よ
っ
て

厚
意
を
強
制
す
る
形
と
な
り
、
折
角
の
人
々
の
思
い
を
ぶ
ち
壊
す
事
を
恐
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
タ
ツ
ミ
が
法
事
以
上
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
事
が
理
解

で
き
よ
う
。

２３
で
は
、
「タ
ツ
ミ
の
案
内
は
出
さ
な
い
。
近
所
や
親
戚
の
人
ら
は
葬
式
に
来
て
い
る

の
で
、
大
体
知
っ
て
い
る
。
何
も
言
わ
な
く
て
も
来
て
く
れ
る
。
別
に
お
祝
い
の
時
の

よ
う
な
案
内
は
し
な
い
」
と
言
う
。
葬
式
に
参
加
し
た
人
々
は
、
そ
の
年
の
一
二
月
最

初
の
辰
の
日
の
夕
方
か
ら
タ
ツ
ミ
が
始
ま
る
事
を
全
員
知
り
尽
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
新
宮
村
で
当
然
の
事
柄
で
あ
り
、
全
員
葬
式
と

一
セ
ッ
ト
で
据
え
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
、
タ
ツ
ミ
は
葬
式
の
最
後
の
仕
上
げ
と
見
徴
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
併
を
切
り
分
け
て
食
べ
る
と
い
う
儀
礼
が
、
葬
式
の
四
十
九
の
餅
の
処
理
の
仕
方

と
極
め
て
類
似
す
る
の
も
単
な
る
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
と
し
ろ
必
然
的
な
も
の
で
あ

り
、
四
十
九
日
の
儀
礼
が

「新
仏
」
の
み
を
対
象
と
し
た
年
中
行
事
ま
た
は
通
適
儀
礼

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
タ
ツ
ミ
は
、
年
中
行
事
　
通
過
儀
礼

・
葬
送
儀
礼

と
い
う
三
者
の
境
界
領
域
に
存
在
す
る
た
め
、
プ
リ
ズ
ム
の
如
ぐ
見
る
角
度
に
よ
っ
て

多
様
な
光
彩
を
放
ち
、　
一
見
据
え
所
の
無
い
不
思
議
な
儀
礼
に
映
る
の
で
あ
っ
た
。

ぃ
で
、
２３
と
同
様
の
伝
承
が
見
ら
れ
る
。
「親
戚
に
案
内
を
出
さ
な
い
。
来
よ
う
が
来

ま
い
が
、
親
戚
の
自
由
で
あ
り
、
黙
っ
て
い
て
も
親
戚
や
近
所
が
押
し
か
け
て
来
る
。

そ
の
年
に
死
人
が
あ
れ
ば
、
そ
の
年
の
最
初
の
タ
ツ
の
日
の
夕
方
に
親
成
が
集
ま
っ
て

く
る
。
た
い
て
い
つ
き
あ
い
あ
る
人
は
来
る
」
と
言
う
。
禁
っ
て
い
て
も
、
近
所
や
親

戚
が

「押
し
か
け
て
来
る
」
の
が
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
り
、
１１
の

，案
内
は
せ
ん

も
ん
じ
や
」、
２４
の

「案
内
は
し
て
は
い
け
な
い
」
と
言
う
禁
忌
や
祭
止
の
裏
側
に
、
タ

ツ
ミ
の
家
の
絶
大
な
確
信
が
透
け
て
見
え
る
。
事
実
、
参
加

，
不
参
加
は
親
戚
や
近
所

の
人
々
の
自
由
で
あ
る
が
、
死
者
と
は
生
前
付
き
合
い
の
あ
っ
た
人
た
は
全
員
参
加
し
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て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
タ
ツ
ミ
は
、
村
人
達
に
と
つ
て
葬
式
と
同
等
の
極
め
て
重
要
な

意
味
を
持
ち
、
人
々
を
総
て
吸
い
寄
せ
る
強
烈
な
磁
場
を
発
揮
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
１
の

「親
威
に
案
内
は
出
さ
な
い
が
、
日
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
案
内

を
出
さ
な
く
て
も
み
ん
な
知
っ
て
い
る
」、
５
の

「案
内
を
出
さ
な
い
。
親
戚
中
で
は
既

に
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
何
も
言
わ
な
く
て
も
み
ん
な
集
ま
っ
て
き
て
く

れ
る
」、
６
の

「案
内
を
出
さ
な
い
」、
８
の

「タ
ツ
ミ
の
行
事
は
、
親
戚
は
わ
か
っ
て

い
る
の
で
、
連
絡
を
出
す
ま
で
も
な
い
」
、
１０
の

「タ
ン
ミ
の
案
内
は
出
さ
な
く
て
も
来

て
く
れ
る
。　
〓

一月
の
初
め
て
の
タ
ツ
の
日
と
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
来
る
」、
１３
の

「親

戚
に
は
案
内
は
出
さ
い
で
も
タ
ツ
ノ
と
と
い
う
の
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
来
て
く
れ

る
」、
Ｗ
の

「タ
ツ
ミ
の
案
内
は
出
さ
ん
で
も
来
て
く
れ
る
」
、
２０
の

「案
内
は
日
さ
い

で
も
来
て
く
れ
る
」、
２６
の

「タ
ツ
ミ
の
案
内
は
出
さ
ん
。
出
さ
ん
で
も
新
仏
が
あ
っ
た

ら
親
戚
や
近
所
の
人
が
来
て
く
れ
る
。
黙
っ
と
っ
て
も
来
て
く
れ
る
」、
２７
の

「親
戚
に

は
タ
ツ
ミ
に
案
内
状
は
出
さ
な
い
。
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
黙
つ
て
い
て
も
来
て
く
れ

る
」、
２８
の

「親
戚
に
案
内
は
出
さ
な
い
。
出
さ
な
く
て
も
、
黙
っ
て
い
て
も
き
て
く
れ

る
」
と
一一亨
，
。

こ
れ
ら

一
一
例
の
伝
承
は
、
極
め
て
衛
潔
で
余
り
多
く
を
語
ら
な
い
が
、
元
は
２
・

３
，
７
・
ｎ
，
１２
，
‐４
　
・５
，
２‐
，
″
．
２３
・
２４
ヽ
万
の
一
二
例
の
如
く
か
な
り
詳
細

な
理
由
付
け
が
か
つ
て
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
例
外
的
に
案
内
を
出
す
地
区
も
二
例

程
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
本
来
的
な
姿
で
は
な
く
後
の
変
化
で
あ
っ
た
。
タ
ツ
ミ
は

３
・
７
・
１２
で
言
及
さ
れ
て
い
る
如
く
、
元
来
は
初
盆

・
四
十
九
日
と
同
等
の
新
仏
の

み
を
対
象
と
し
た
行
事
で
あ
り
、
葬
送
儀
礼

・
通
過
儀
礼
　
年
中
儀
礼
の
三
要
素
が
猪

接
に
絡
ま
り
合
っ
た
複
合
儀
礼
で
あ
り
、
「死
人
」
か
ら

「仏
」
に
変
革
す
る
た
め
の
極

め
て
重
要
な
ケ
ジ
メ
儀
礼
で
あ
っ
た
事
を
再
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。
村
人
達
に
と
れ

ば
、
こ
れ
程
重
要
な
儀
礼
で
あ
っ
た
た
め
、
タ
ツ
ミ
の
案
内
は
敢
え
て
出
す
必
要
な
ど

全
く
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　
墓
前
の
設
備

タ
ツ
ミ
と
呼
ば
れ
る

，仏
の
正
月
」
を
催
す
に
際
し
、
新
仏
が
初
め
て
の
正
月
を
迎

え
る
と
い
う
事
で
、
死
者
を
埋
葬
し
た
墓
地

（現
在
は
火
葬
が

一
般
的
に
な
り
、
し
か

も
家
単
位
の
先
祖
代
々
の
墓
に
し
て
い
る
）
に
予
め
円
松
を
立
て
シ
メ
縄
を
振
る
事
例

が
多
く
の
地
区
で
見
ら
れ
た
。
こ
れ
を
経
め
た
も
の
が
表
４
で
あ
る
。

殆
ど
の
地
区
で
は
、
墓
地
に
円
松
と
シ
メ
縄
が
飾
ら
れ
る
が
、
２０
．
万
．
２８
の
三
地

区
で
は
門
松
　
シ
メ
縄
を
墓
に
飾
る
事
は

一
切
な
か
っ
た
。
全
二
人
地
区
中
の
三
例
で

あ
る
か
ら
、
全
体
の
一
一
％
を
占
め
る
事
に
な
る
。
数
の
上
で
は
僅
か
一
割
ほ
ど
で
あ

り
、
取
る
に
足
り
な
い
数
字
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
を
分
布
図

（地
図
３
参
照
）
上

に
落
と
せ
ば
、　
一
つ
の
特
色
が
あ
る
事
に
気
付
く
。
即
ら
、
こ
れ
ら
二
地
区
は
共
に
新

官
村
の
ほ
ぼ
西
端
に
位
置
し
、
西
に
隣
接
す
る
伊
予
三
島
市
か
ら
門
松
や
シ
メ
縄
な
ど

を
墓
に
節
ら
な
い
文
化
が
伝
播
し
つ
つ
あ
る
事
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

２０
で
は

「墓
に
門
松
を
立
て
る
こ
と
は
し
ら
ん
。
（略
）
墓
で
シ
メ
は
張
ら
ん
。
松
も

立
て
て
い
な
か
っ
た
。
私
の
里
は
新
官
村
の
長
瀬
で
あ
る
が
、
私
の
親
威
は
新
居
浜
市

の
隣
の
上
居
町

（宇
摩
郡
）
に
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
松
は
立
て
ず
、
シ
メ
も
張
ら
な

か
つ
た
」
と
言
う
。
「長
瀬
」
は
、
地
図
上
で
は
１５
と
２３
の
中
間
に
位
置
し
、
旧
馬
立
村

に
属
す
る
集
落
で
あ
る
が
、
こ
こ
も
算
入
す
れ
ば
、
事
例
数
は
四
例
に
増
え
る
。
位
置

的
に
見
て
も
新
官
村
の
ほ
ぼ
西
端
に
あ
り
、
２。
と
２６
を
結
ぷ
直
線
上
の
丁
度
中
間
に
位

置
し
て
お
り
、
円
松
や
シ
メ
縄
を
飾
ら
な
い
地
区
で
あ
つ
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

宇
摩
郡

「土
居
町
」
が
、
新
官
村
の
西
に
位
置
す
る
伊
予
三
島
市
の
更
に
百
に
隣
接
す

る
町
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
墓
に
門
松
や
シ
メ
縄
を
飾
ら
な
い
習
俗
は
、
西
隣
の
川
之
江

市
や
上
居
町
か
ら
伝
播
し
た
新
た
な
文
化
現
象
で
あ
っ
た
可
能
性
は
益
々
高
く
な
る
。
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表4  墓前の設備

1 天 国 墓には円松を立てる。接松を立てるか否かほ知らん。墓てスダレをタツミにかけることはな

V ｀

Z 喝1胡 基にはFヨ松のようなものを立てる。ワカバ14 白ワカパを使 う。赤V あ`は正月用で、室の白
いの

は死んだ時に使 うようになつている。松は普通のなを使 う。正月はなはミクル
マといつて、三

蓋のなを使うが、死んだ時の栂ま絶対にミクルマを避けてちがうものを立てる。オンメは張る

が、足は何本出したか忘れた。オンメや円松は、タツのまだあかるいうちに基に準備してお

く。親戚の人たちが来るまでに立てておく。  _
3 木嵐 夕を張つておく。このオンメは、正月は 1  5

3 、おまつりの時は7  5  3 、タツミには4  2  5 という数の東の足を出す。このシメナ

ワを墓地の拝み石にくくつて帰つてくる。

4 泉 田 菫には松を立てるところと立てないところが望そち声程私留音こ豆培言語9ヂチ予電晏生畳の時のなはボロの一段ぐらいのものを墓地に童

通のシメナフでなしに、七 五 二が普通のンメナワなら、死んだ時のシメナフは足を1

5  3 の数で下に垂らす。シメナフにはフカタミをさすことはない。スグレはかけない。ノ
ーリ

もおかない。

5 境峨野 反対につけるとオンメのないはじめを右から

左へだとすれば、基へはとから右へと反対になう。普通の門松は三段飾りであるが、タツミの

場合は二段飾りにしておく。オンメも左右逆にしておく。オンメの足は1  5
・3 が者通であ

るが これも反対にして3  5 ・1 に足を出しておく。オカザブは、タンの日の夕方までに供

えておく。

6 中野 墓にシメを張る。シメの足は1  5 ・3 とならてぃる。ここでは、シメナワは、墓石にくくり

つけるが、私の里では、墓の両販に竹を立てて、ここにンメナワを張りわたした。嫁家では松

を立てたが、門松のようには地面に立てず、ハナンバをさす竹に、校の松を立てていた。ハナ

タテに立てた。松はミクタレマにしてはいかん。ミクルマは神サンにの利文うから。

7 中村 あ松とは異なり、ミクルマ (三葦) で

はなく、こつのグルマになつたものを望の両脇に立て、ここにオンメを張る。家によれば、
一

つのクルマ (一葦) のものも立てていた。オンメの足もちようどにつける。つまり、1
・2

3 とすれば、6本になる。つまリンメの足は、必t 4R数になるようにうける。普通正月の場合

は奇数にする。1  5  3 など。オンメには菫の白いワカバをはせる。タツの夕方までに基で

準備をしておく。
8 中上 仏サンのお正月ということで、ンメナワを張り、シ' チワは普通の正月とは造り方がちがう。

オトコンがこれを作るので、私は詳しくは知られ 円松は立てない。墓の前に形だけンメナワ

を置く程度。シメを張るようなことはしない。

9 口之内 正月には墓にカドマツを立てる。
カバをさし込む。足の数は 1  5

志のあるなではなく、夜松を使う。シメを張る。シメにはワ

3 とする。基の準備は前の日にする。

対円 オンメもなう。シ‐ンといって、 4  2  4 の足をUIすようになっている。神サンのシメは、

7  5  3 である。普通家のまわりにはるシメは1  5 . 3 であり、神ナン (オミヤ) にはる

シメは七 五 二、新ムの望につけるシメは4  2  4 となる。松の技で、三節あるやつを

切つてきて、墓の耐別に立て、ここに、4  2  4 のシメを張る。このシメに、シヨフカ′`を

さし込む。シメには、シ‐ンの足とンロワカバがさしこんである。タツミまでにはまだ石塔が

立っていない。しかし葬式の翌日には/ カヽナオンといって、基をきれいにととのえ、まん中に
春み石″立ててある本この前に技松本両脇に立て、シメを張る.

1 1 大震 重にはなとオンメがある。松ほ普通の正月とはちがう。普通の正月の場合はミクルマと言い、
二蓋のなを使うが、墓サンのは一クルマだけの松を立てる。オンメも普通の正月は1  5  3
の足を出すが、これを左右逆にして、3  5  1 とする。オンメにワカバを使うが、ハカナン
のフカパは赤いやつではなく、室の白いものを使う。これらはタンの夕方までに基へ準備して

おく。
２ 手尾 墓にシメを張る。その一年間になくなった人の正月じゃというて、親戚や近所の人が集まつて

する。普通の正月であればミクルマ (二藍のな) の松を円松として立てるが、仏の正月の場合
は、 「こ蓋の松J を用いる。普通の正月と少しちがえてある。このために、正月にはニカイの

松はせんもルじやという。フタク″レマの松はせんもんじゃというも墓の前列にフタク′レマの松
を立て、この間にシメを張る。スグレはかけない。普通の正月の場合、シメの足は1  5  3
であるが、仏の正月に関しては、4  5  3 である。シメにはワカバをさしたかどうかしら
ん。正月にはウラジta フヵバを用すが、仏の正月はどうであつたかしらん。墓にブーブを置
いたかどうかしらん、

山 ヶ市 墓掃除やオンメ張りは、タツの日に判薦しておく。仏サンのお正月だから墓にシメを張る。墓
には松を立てる。張なかどうかはじらん。

４ 山盲 基には浩を立てていた。穫裕を両脇に立て、ここにシメを張る。シメにはワカ″ミをさし込む。
足の数はしらん。基にはシメとなが立ってある。
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黒 田 墓にはなを立て、シメを長る。7 ・5 3にのうたシメを長る。ワカバをさすが、赤いフカパ

ではなく、シロフカパをさす七ヤマクサは〒月に使うのと同じウラジヨであるが、これを裏表
反対にさし込む。オンメは左ないにして、7  5  3 にしておく。普通の正月は、右ないのシ

メを張る。基にはまだ石塔は立っていない。拝み石を置く程度。ノゥブやスダレをかけること

はない。松を墓に立てる。シメを墓に張る。足の数は 7  5  3 やら1  5  3 やらしらん

が、とにかく普通にするのとは逆の数をつける。7 ・5 . 3 はめでたいとき。だから1  5

3 にする。
入保ヶ内 墓でPl松を立てる。豊には力下巧ツを立てない。シメも張らない。墓への用言は何もしない。

1 7 店上 ヨイ (タツの日の夕方) に、墓にはオンアからフカパ 松などを立てている。 ウラジ, という

て、ウラの白いワカバをオンメにさし込む。墓にはカドマツを立てる。ミクルマでなしに、フ

タクルマのなにする。ミクルマほ普通の正月 フタクルマはタツミの時にしかしない。墓の両

臨にはなを立て、そこヘンメを張りわた曳 シメは4  5  3 にする。普通の正月は1 6

3 の足6 ンメにワカパ (白フカバ)  ウラジロをさし込む。墓の両側は松だけであり、樫ほ立

てない。ゾーブは墓におかない。 1  5  3 は普通の正月に限られており、タツミには4

5  3 1こす る。

野程 オンメをの大る。その年の亡くなつた人のお正月という意味で、松も立ててシメを環る。墓に

はなを立ててシメを張り、シメにはシロワカバをさし込む。この場合のなは
一本松といい、枝

一つあるやつを立てる。三筆体ではない。普通の正月の場合は、枝二つあるミクルマというや
つだが、タツミの場合は、枝一つだけ、日Pちヒトクルマのなである. 墓にシメを張つていた。

秋 田 基に円松は立てな↓ヽ オンメは墓へは張らルずくに、そのまま置くだけであつた。ノ
ーブは営

かゑ 石塔にシメをひつかけておく。オンメも普通の正月は赤いフカバをさし込むが、仏の正

月の場合は、タツミのはジクの白いワカパをさえ 者はたくさんあつたが、今はもう杉を植え

てしもうたけにないどシメにはフカバだけしかさし込まない。
０ 下 り付 墓に、円松を立てることはしらんち墓にスダレをかけることはしらスる ノ

ーブは墓に置かな

い。墓でンメは張らん。なも立てていなかった。私の里は新腎付の長瀬であるが、私の親戚は

転ミ浜市の磯のコ書町であつたが、ここでも松は立てず、シメも張らなかった。

2 1 野総 墓にシメを張るのは、タツの国に行なう。松を立ててシメを張る。シメは死んだ人のと生きと

る人の足の数はちがう。生きとる人のは、1  5 ・3 であるが、タツに張るのほ反対に少なく

する。4  2  1 とする。本のある松でなしに初 部分を立てる。ンメに本の案をさし込むエ

うなことはしらん。ワカバは、枝のまま松といつしょに立てていた。なの技とワカノミの技は墓

の両脇にあるハナタテにさし立てていた。松にシメを張りわた汽 石塔はまだ立っていない。

自然石を拝み石として立ててあり、その前にハチタテを二本立て、ここに松とフカバの枝を両

脇にさし、ここにンメを張り、この前に、菓子や併を供えておく。ノ
ープはおかん。スグレも

おかん。

2 2 堂成 墓にはなを立て、シメを張る。墓にスグレは吊らない。ノ
ー , は知らん。

2 3 大容 墓にはシメを張るが、松を立てることはなかった 竹などを適当に立てて、その前作にシメを

張る。このシメlJ、正月のシメとちがう。キタジメといつて、北の方に頭を持つて行くように

する。足の本数がちがう。1  5  3 のシメチフを3  5  1 にしてかえる。家によつて多少

ちがう。私の家では3  5  1 にし、右ないのシメをこの時に限つて左ないにする。普段と反

対のことをする。シメにはワカバをつけるが、仏サンにする場合は、白いソカバを使う。墓の

シメは墓へ行くとき、つまり、ミの期早くに墓へ張る。竹もその時に立てる。前の日から供え

物などの準備はしない。すべて、墓で火をたく時に、もつて行つてしつらえる。ノ
ーブやスグ

レほ望に置かん。
４ 西 谷 墓に1きなを立てて、オンメを引いておく。この松は、必す技松を使わないかん。本当の正月の

Pq松は、技松を使 うことを忌み、必ず志のある松を使わねばならなかった。シメの張り方に数
があつた。足の数が、普通の正月の場合は、 1 ・5 ' 3 であるが、仏の正月の場合は、少し違
えてある。正確な数字をはつきりとは覚えていない。ワカバをンメにさすことはある。クラジ
ロモ)はさむ、/ ―サやスグレは置かないへ

５
天 尾 墓にはンメを張る。シメにはイヌワカバといつて、案のつけねが自いものをさし込む。晋通の

正月には本物のフカパ (案のつけ根が赤いもの) をつける。シメの両端にイヌワカバをさし込
む。枝を折つたやつをさし込五 オンメも少しちがえて作る。 4  5  3 とする。普通の正月
は 1  5  3 とする。竹を室の両脱につきさして立てておき、これにオンメを張りわたす。松
は必ず技松を用い、枝松でミクルマのものを竹とともにさし立てておく。これが墓の準備。ミ
ノとの行事が終わつて墓から帰るときには、すべてとりのけて帰る。墓でモチをたべて帰ると
きすべてとりのけておくぃ茎への準備はタツの日にすまえ

影大 墓にカドマツやシメは張らない。基には供物とタイマツを置くぐらい。
淵 墓に1まなを立て、シメを張る。オンメの足は、■ 5

るが、これを仏の正月の場合は3 ・5  1 と逆にする。
3 が普通の正月のオンメの足の数であ
ウラジr2もウラ4Rlを表にしてつける。

日浦 墓でシメを張つたこ とは知 らん。F日松もない。

‐89 ‐



 ` 岳I黒宝浜al

p々  ⑤ じ

古紐 六豊町    |

3  墓前のFl松 ・シメ縄の分布状況

愛眼点キ庫ノ

/

年一―一一一
 斬言村全国

‐ ‐ 一 一 ‐ は
呼 1

2 3 年 の 合 併 以 前 の

旧村壇のこ□言i す

X 円な シメ縄共に続し

松 f月仕0 み有リ

縄 シメ報め4 千リ

0 何松 シン48英モ有リ

震爆uL″1を江市

ｔ‐Ｔ‐‐‐・‐十「‐‐咋
柳

寝
島
県
”
嬢
町

受
暖
店
伊
予
〓
亀
市

栃
（旧霊
ど

′
｀`

「仏
の
正
月
」
と
言
う
限
り
に
は
、
基
に
門
松
や
シ
メ
経
は
ぁ
っ
て
当
然
で
あ
り
、
東

に
後
に
詳
述
す
る
が
巳
の
日
の
未
明
に
墓
前
で
火
を
焚
き
ト
シ
取
り
の
た
め
の
排

（ト

シ
ダ
マ
に
相
当
す
る
）
を
新
仏
と
共
に
墓
前
で
共
食
す
る
事
例
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、

や
は
り
隅
松
や
シ
メ
縄
は
必
須
の
仕
掛
け
と
断
定
し
得
る
の
で
あ
る
。

拓
で
は

「墓
に
門
松
や
シ
メ
縄
は
張
ら
な
い
」、
２８
で
は

「墓
で
シ
メ
を
張
っ
た
こ
と

は
知
ら
ん
。
門
松
も
な
い
」
と
極
め
て
あ
っ
さ
り
と
円
松
や
シ
ォ
縄
の
存
在
を
否
定
し

て
お
り
、
如
を
含
め
て
こ
れ
ら
三
者
が
緒
て
馬
立
川
か
ら
西
に
分
布
し
て
い
る
の
は
単

な
る
偶
然
で
は
な
い
。
更
に
、
同
川
の
流
域
に
位
置
す
る
１６
で
は

「墓
で
円
松
を
立
て

る
」
と
言
う

一
方
で
、
別
の
伝
承
者
は

「墓
に
は
門
松
は
立
て
な
い
。
シ
メ
も
張
ら
な

い
。
墓

へ
の
用
意
は
何
も
し
な
い
」
と
も
言
う
。
同

一
地
区
で
も
墓
に
開
松
や
シ
メ
縄

を
節
る
家
と
全
く
何
も
飾
ら
な
い
家
が
あ
つ
た
事
が
わ
か
る
。
“
で
は
家
風
に
よ
っ
て

円
松
を
節
る
家
と
全
く
何
も
節
ら
な
い
家
が
混
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
１６

の
西
に
隣
接
す
る
２３
で
は

「茎
に
は
シ
メ
を
提
る
が
、
松
を
立
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」

と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
シ
メ
縄
だ
け
張
り
門
松
は
立
て
て
い
な
か
っ
た
２３
の
シ
メ
縄
だ

け
飾
る
事
例
と
比
較
す
れ
ば
、
１６
の
円
松
を
節
る
家
と
全
く
何
も
飾
ら
な
い
家
の
併
存

と
い
う
状
況
と
は
趣
を
異
に
す
る
が
、
両
者
は
儀
礼
が
衰
返
す
る
過
渡
期
に
あ
る
と
い

う
点
で
共
通
す
る
。
卸
ち
、
分
布
状
況
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
西
端
の
２８
，
拓
・
２０
の
エ

リ
ア
内
に
１６
・
２３
は
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
墓
に
全
く
何
も
節
ら
な
い
文
化
が
西

端
か
ら
村
内
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
１６
・
２３
の
過
渡
的
現
象
は
百
部
に
留
ま
ら
ず
、
村
の
東
部
の
奥
深
く
に
ま

で
到
達
し
つ
つ
あ
る
。
８
は
村
の
東
部
に
位
置
す
る
が
、
「門
松
は
立
て
な
い
。
基
の
前

に
形
だ
け
シ
メ
縄
を
置
く
程
度
」
と
言
い
、
シ
メ
経
だ
け
で
門
松
を
立
て
て
い
な
か
っ

た
。
加
え
て
、
４
は
村
の
ほ
ぼ
東
端
に
位
置
す
る
が

キ墓
に
は
松
を
立
て
る
所
と
立
て

な
い
所
が
あ
る
」
と
言
う
。
つ
ま
り
、
シ
メ
縄
は
ど
の
家
も
張
る
も
の
の
問
松
は
家
に

よ
す
て
立
て
な
い
家
も
あ
る
の
で
あ
る
。
８
の
如
く
シ
メ
縄
の
み
で

「開
松
は
立
て
な

認

．
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い
」
と
飾
り
物
の
全
否
定
こ
そ
し
な
い
も
の
の
、
門
松
の
存
在
感
自
体
は
薄
く
な
つ
て

い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
裏
を
返
せ
ば
東

へ
行
く
程
本
来
の
シ
メ
縄
と
円
松
の
セ
ッ
ト
関

係
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
事
を
示
す
。
恐
ら
く
、
西
端
か
ら
伝
播
し
て
き
た
同
松
　
シ

メ
縄
を
節
ら
な
い
文
化
が
徐
々
に
東
進
し
、
門
松
が
完
全
に
脱
落
し
た
形
で
８
へ
、
さ

ら
に
東
方
の
的
松
が
脱
落
し
か
か
っ
て
い
る
４
へ
と
滲
透
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

８
と
４
の
差
は
、
「門
松
は
立
て
な
い
」
と
い
う
単

一
型
か

「松
を
立
て
る
所
と
立
て
な

い
所
が
あ
る
」
と
い
う
両
者
混
在
型
か
の
違
い
で
あ
り
、
こ
の
差
は
門
松
の
消
滅
過
程

を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
時
の
経
過
と
共
に
最
終
的
に
は
西
端
に
位
置
す
る
２０
　
２６
・

２８
の
如
く
墓
に
は
門
松
も
シ
メ
縄
も
飾
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、

地
図
ｅ
の
墓
前
の
円
松

「
シ
メ
縄
の
分
布
状
況
は
我
々
に
そ
の
変
革
過
程
を
切
実
に
示

し
て
い
る
の
で
あ
つ
た
。

さ
て
、
話
は
念
々
実
際
に
墓
地
に
立
て
ら
れ
る
門
松
や
シ
メ
縄
に
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
、
普
通
の
正
月
の
円
前
に
立
て
ら
れ
る
門
松
や
シ
メ

縄
と
比
較
し
な
が
ら
論
述
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
を
種
め
た
も
の
が
養
５
で
あ
る
。

一Ａ
　
墓
に
立
つ
門
松

墓
の
円
松
に
関
し
て
は
、
全
二
人
地
区
中
門
松
を
立
て
な
い
と
い
う
８
・
２０
　
２６
「

２８
の
四
地
区
を
除
く
二
四
地
区
で
そ
の
具
体
的
な
伝
承
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
中
で
も

「神
の
正
月
」
の
門
松
に
言
及
し
な
が
ら
両
者
を
比
較
し
て
い
る
事
例
は
、
２
・
４
・

５
，
６
　
７
　
１１
　
１２
・
‐７
　
‐８
，
夕
の
一
〇
例
で
あ
っ
た
。
全
二
人
地
区
の
約
三
分

の
一
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も

「死
人
の
正
月
」
の
円
松
の
本
来
的
姿
を
考
え
る
上

で
、
こ
れ
ら

一
〇
例
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
決
し
て
少
な
い
数
で
は
な
い
。

２
で
は
、
「墓
に
は
門
松
の
よ
う
な
も
の
を
立
て
る
。
松
は
普
通
の
松
を
使
う
。
正
月
は

松
は
ミ
ク
ル
マ
と
い
す
て
三
蓋
の
松
を
使
う
が
、
死
ル
だ
球
の
出
な

（傍
点
筆
者
）
は

絶
対
に
ミ
ク
ル
マ
を
避
け
て
ち
が
う
も
の
を
立
て
る
」
と
言
う
。
霊
申
通
の
松
」
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
「死
人

の
正
月
」
と

「神
の
正
月
」
の
両
者
で
異
種
類
の
松

（例
え
ば
赤
松
と
黒
松
な
ど
）
を

使
い
分
け
る
こ
と
は
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
形
状
に
関
し
て
は
両
者
に

決
定
的
な
差
異
が
あ
り
、
「神
の
正
月
」
で
は
ミ
ク
ル
マ
と
呼
ば
れ
る

「三
蓋
の
松
」
が

不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ミ
ク
ル
マ
と
言
う
名
称
は
、
根
本
か
ら
松
を
伐
っ
た
時
、
枝
が
三

段
に
分
か
れ
各
段
の
枝
が
幹
か
ら
放
射
状
に
広
が
り
、
側
面
か
ら
見
れ
ば
下
か
ら
大
き

い
順
に
二
つ
の
車
輪
が
幹
に
買
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
所
か
ら
命
名
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

「死
人
の
正
月
」
の
問
松
を

「死
ん
だ
時
の
門
松
」
と
表
現
す
る
点
は
、
大
い
に
注

目
し
て
お
き
た
い
。
死
後

一
年
未
満
の
新
仏
の
た
め
の
円
松
で
あ
る
が
、
２
の
伝
承
者

に
と
つ
て
は

「新
仏
」
と
言
う
よ
り
も
む
し
ろ

「死
者
」
と
見
倣
す
方
が
よ
り
自
然
で

あ
つ
た
の
で
あ
る
。
敢
え
て
言
え
ば
、
「死
人
の
正
月
」
と
は
死
者
霊
を
対
象
と
し
た

「正

月
」
儀
礼
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
葬
式
の
最
終
段
階
と
見
微
し
た
方
が
自
然
な
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
「神
の
正
月
」
の
円
松
と
の
差
別
化
を
計
る
べ
く
、
「絶
対
に
ミ
ク

ル
マ
を
避
け
て
違
う
も
の
を
立
て
る
」
と
言
う
強
烈
な
伝
承
か
ら
も
首
肯
し
得
る
。
具

体
的
に
ど
ん
な
形
状
の
松
な
の
か
、
名
言
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
他
の

類
例
か
ら
推
せ
ば
所
謂
フ
タ
ク
ル
マ

（二
蓋
の
松
）
か
と
ト
ク
ル
マ

（
一
蓋
の
松
）
で

あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
「神
の
正
月
」
と

「死
人
の
正
月
」
は
名
称
や
そ

の
行
事
内
容
の
上
で
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
基
本
的
に
ま
っ
た
く
異
質
な

も
の
、
ま
た
異
質
で
あ
る
べ
き
も
の
と
見
枚
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
冒
頭
で
、
「墓

に
は
円
松
の
よ
う
な
も
の
を
立
て
る
」
と
あ
つ
た
が
、
こ
の
条
は
ま
さ
に
以
上
の
事
柄

が
言
外
の
意
味
と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

４
で
は
墓
に
門
松
を
立
て
る
所
と
立
て
な
い
所
が
あ
る
が
、
立
て
る
所
で
は
、
「ふ
つ
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表5 神の正月における門松と死人の正月における門松の比較
一覧表

神の正月における円松 死人の正月における門松

1 天 日 齢 ヵャsa、lJA9らスち

2 鯛 ミクル々 と呼鶏 の札 絶対にミクルマを避けてちがうものを立てる。

3 瓶 勢こは門松を立てる。

4 田泉 蓋 の札 ボロの一段くらいの低 枝札

‐r 卵 抑 り。 二揚導柿り。

G 中野 ミクルマ。 枝松を、夕ヽナンバをさf 44にさし立てる。松周
ミクル々 にしてはいけなV、 ミクル々 は神サン
のみ日覚うから。夕ヽナタテにユて名

7 中村 ミクメン毛 フタクルマ。家によればとトクルマ (一葡 に
もら

9 田之内 志のある松ではなく、枝松』吏う。

ｍ 構 松の枝で三節あるやつを切つてきて、墓の岡慎
に立く ここに4 ・2 4 のシメを張る。

達 普通の正月の場合はミクル々 と言い、郵 卵
翻寛う。

肇ナンのはとトクルマだけの松を立てる。

２ 寺尾 ミクル々 臨 の櫛 、コロには、二部み松内
せんもんじゃ。フタクルマの松はせんもんじゃ
とヤヽう。

二議のは フタクル々の札

西ヶ市 塾こは松を立てる。枝松かどうかはしらスち

止 山青 駐松を両脇に立く ここにシメを張る。
５ 黒田 松をヨ こ立てる。
ハ０ 久保ヶ内 墓で門松を立てる。
，
イ ミクルマは普通の正月の印 こする。 ミクルマでなしに、フタクルマの松にする。フ

タクルマはタツミの時にしかしなV、墓つ帥

に松を立て、そこヘシメを張りわ志 。墓の両

側は松溜すであり程は立てなV、
８ 観 鞭 の正凋の妨 は、態 つあるミクル々 とV

うやa
松は一本松と言い、枝

一つあるやつを立てる。
三叢松ではない。タツミの場合は、枝

一つた

け、即ちヒトクル々 のはである。
２
鱗 本のある松でなしに檎の部分を立てる。松の伊

とフカタヤ違 の両脇にある′ヽすタテにさし立【

てヤV も

揚 動 墓で松を立てる。

み 酪 本当の正月の松は 枝松を使うことを酪 、2
的 ある松翔 遭 ならなかつた

墓には松を立ててオンメを5に`ておく。この鴻
はZ ず枝松を使わないか,ち

跡 力尋 竹を墓の両脇につきさして立てておき、これに
オンメを張りわた坑 松は必ヂ枝松翻 い、務
松でミクル午のもの44r1/Jとともにさし立ててネ
くぃ

2 7 ナlJ村 裏には松を立てる。
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う
の
正
月
に
は
３
輩
の
松
を
立
て
る
が
、
こ
の
時

（筆
者
注

…
「死
人
の
正
月
」
の
場
合
）

の
松
は
ボ
ロ
の
一
段
ぐ
ら
い
の
も
の
を
墓
地
に
立
て
る
。
枝
松
を
さ
し
立
て
る
」
と
言

う
。
正
式
な

「神
の
正
月
」
の
た
め
の
円
松
は
、
４
で
も
２
と
同
様
に
根
本
か
ら
切
つ

た
二
蓋
の
松
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
「死
人
の
正
月
」
の
た
め
の
円
松
は

「ボ
ロ
の

一
段
ぐ
ら
い
の
も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
も
根
元
か
ら
伐
つ
た
も
の
で
は
な
く
枝
松
で
あ

る
的
「ボ
，
の
一
段
ぐ
ら
い
の
も
の
」
が
象
徴
す
る
如
く
、
正
式
な
根
本
切
り
の
三
蓋
の

円
松
と
較
べ
れ
ば

「ボ
”
」
で

「
一
段
」
の

「枝
松
」
は
、
徹
底
的
に
差
別
化
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
落
差
こ
そ
が

「神
」
と

「死
人
」
と
の
落
差
ま
た
は
世
間
的
位
置
づ
け
の

差
を
反
映
す
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
「神
」
と

「死
人
」
と
は
全
く

異
質
な
世
界
に
属
す
べ
き
存
在
と
見
依
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
「幹
」
と

「枝
」
の

差
、
立
派
な

「三
蓋
の
松
」
と

「ボ
ロ
の
一
段
ぐ
ら
い
」
の

「杖
松
」
の
差
は
、
質
的

変
化
を
伴
っ
て
神
と
死
者
霊
と
の
間
に
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

５
で
は
、
霊
自
通
の
円
松
は
三
段
飾
り
で
あ
る
が
、
タ
ツ
ミ
の
場
合
は
二
段
節
り
に
し

て
お
く
」
と
言
】ク
。
こ
こ
で
は
、
僅
か

「三
段
」
か

「二
段
」
か
の
た
っ
た

一
段
の
違

い
で
あ
る
が
、
こ
の

「
一
段
」
の
中
に
決
定
的
な
質
を
異
に
す
る
枠
組
み
を
内
在
さ
せ

て
い
た
点
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。

Ｃ
で
は
、
墓
に

「松
を
立
て
た
が
、
門
松
の
よ
う
に
は
地
面
に
立
て
ず
、　
ハ
ナ
ン
バ

（近
藤
注
…
穫
の
こ
と
）
を
さ
す
竹
に
松
の
枝
を
立
て
て
い
た
。
ハ
ナ
タ
テ
に
立
て
た
。

松
は
ミ
ク
ル
マ
に
し
て
は
い
か
ん
、
ミ
ク
ル
マ
は
神
サ
ン
に
の
み
使
う
か
ら
」
と
言
う
。

こ
こ
で
も
、
根
本
切
り
の
ミ
ク
ル
マ
と
枝
松
の
間
に
は
厳
格
な
ケ
ジ
メ
が
つ
け
ら
れ
て

お
り
、
三
蓋
の
松
と
し
て
の
ミ
ク
ル
マ
は

「神
サ
ン
の
み
に
使
う
か
ら
」
墓
に
立
て
る

松
は
三
蓋
で
あ
る
事
を
禁
止
さ
れ
、
し
か
も
枝
松
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
枝
松
は
形
こ
そ
門
松
に
似
せ
て
墓
の
両
臨
に
立
て
ら
れ
る
も
の
の
、
専
ら
仏
に
し

か
捧
げ
ら
れ
な
い
種
を
押
し
た
て
る
た
め
の
ハ
ナ
タ
テ
と
呼
ば
れ
る
竹
筒
に
押
し
込
ま

れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
墓
地
に
立
て
る
門
松
と
し
て
の
枝
松
は
、　
ハ
ナ
シ
パ
程
度
に

し
か
見
徴
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「ミ
ク
ル
マ
は
神
サ
ン
の
み
に
使
う
か
ら
」
、

墓
に
立
て
る
門
松
は

「ミ
ク
ル
マ
に
し
て
は
い
か
ん
」
と
い
う
伝
承
の
票
に
は
、
枝
松

を
専
ら
用
い
、
し
か
も
こ
れ
を
ハ
ナ
タ
テ
に
差
し
込
む
点
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
「神
」

と

「死
人
」
と
の
間
に
介
在
す
る
絶
対
的
な
縦
の
年
功
序
列
的
枠
組
み
が
見
え
て
く
る
。

「神
」
か
ら
見
れ
ば

「死
人
の
正
月
」
と
し
て
タ
ツ
ミ
に
墓
で
祀
ら
れ
る
死
者
霊
は
、

最
も
初
歩
的
な
最
底
辺
の
存
在
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

両
者
間
に
は
、
絶
対
的
に
こ
え
ら
れ
な
い
質
的
な
隔
絶
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
７
で
は

「墓
に
は
円
松
が
立
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
松
は
普
通
の
正
月

の
松
と
は
異
な
り
、
ミ
ク
ル
マ

（三
蓋
）
に
な
つ
た
も
の
を
墓
の
両
脇
に
立
て
、
こ
こ

に
オ
シ
メ
を
張
る
。
家
に
よ
れ
ば
、　
一
つ
の
ク
ル
マ

（
一
蓋
）
の
も
の
も
立
て
て
い
た
」

と
言
う
。
こ
こ
で
も
、
ミ
ク
ル
マ
は
、
「神
の
正
月
」
の
定
香
で
あ
り
、
「死
人
の
正
月
」

に
は
絶
対
的
に
使
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
墓
の
円
松
は
フ
タ
ク
ル
マ
、

ま
た
は
家
に
よ
れ
ば
ヒ
ト
ク
ル
マ
さ
え
使
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
４
で
言
う

「ボ
ロ
の

一
段
ぐ
ら
い
の
」
「枝
松
」
と
軌
を

一
に
す
る
。
言
及
こ
そ
な
い
も
の
の
、
７
で
は
４
と

同
様
に

「枝
松
」
が
墓
の
両
側
に
立
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
得
る
。
１．
で
は
、
「墓
に
は

松
と
オ
ン
メ
が
ぁ
る
。
松
は
普
通
の
正
月
と
は
ち
が
ぅ
。
普
通
の
正
月
の
場
合
は
ミ
ク

ル
マ
と
言
い
、
三
蓋
の
松
を
使
う
が
、
墓
サ
ン
の
は
と
ト
ク
ル
マ
だ
け
の
松
を
立
て
る
」

と
言
う
。
こ
こ
で
も
４
「
７
と
同
じ
く
ミ
ク
ル
マ
と
し
ト
ク
ル
マ
の
差
が
神
と
死
者
霊

と
の
間
で
決
定
的
な
質
の
違
い
に
な
つ
て
い
る
。
「墓
サ
ン
一
と
墓
に
対
し
て
敬
語
を
使

う
も
の
の
、
２
で
言
う

「死
ん
だ
時
の
門
松
」
と
同
じ
く
、
死
者
霊
の
た
め
の
円
松
を

意
味
し
て
お
り
、
ミ
ク
ル
マ
と
は
似
て
非
な
る
と
ト
ク
ル
マ
の
門
松
が
採
用
さ
れ
る
の

で
あ
っ
た
。
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
と
ト
ク
ル
マ
の
門
松
は
根
元
切
り
の
も
の

で
は
な
く
、
や
は
り
こ
れ
も
似
て
非
な
る
枝
松
が
採
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

セ
で
は
、
霊
自通
の
正
月
で
ぁ
れ
ば
ミ
ク
ル
マ

（三
蓋
の
松
）
の
松
を
門
松
と
し
て
立

て
る
が
、
仏
の
正
月
の
場
合
は

『
二
蓋
の
松
』
を
用
い
る
。
普
通
の
正
月
と
少
し
達
え
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て
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
正
月
に
は

『
二
蓋
の
松
を
せ
ん
も
ん
じ
や
』
、
『
フ
タ
ク
ル
マ

の
松
は
せ
ん
も
ん
じ
や
』
と
い
う
。
墓
の
両
側
に
フ
タ
ク
ル
マ
の
松
を
立
て
、
こ
の
間

に
シ
メ
を
張
る
」
と
言
う
。
表
現
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
「蓋
の
松
」
と
フ
タ
ク
ル
マ
は

同

一
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

「普
通
の
正
月
」
即
ら

「神
の
正
月
」
に
使
う
事
を

忌
避
す
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
２
・
４
・
６
・
７
・
１１
の
伝
承
は
、
ミ
ク
ル
マ

は
普
通
の
神
の
正
月
に
立
て
る
も
の
だ
か
ら
、
「死
人
の
正
月
」
に
立
て
る
こ
と
を
忌
避

す
る
と
説
明
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
フ
タ
ク
ル
マ
が
主
体
と
な
っ
て
ぉ
り
、
こ

れ
を
専
ら

「死
人
の
正
月
」
に
使
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
月
に
は
ミ
ク
ル
マ
を
使
わ

ね
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
判
断
の
基
準
が
フ
タ
ク
ル
マ
の

「死
人
の
正
月
」
側
に
あ
り
、

「死
人
の
正
月
」
側
か
ら
見
れ
ば
ま
さ
に
ミ
ク
ル
マ

「三
蓋
の
松
」
こ
そ
異
常
な
の
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
両
者
の
相
対
的
な
関
係
が
巧
ま
す
し
て
表
出
さ
れ
て
お
り

「そ

の
一
年
間
に
せ
く
な
っ
た
人
の
正
月
じ
ゃ
」
と
言
う
伝
承
と
相
侯
っ
て
、
異
質
で
は
あ

る
が

「正
舟
」
と
い
う
点
で
は
同
等
の
意
味
を
持
つ
事
が
理
解
さ
れ
る
。

‐７
で
は
、
「墓
に
は
円
松
を
立
て
る
。
ミ
ク
ル
マ
で
な
し
に
、
フ
タ
ク
ル
マ
の
松
に
す

る
。
ミ
ク
ル
マ
は
普
通
の
正
月
、
フ
タ
ク
ル
マ
は
タ
ツ
ミ
の
時
に
し
か
し
な
い
。
墓
の

両
脇
に
は
松
を
立
て
、
そ
こ
ヘ
シ
メ
を
は
り
わ
た
す
。
墓
の
両
側
は
松
だ
け
で
あ
り
、

樫
は
立
て
な
い
」
と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
普
通
の
正
月
の
場
合
、
円
松
に
は
松
と
共
に

樫
も
立
て
て
い
た
が
、
「死
人
の
正
月
」
に
限
つ
て
は
差
別
化
を
は
か
る
た
め
、
敢
え
て

樫
を
加
え
な
か
っ
た
。
ミ
ク
ル
マ
を
フ
タ
ク
ル
マ
に
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
樫
も
ま
た

意
図
的
に
抜
い
て
、
「神
の
正
月
」
と
は
似
て
非
な
る
事
を
演
出
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

‐８
で
は
ヽ
「墓
に
は
松
を
立
て
て
シ
メ
を
振
り
、
シ
メ
に
は
ン
ロ
ワ
カ
バ
を
さ
し
込
む
。

こ
の
場
合
の
松
は
一
本
松
と
言
い
、
枝

一
つ
あ
る
や
つ
を
立
て
る
。
三
蓋
松
で
は
な
い
。

普
通
の
正
月
の
場
合
は
、
枝
三
つ
あ
る
ミ
ク
ル
マ
と
い
う
や
つ
だ
が
、
タ
ッ
ミ
の
場
合

は
枝

一
つ
だ
け
、
即
ち
と
ト
ク
ル
マ
の
松
で
あ
る
」
と
言
う
。
こ
こ
で
言
う
と
ト
ク
ル

マ
と
は
、
文
脈
か
ら
推
せ
ば
ま
だ
三
蓋
の
松
に
達
し
て
い
な
い
一
蓋
の
松
で
あ
る
。
三

蓋
の
松
と
比
較
す
れ
ば
、　
一
年
に

一
蓋
ず
つ
生
長
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
樹
齢
は
二
年

程
若
い
幼
少
の
松
と
見
ら
れ
る
。
四
十
九
日
以
後

一
年
末
満
の

「新
仏
」
を
対
象
と
す

る

【死
人
の
正
月
」
で
ぁ
っ
て
み
れ
ば
、
桐
齢
が
二
年
程
若
い
と
ト
ク
ル
マ
の
松
は
死

者
垂
の
た
め
の

「初
正
月
」
と
ぃ
ぅ
意
味
で
タ
ツ
ミ
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
問
松
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

２４
で
は
、
「墓
に
は
松
を
立
て
て
オ
ン
メ
を
引
い
て
お
く
。
こ
の
松
は
、
必
ず
枝
松
を

使
わ
な
い
か
ん
。
本
当
の
正
月
の
門
松
は
、
技
松
を
使
う
こ
と
を
忌
み
必
ず
芯
の
あ
る

松
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
言
う
。

こ
こ
で
は
、
「死
人
の
正
月
」
に
は
、
必
ず

「枝
松
」
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
逆
に

「本
当
の
正
月
」
で
は

「枝
松
を
使
う
こ
と
を
忌
」
む
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
ミ

ク
ル
マ
か
否
か
は
殆
ど
問
題
に
な
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
も
枝
松
か
ま
た
は
根
本
切
り
の
芯

の
あ
る
門
松
か
否
か
に
極
め
て
大
き
な
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
「神
の
正
月
」
に
「枝

松
」
を
立
て
る
事
を

「忌
む
」
と
い
う
伝
承
は
、
両
者
の
質
的
違
い
を
如
実
に
示
す
も

の
で
あ
る
。
「神
」
と
い
う
ハ
レ
の
秩
序
の
中
に
、
四
十
九
日
以
後
一
年
未
満
の
死
者
霊

ま
た
は
新
仏
と
い
う
ま
だ
殆
ど
浄
化

（
ハ
ラ
イ
）
さ
れ
て
い
な
い
ケ
の
秩
序
を
投
げ
込

む
よ
う
な
も
の

（ケ
ヘ
の
傾
斜
と
し
て
の
ケ
ガ
レ
）
で
あ
り
極
め
て
大
き
な
混
乱
を
引

き
お
こ
す
。
こ
れ
が

「忌
む
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
根
本
的
理
由
で
あ
り
、
根
本

切
り
の

「ホ
の
あ
る
松
」
と

「枝
松
」
は
両
者
の
質
的
差
異

（即
ち
ハ
レ
と
ケ
と
い
う

決
定
的
な
違
い
）
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「神

の
正
月
」
の
円
松
に
言
及
す
る
２
　
４
・
５
・
６
「
７
・
１１
・
１２
　
‐７
・
‐８
の
九
地
区

で
は
総
て
ミ
ク
ル
マ
ま
た
は

「三
蓋
の
松
」
を
立
て
る
と
い
う
伝
承
が
あ
る
点
か
ら
推

せ
ば
２４
で
も
当
然
こ
の

「本
の
あ
る
松
」
は
ミ
ク
ル
マ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「神
の
正
月
」
の
円
松
の
場
合
、
そ
の
詳
細
が
判
明
す
る
一
〇
例
中
２
・
４
・
５
・

６
　
７
・
■
　
１２
，
‐７
・
‐８
の
九
例
は
ミ
ク
ル
マ
ま
た
は

「三
蓋
の
松
」
と
説
明
し
て

お
り
、
独
リ
タ
だ
け
は

「志
の
あ
る
松
」
と
説
明
す
る
。
全
体
の
趨
勢
か
ら
推
せ
ば
、
「志
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の
あ
る
松
」
は
ど
う
考
え
て
も
ミ
ク
ル
マ
郎
ち
三
蓋
の
松
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「志
松
」
に
対
す
る

「枝
松
」
ミ
ク
ル
マ
即
ち
三
蓋
の
松
に
対
す
る
フ
タ
ク
ル
マ

（二

蓋
の
松
）
ま
た
は
と
ト
ク
ル
マ

（
一
蓋
の
松
）
が
、
「神
の
正
月
」
に
対
す
る

「死
人
の

正
月
」
の
極
め
て
大
き
な
指
標
と
な
っ
て
い
た
点
に
大
い
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
「神

の
正
月
」
に
お
け
る
円
松
は
、
必
ず
ミ
ク
ル
マ
の

「本
の
あ
る
松
」
が
家
つ
玄
関
先
に

立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
「死
の
正
月
」
に
基
に
た
て
ら
れ
る
門

松
は
地
区
に
よ
っ
て
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は

「枝
松
」

か
ま
た
は
ミ
ク
ル
マ

（三
蓋
の
松
）
を
避
け
た
フ
タ
ク
ル
マ

（二
蓋
の
松
）
か
ヒ
ト
ク

ル
マ

（
一
蓋
の
松
）
が
必
ず
登
場
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
「神
の
正
月
の
円
松
に
似
て

非
な
る
も
の
と
い
う
概
念
の
下
に
、
各
地
区
で
多
様
な
変
容
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
「神
の
正
月
」
に
お
け
る
円
松
の
詳
細
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
い
も
の
の
、
「死

人
の
正
月
」
の
円
松
に
言
及
し
た
も
の
が

一
二
例
程
見
ら
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
二
例

の
う
ち
の
七
例
は
、
墓
に
円
松
を
立
て
て
い
た
こ
と
自
体
は
判
明
す
る
も
の
の
、
そ
れ

以
上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
全
く
不
現
で
あ
る
。
１
で
は

「墓
に
は
門
松
を
立
て
る
。
枝

松
を
立
て
る
か
否
か
は
知
ら
ん
」
と
言
い
、
３
で
は

「墓
に
は
、
タ
ン
の
日
に
既
に
門

松
を
立
て
て
、
オ
シ
メ
を
張
っ
て
お
く
」、
１３
で
は

「墓
に
は
松
を
立
て
る
。
枝
松
か
ど

う
か
は
知
ら
ん
」、
い
で
は

「松
を
基
に
立
て
る
」、
五
で
は

「墓
で
門
松
を
立
て
る
」、

２２
で
は

「墓
に
は
松
を
立
て
、
シ
メ
を
張
る
」、
２７
で
は

「墓
に
は
松
を
立
て
、
シ
メ
を

張
る
」
と
言
っ
た
極
め
て
簡
略
な
も
の
が
多
く
、
そ
れ
が

「枝
松
」
な
の
か
ま
た
は

「芯

松
」
な
の
か
の
区
別
も
つ
か
ず
、
ま
た
ミ
ク
ル
マ
な
の
か
フ
タ
ク
ル
マ
ま
た
は
ヒ
ト
ク

ル
マ
な
の
か
の
区
別
さ
え
で
き
な
い
。

一
方
、
残
り
の
９
ｏ
ｌＯ
・
Ｍ
・
２．
　
２５
の
王
例
で
は

「神
の
正
月
」
に
お
け
る
門
松

に
対
す
る
言
及
は
無
い
も
の
の
、
「死
人
の
正
月
」
に
関
す
る
円
松
に
つ
い
て
は
あ
る
程

度
詳
細
な
言
及
が
あ
る
た
め
、
前
述
の
一
〇
例
に
２
・
４
・
５
　
６
　
７
・
１１
，
１２
・

‐７
，
‐８
　
２４
に
追
加
さ
せ
な
が
ら
そ
の
全
体
像
を
浮
き
彫
り
に
す
る
一
助
と
し
て
お
き

た
い
。

１０
で
は
、
「松
の
枝
で
、
三
節
あ
る
や
つ
を
切
っ
て
き
て
、
墓
の
両
側
に
立
て
、
こ
こ

に
四
　
二
ｔ
四
の
シ
メ
を
張
る
」
と
言
う
。
ミ
ク
ル
マ
で
は
な
く

「三
節
」
と
表
現
す

る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
枝
松
で
あ
る
た
め
、
所
謂
ク
ル
マ
に
は
な
ら
な
い
。
こ

の
た
め

「三
節
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
Ｅ

」
や

コ
ご

で
は
な
く
、
「神
の
正
月
」
と
同
一
の
ミ
ク
ル
マ

（三
蓋
の
松
）
の

「三
」
に
拘
る
も
の

の
、
「枝
松
」
か

「芯
松
」
か
で

「神
の
正
月
」
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の

文
脈
で
は
や
は
り

「枝
松
」
の
円
松
は

「死
人
の
正
月
」
に
し
か
立
て
て
は
な
ら
な
い

も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
「神
の
正
月
」
の
円
松
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
か
っ
た
が
、
文
脈

か
ら
兼
せ
ば
二
蓋
の
志
松
が
立
て
ら
れ
て
い
た
事
は
簡
単
に
想
像
し
得
る
。

２‐
で
は
、
「志
の
あ
る
松
で
な
し
に
枝
の
部
分
を
立
て
る
。
松
の
枝
と
フ
カ
バ
は
墓
の

両
脇
に
あ
る
ハ
ナ
タ
テ
を
さ
し
立
て
て
い
た
」
と
言
う
。
１０
の
如
き

「三
節
」
の
言
及

は
無
く
、
た
だ

「枝
松
」
で
あ
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
地
面
に
直
接
立
て

る
わ
け
で
は
な
く
、
墓
の
両
脇
に
あ
る
ハ
ナ
タ
テ
に

「枝
松
」
を
さ
し
立
て
る
点
は
、

い
か
に
も

「死
の
正
月
」
ら
し
い
。
前
述
の
４
の

「ボ
ロ
の
一
段
く
ら
い
の
枝
松
」
を

墓
地
に
立
て
た
と
い
う
伝
承
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
こ
で
も

「
一
段
」
し
か
な
い
枝

松
が
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

２５
で
は
、
「竹
を
墓
の
両
脇
に
突
き
刺
し
て
立
て
て
お
き
こ
れ
に
オ
シ
メ
を
振
り
わ
た

す
。
な
は
必
す
枝
な
を
用，
い
、
枝
な
で
章
タ
ル
マ
の
す
の
を
竹
と
と
ヽ
に
さ
し
立
て
て

お
く
」
（傍
点
筆
者
）
と
言
う
。
「死
人
の
正
月
」
に
立
て
る
門
松
は
、
こ
こ
で
も
４

６
・
１０
　
２‐
．
勢
と
同
様
に

「枝
松
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
「必
ず
枝
松
を
用
い
」
る

と
い
う
点
に
、
こ
の
習
慣
の
根
強
さ
が
窺
わ
れ
る
。
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
「枝
松
で
ミ

ク
ル
マ
の
も
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
「枝
松
」
で
あ
る
限
り
は
、
所
謂
ク
ル
マ
に
は
な

ら
ず
、
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
１０
の
如
く

「三
節
」
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
枝

松
の
場
合
で
ヽ
ク
ル
マ
と
呼
ば
れ
る
場
合
が
現
実
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
拘
れ
ば
、
７
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の
フ
タ
ク
ル
マ
、
と
ト
ク
ル
マ
、
１１
の
と
ト
ク
ル
マ
、
１２
の
フ
タ
ク
ル
マ
、
１７
の
フ
タ

ク
ル
マ
、
１８
の
フ
タ
ク
ル
マ
は
、
「志
松
」
で
は
な
ぐ

「枝
松
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
き

わ
め
て
高
く
な
る
。
少
な
く
と
も
、
「仏
の
正
月
」
で
墓
に
立
て
る
円
な
に

「枝
松
」
で

は
な
く

「志
松
」
を
使
っ
た
と
明
言
す
る
事
例
は

一
例
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点

か
ら
推
せ
ば
、
７
，
■
　
１２
・
・７
・
‐８
の
と
ト
ク
ル
マ
や
フ
タ
ク
ル
マ
、
５
の

「二
段

節
り
」
も
、
墓
に
立
つ
門
松
で
あ
る
限
り

「志
松
」
で
は
な
く

「枝
松
」
で
あ
っ
た
と

見
微
し
て
い
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。
「志
松
」
と

，技
松
」
の
間
に
は
、
外
見
以
上
の
決

定
的
な
異
質
性
が
隠
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ク
ル
マ
と
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も

「志

松
」
で
は
な
か
っ
た
点
は
大
い
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
場
合
、
ｌｏ
の

「松
の
枝

で
三
節
あ
る
や
つ
」
と
同
型
で
あ
り
、
こ
れ
を
ミ
ク
ル
マ
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
「

こ
の
他
、
９
で
は
、
「志
の
あ
る
松
で
は
な
く
、
枝
松
を
使
う
」、
１４
で
は

「枝
松
を

（墓
の
）
両
脇
に
立
て
、
こ
こ
に
シ
メ
を
張
る
」
と
言
い
、
「死
人
の
正
月
」
に
墓
へ
立

て
る
円
松
が

「忘
松
」
で
は
な
く

「枝
松
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

ま
た
、
「枝
松
」
か
否
か
、
フ
タ
ク
ル
マ
ま
た
は
と
ト
ク
ル
マ
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、

と
に
か
ぐ

「死
人
の
正
月
」
に
陳
し
て
墓
に
門
松
を
立
て
た
と
い
う
事
例
が
１
「
３
・

‐３
　
い
。
‐６
　
２２
・
２７
の
七
地
区
で
確
認
さ
れ
た
。
１
で
は

「枝
松
か
否
か
は
知
ら
ん
」

が
連
に
門
松
を
立
て
て
い
た
。
３
で
は
、
「墓
に
は
円
松
を
立
て
る
」
と
言
い
、
１２
で
も

「墓
に
は
松
を
立
て
る
。
枝
松
か
ど
う
か
は
知
ら
ん
」
、
１５
で
は

「松
を
墓
に
立
て
る
」、

Ｉ
で
は

「墓
で
門
松
を
立
て
る
」、
２２
で
は

「墓
で
松
を
立
て
る
」、
２７
で
は

「墓
に
は

松
を
立
て
る
」
と
言
う
。
こ
れ
ら
七
例
は
き
わ
め
て
暖
味
な
伝
承
で
あ
る
が
、
「神
の
正

月
」
の
円
松
と
対
比
し
得
る
２
・
４
　
５
　
６
・
７
・
１１
　
１２
・
‐７
・
‐８
・
２４
の
一
〇

例
、
ま
た
対
比
は
で
き
な
い
も
の
の

「仏
の
正
月
」
で
墓
に
立
て
る
円
松
の
詳
細
が
判

現
す
る
９
・
１４
・
２．
．
万
の
四
例
と
比
較
対
照
す
れ
ば
、
そ
の
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
合
ホ

松
」
で
ミ
ク
ル
マ
）
が
自
然
と
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

「死
人
の
正
月
」
の
門
松
と
の
対
比
の
上
で
考
察
を
加
え
れ
ば
、
「神
の
正
月
」
の
円

松
に
関
し
て
は
、
「枝
松
」
を
使
っ
た
り
、
し
ト
ク
ル
マ
ま
た
は
フ
タ
ク
ル
マ
の
松
を
使

っ
た
事
例
は
一
例
も
な
か
っ
た
。
「神
の
正
月
」
の
円
松
の
詳
細
が
判
明
す
る
全

一
〇
中

九
例
ま
で
が
ミ
ク
ル
マ
で
あ
っ
た
。
正
確
に
は
ミ
ク
ル
マ
は
２
・
６
，
７
・
■
・
１２
・

‐７
　
‐８
の
七
例
、
ョ
一蓋
の
松
」
が
４
・
■
，
１２
９
二
例
、
ョ
一段
飾
り
」
が
５
の
一
例

で
あ
つ
た
。
１１
・
２
の
二
地
区
で
は
、
ミ
ク
ル
マ
と

「三
蓋
の
松
」
が
重
複
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
者
は
各
々
名
称
が
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
実
体
は
三
つ
の
蓋
が
重
な
り
合
っ

た
形
と
し
て
同
一
で
あ
る
。
唯

一
こ
の
蓋
の
数
を
明
ら
か
に
し
な
か
つ
た
刀
は
、
全
体

の
趨
勢
か
ら
推
せ
ば
当
然
ミ
ク
ル
マ
を
採
用
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
２４
は

「本
当
の
正
月
の
問
松
は
、
枝
松
を
使
う
こ
と
を
忌
み
、
必
ず
ホ

の
あ
る
継
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
言
う
が
、
そ
の
一
方
で

「死
人
の
正
月
」

で
は

「必
ず
枝
松
を
使
わ
な
い
か
ん
」
と
言
う
。
因
み
に
、
「死
人
の
正
月
」
に

「枝
松
」

を
使
う
地
区
は
地
□
４
で
示
し
た
如
く
４
　
６
・
９
・
１０
　
Ｍ
　
２‐
．
２４
・
万
の
八
地

区
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
的
偏
り
を
示
す
事
な
く
、
ほ
ぼ
村
の
全
域
に
分
布
し

て
い
る
。
恐
ら
く
、
か
つ
て
は

「死
人
の
正
月
」
に
墓
に
立
て
る
門
松
は
総
て

「枝
松
」

が
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
コ

更
に
、
蓋
数
で
言
え
ば
、
ヒ
ト
ク
ル
マ
が
４
「
６
・
７
　
１１
・
１８
の
五
例
、
フ
タ
ク

ル
マ
が
５
・
６
，
７
・
セ
・
１７
の
五
例
、
ミ
ク
ル
マ
が
１０
　
２５
の
二
例
で
あ
っ
た
。
ミ

ク
ル
マ
は
、
「神
の
正
月
」
の
円
松
と
同
数
で
紛
ら
わ
し
い
た
め
か
、
１０
，
２５
の
両
地
区

で
は
必
ず

「枝
松
」
で
あ
る
事
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
２
で
は
、
「神
の
正
月
」
で
は

「絶

対
に
ミ
ク
ル
マ
を
避
け
て
ち
が
う
も
の
を
立
て
る
」
と
言
い
、
ま
た
６
で
も

「仏
の
正

月
」
の
門
松
は

一ミ
ク
ル
マ
に
し
て
は
い
ミ
ク
ル
マ
は
神
サ
ン

（
の
正
月
）
の
み
に
使

う
か
ら
」
と
言
う
点
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
１０
・
万
二
例
の
ミ
ク
ル
マ
が
決
し
て
本
来

的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
断
言
し
得
る
。
１０
・
万
で
敢
え
て

「枝
松
」
を
立
て
る
事

が
強
調
さ
れ
る
必
然
性
は
、
実
は
こ
の
辺
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
諸
点
を
総
合
す
れ
ば
、
「神
の
正
月
」
の
円
松
は

「技
松
」
を
使
っ
た
り
、
と
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ト
ク
ル
マ
ま
た
は
フ
タ
ク
ル
マ
の
松
を
使
う
事
例
は

一
例
も
な
く
、
「死
人
の
お
二
月
」

の
円
松
に
関
し
て
は
根
本
切
り
の

「ホ
松
」
で
ュ
つ
ミ
ク
ル
マ
仕
様
の
も
の
は

一
例
も

見
出
し
得
な
か
っ
た
。
２．
で
言
う
如
く
、
「神
の
正
月
」
で
は

「枝
松
」
を
立
て
る
事
自

体
が
タ
プ
ー
で
あ
り
、
ま
た
１２
で

「二
蓋
の
松
は
せ
ん
も
ん
じ
や
。
フ
タ
ク
ル
マ
の
松

は
せ
ん
も
ん
じ
や
」
と
言
う
如
く
、
「神
の
正
月
」
の
問
松
は
終
て
ミ
タ
ル
マ

（三
登
つ

松
）
と
決
ま
っ
て
ポ
リ
、
そ
れ
以
外
の
ヒ
ト
ク
ル
マ
や
フ
タ
ク
ル
マ
の
問
松
は
縁
起
が

悪
い

（祝
う
べ
き
正
舟
の
論
理
に
不
祝
儀
と
し
て
の
死
の
論
理
を
持
ち
込
む
）
も
の
と

し
て
忌
避
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
「死
人
の
正
月
」
の
問
松
は
根
本
切
の

「体
松
」
を
使
っ
た
と
明
言
す
る
事
例

は

一
例
も
な
く
、
総
て

「枝
松
」
で
あ
り
、
か
つ
と
ト
ク
ル
マ
ま
た
は
フ
タ
ク
ル
マ
で

あ
リ
ミ
ク
ル
マ
は
２
　
６
●
１８
の
如
く
意
図
的
に
避
け
て
い
た
。
敢
え
て
ミ
ク
ル
マ
を

使
用
す
る
場
合
は
、
ｌｏ
・
２５
の
如
く

「枝
松
」
を
強
調
し
て

「神
の
正
月
」
で
は
な
い

事
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
門
松
だ
け
に
限
定
し
て
も
、
「神
の

正
月
」
と

、死
人
の
正
月
」
の
間
に
は
、
決
定
的
な
異
質
性
が
殆
ど
各
事
例
に
見
出
し

得
る
の
で
あ
つ
た
。

七
　
墓
前
の
シ
メ
縄
と
シ
メ
飾
り

墓
の
シ
メ
縄
の
詳
細
は
表
６
に
題
め
て
お
い
た
。
全
二
人
地
区
中
、
そ
の
詳
細
が
判

明
す
る
、
の
は
二
三
列
で
、
シ
メ
飾
り
の
言
及
が
無
か
っ
た
も
の
が
、
１
　
に

・
２０
．

％
．
２８
の
五
例
で
あ
っ
た
。
た
も
、
２０
，
％
．
２８
の
三
地
区
で
は
門
松
も
シ
メ
縄
も
飾

ら
な
い
と
明
言
し
て
い
る
た
め
、
無
く
て
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
１
の
場
合
門

松
だ
け
は
立
て
て
お
り
、
か
っ
て
は
こ
の
付
属
品
と
し
て
シ
メ
縄
も
存
在
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
１６
で
は

「墓
へ
の
用
意
は
何
も
し
な
い
」
と
述
べ
る

一
方
で
、
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表6 神の正月におけるシメ健と死人の正月におけるシメ縄の比政
一覧表

神の正月におけるシメ縄 死人の正月におけるシメ罷

2 Ｗ喝 赤いワカバ。ンメの足の本教r曽可本
か忘れたが、本数はタツミとちが

ク。

白ワカ″、 シメの足の本数,ま何本か忘れたが、腎通のILE と日

ちがう。

3 木風 オンメの足は 1  5  3 、おまつり

の時は7  5 ・3 。

オンメの足はタツミには4 . 2  5。墓地の拝み石にくくつて

, るヽ。

4 ロ泉 オンメの足は 7  5  3 。 オンメの足は 1 5  3 。ワカバは挿さない。

5 野峨嵯 ワカバ、ウラジヨを挿す。オンメα

ない始めは右から左へ。オンメの足
は 1  5   3 。

オシメのなV坊わは左から右A、オンメの足は3  5  1。

6 野中 シメの足は1 . 5  3 。墓石にくくりつける。

7 村中 普通の正月の場合は奇数にする。タ
えば、1  5  3 など。

オンメの足は偶数にする。例えば1  2  3 とすれは6不に巧

る。白t ワヽカバを挿え

8 中上 普通の正コ とは造り方がちがう。墓の前に、形だけシメ縄を積

く。シメを張るようなことはしな↓ヽ

9 田之内 ンメにはフカバをさし込五 足の数は1 5 3 とする。

野内 神サンのシメは7  5 ・3 、晋由に

家のまわ りに張るンメは 1  5

3 。

シ‐ンといつて4  2  4 の足を出丸 ンメにシヨフカバをさ

し込あ

普通の正月は 1  5  3 の足を世

曳 赤いワカパを挿え

墓サンのは左右逆転して3 ・5  1 とする。墓サンのフカバ日

白V もヽのを使う。
２

記 シメの足は 1  5  3 6 シメには、

ウラジrr ヮヵパを再る曳

、この間にシメを張る。シメ

の足は4  5  3。ワカバを挿したかどうかしらスち

函ケ市 基にシメを長る。

Ｍ 山〓伺 ンメにはワカバをさし込五 鬼の数は知らん。

５ 口室
ド

普通の正月は、右ないのシメを振
る。 7  5  3 の足をつける。ウラ
ジロと赤いワカパを挿え

1 5  3にのうたシメを張る。ワカバをさすが 示いワカバ

ではなく、ンロワカバをさえ ヤマクサは正月に使うのと同じ

子子音篭響岳翻縁ラ3醤縄
の数をつける。7  5  3 ほめでたい篤 だから、 1 5  3

にする。

17 J 唇 旨通の正月は1 ・5  3 の足。 ウラジrlと言うて、ウラの白いフカバをオンメにさし込む、シ

メは4  5  3 にする。シメにワカ/ミ(白ワカバ)  ウラジII

をさし込乱

18 程 野 シメにはンロワカパを挿し込む。墓にンメを張っていr_
９ 田秋 旨通の正月は赤いフカバを挿し芝

転

オンメは望へは張らんずくに、そのまま置くだけ。石塔にシメ

をひつかけておく。タツミのはジクが白いワカバを挿曳 シメ

にはフカバだけしかさし込まなV、

2 1 総野 生きとる人のは 1  5  3 。 タツに張るのは反対に少なくし、4  2  1 とする。松にシメ

を張りわた丸

2 蛾 墓にシメを張る。

跡 谷大 ンメ縄の足は1  5  3 、右なV、 墓にシメを張る。コヨのシメと違う。キタジメといつて、北の

1まうに頭を持つて, くヽようにする。 足の本数がちがう。 ■
5  3 の足を3 5  1にする。家によつて多少ちがう。私α

家では3 . 5  1 にし、右ないのシメをこの時に限つて左なV

にする。普段と反対のことをする。白ワカバ翻えう。

Ｚ 西谷 普通の正月の場合は 1  5  3 。 仏の正月の場合は、ンメの足の数が少し違えてある。正確な観
字をはつきりを覚えていな↓、 フカバやウラジロもンメにはさ

転

冴 規 普通の正月には本物のワカバ
つけ根が赤いもの) をつける。
の正月ほ1  5  3 とする。

α

逼
案
普
墓にはンメ縄を張る。シメにはイヌワカタ`といつて、案のつll

根が白いものをさし込むもシメの両端にイヌフカバをさし辺

転 技を折つたやつをさし込む。オンメも少し遠えて4 ・5

3 とする。

牙 りlJH 普通の正月では 1  5  3 が足α

数。 ウラジ, は、ウラ側は裏にす

ンメを寝る。4A の正月の場合は3  5  1 と足の数を逆にす
る。ウラジヨは票側を表にする。
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別
の
伝
承
者
に
よ
れ
ば

「墓
で
門
松
を
立
て
る
」
と
も
言
う
た
め
、
か
つ
て
は
シ
メ
縄

も
当
然
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
「死
人
の
正
月
亡
の
シ
メ
縄
が
存
在
す
る
二
三
地
区
中
、
２
・
３
　
４
　
５

７
　
１０
，
■
・
１２
・
‐５
・
‐７
・
・９
・
２‐
，
２３
　
舛
・
万
　
２７
の
一
六
地
区
で
は

「神
の

正
月
」
の
シ
メ
縄
に
も
言
及
が
あ
る
た
め
、
両
者
の
詳
細
な
比
較
が
可
能
と
な
り
、
こ

れ
に
よ
っ
て

「新
仏
の
正
月
」
の
シ
メ
縄
の
あ
り
様
を
隣
立
た
せ
得
る
。

２
の
鳩
岡
で
は
、
「シ
メ
の
本
数
は
何
本
か
忘
れ
た
が
、
普
通
の
正
月
と
は
ち
が
ぅ
」

と
言
い
、
一神
の
正
月
」
と
の
違
い
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
「神
の
正
月
」

に
お
い
て
ヽ

「シ
メ
の
足
の
本
数
は
何
本
か
忘
れ
た
が
、
本
数
は
タ
ツ
ミ
と
ち
が
う
」

と
述
べ
、
相
互
の
具
体
的
な
本
数
の
詳
細
は
失
念
し
て
い
て
も
、
両
者
は
ち
が
う
、
ま

た
は
違
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
だ
け
は
強
烈
に
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
た
よ

う
で
あ
な
。
更
に
、
シ
メ
縄
に
挿
す
ワ
カ
バ

（
ュ
ズ
リ
ハ
の
こ
と
）
も

「新
仏
の
正
月
」

で
は

「白
フ
カ
バ
」
と
称
す
る
業
柄
が
白
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
「神
の
正
月
」
で

は

「赤
い
ワ
カ
バ

（実
柄
が
赤
い
も
の
ご

で
あ
り
、
微
細
な
点
に
於
い
て
も
明
確
に
異

な
つ
て
い
た
。
こ
の
違
い
は
、
「白
」
が
葬
式
や
悔
や
み
事
な
ど
の
不
祝
儀
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
の
に
対
し
、
「赤
」
は
正
月
ゃ
婚
礼

・
出
産
な
ど
め
で
た
い
祝
儀
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
ほ
ど
の
決
定
的
な
違
い
が
そ
の
根
底
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
仮
定
す
れ
ば
、
「死
人
の
正
月
」
は

「正
月
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
そ
の
実

体
は
優
れ
て
仏
事
で
あ
り
、
悔
や
み
事
に
分
類
す
べ
き
で
あ
っ
た
事
が
よ
く
理
解
で
き

Ｚ

Ｏ

。

因
み
に
、
『
牧
野
新
日
本
植
物
図
鑑
』
に
よ
れ
ば
ユ
ズ
リ
ハ
を
図
１
の
如
く
示
し
な
が

ら
、
「本
州

（中
南
部
）、
四
国
、
九
州
の
山
地
の
林
に
自
生
し
、
あ
る
い
は
庭
樹
と
し

て
植
え
ら
れ
る
常
緑
高
木
。
業
は
枝
の
先
に
集
ま
っ
て
互
生
し
、
末
を
ま
た
は
焚
播
告

あ
る
い
は
縦
と
の
定
い
和
が
あ
り

（皓
）
我
が
国
の
な
ら
わ
し
で
、
こ
の
案
を
新
年
の

節
り
と
す
る
。
舞
稲
の
縦
を
の
品
を
■
オ
一
ズ
ヵ
バ
と
い
す
。
（日
本
名
や
議
葉
は
、
そ

の
葉
の
新
旧
入
れ
か
わ
り
が
著
し
く
日
立
つ
た
め
に
い
う
倉
ご

（傍
点
筆
者
）
と
説
明

し
て
い
る
。
植
物
学
的
に
見
れ
ば
、
薬
柄
の
色
が
赤
ま
た
は
淡
紅
色
ま
た
は
緑
色
の
い

ず

れ

で

あ

ろ

う

が

、

学

名

は

０

増

腎

け

て

宮

目

Ｈ
臣

ｏ
Ｂ

胃

宮

日

ど
●
●

で

あ

り

、

葉

柄

の

色

の
差
異
は
学
名
上
に
反
映
さ
れ
ず
総
て
共
通
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
文
の
解
説
に
も
あ

る
如
く
、
「案
柄
の
緑
色
の
品
」
は
日
本
名
を
イ
ヌ
ュ
ズ
リ
ハ
と
称
し
、
正
式
に
は
ユ
ズ

リ
ハ
即
ち
ワ
カ
バ
の
範
疇
に

入
れ
な
い
も
の
な
の
で
あ

る
。
「イ
ヌ
」
と
は
、
大
山

淑
や
大
黄っ
梯
の
如
く
似
て
非

な
る
も
の
、
劣
る
も
の
、
ま

た
は

「犬
死
」
「
「大
侍
」
な

ど
、
む
だ
な
も
の
、
卑
し
め

経
ん
じ
て
く
だ
ら
な
い
も
の
の
意
を
示
し
て
お
り
、　
ユ
ズ
リ
ハ
と
イ
ヌ
ュ
ズ
リ
ハ
は
単

な
る
葉
柄
の
色
の
違
い

（赤
色
ま
た
は
淡
紅
色
）
と
い
う
赤
系
統
か
緑
色

〔こ
れ
を
民

族
話
彙
の
分
類
で
は
シ
ロ
と
表
現
す
る
〕
か
に
ょ
っ
て
、
そ
の
持
つ
意
味
は
正
反
対
の

評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
が
証
拠
に
、
前
者
は
専
ら

祝
儀
と
さ
れ
る
正
月
の
シ
メ
縄
に
多
用
さ
れ
る
が
、
後
者
は
不
祝
儀
卸
ち
葬
式
の
延
長

線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る

「死
人
の
正
月
」
に
し
か
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に

『牧
野
新
日
本
植
物
図
館
』
で
説
明
す
る
如
く
、
「譲
葉
は
、
そ
の
業
の
新
旧
入
れ
か
わ

り
が
著
し
く
目
立
つ
た
め
に
い
う
」
名
称
で
あ
り
、
こ
の
た
め

「葉
を
新
年
の
飾
り
」

と
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、　
ユ
ズ
ワ
ハ

（フ
カ
バ

【葉
柄
が
赤
い
も
の
）

と
イ
ス
ユ
ズ

リ
ハ

（自
ワ
カ
バ
）
の
間
に
は
祝
儀

（祝
い
）
と
不
祝
儀

（悔
や
み
）
と
い
う
決
定
的

な
異
質
性
が
あ
っ
た
事
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。
両
者
の
間
に
は
、
「赤
」
と

「自
」

と
い
う
案
柄
の
色
の
相
違
に
象
徴
さ
れ
る
如
く
、
コ
）の
世
」
と

「あ
の
世
」
ま
た
は

「神

の
正
月
」
と

「死
人
」
と
い
う
相
対
立
す
る
異
質
な
世
界
が
ケ
ジ
メ
と
し
て
存
在
し
て

図 1  ユズリハ (牧野新

日本植物回路』より)
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い
た
の
で
あ
っ
た
。

３
の
木
扇
で
は
、
「オ
シ
メ
の
足
は
タ
ツ
ミ
に
は
四
　
二

・
五
。
墓
地
の
拝
み
石
に
く

く
つ
て
い
る
」
と
言
う
。
表
４
に
示
し
た
如
く
、
別
の
伝
承
で
は
、
円
松
を
立
て
、
そ

こ
に
シ
メ
を
張
る
と
言
う
か
ら
同

一
地
区
で
あ
つ
て
も
家
に
よ
っ
て
そ
の
作
法
は
異
な

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「神
の
正
月
」
の
場
合
は

一
・
五
　
三
で
あ
り
、

祭
礼
の
時
は
七
　
五

・
三
と
微
妙
に
そ
の
本
数
が
異
な

っ
て
い
る
。
神
事
の
シ
メ
縄
の

足
の
本
数
は

「
一
・
五

・
三
」
な
い
し
は

「七

・
五

・
三
」
で

一
活
し
得
る
の
に
対
し
、

「死
人
の
正
月
」
で
は

「四
　
二
　
五
」
と
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
発
想
の
母
始
の

異
質
性
が
見
て
取
れ
る
。
印
ち
、
「五
」
は
三
者
に
共
通
す
る
も
の
の
、
「四

・
二
」
は

「死
」
に
通
じ
、
不
吉
な
数
と
し
て
絶
対
に
見
事
や
吉
事
に
は
使
わ
な
い
。
こ
れ
を
敢

え
て
シ
メ
縄
の
足
に
使
う
事
自
体
、
「死
人
の
正
月
」
と
言
う
も
の
の
、
「正
月
」
と
は

名
ば
か
り
で
葬
儀
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
事
が
理
解
で
き
よ
う
。

４
の
泉
田
で
は
、
「死
人
の
正
月
」
で
は

一
・
五
。
三
を
採
用
す
る
が
、
「神
の
正
月
」

で
は
七
三
で
あ
り
、
Ｆ

」
と

「七
」
の
数
の
違
い
で
死
者
霊
セ
神
を
区
別
し
よ
う
と
す

る
意
図
が
透
け
て
見
え
る
。
３
で
は

「
一
」
が

「神
の
正
月
」
で
、
「七
」
が

「お
ま
つ

り
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
地
区
の
違
い
に
よ
っ
て
分
類
基
準
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

５
の
嵯
峨
野
で
は
、
「死
人
の
正
月
」
の

「オ
シ
メ
の
約
い
始
め
は
左
か
ら
右

へ
。
オ

シ
メ
の
足
は
三
・
五

，
一
」
と
す
る
一
方
で
、
「神
の
正
月
」
で
は

「ォ
ン
メ
の
絢
い
始

め
は
右
か
ら
左

へ
。
オ
ン
メ
の
足
は
一
，
五

・
三
」
と
言
う
。
こ
の
場
合
、
シ
メ
縄
作

り
の
基
準
は
あ
く
ま
で

「神
の
正
月
」
の
方
に
あ
り
、
右
か
ら
左

へ
絢
い
、
更
に
シ
メ

縄
の
足
は

一
・
五

・
三
が
５
で
は
普
通
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
基
準
に
対
し
、
意
図
的

に
反
逆
す
る
か
の
如
く

「左
か
ら
右
へ
」
絢
い
始
め
、
加
え
て
足
の
配
置
も
左
右
逆
転

し
て

「三

・
五
・
一
」
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
推
し
て
も
、
神
事
と
し
て
の
祝
儀

に
対
し
、
「死
人
の
正
月
」
が
悔
や
む
べ
き

「不
祝
儀
」
で
あ
っ
た
事
を
言
外
に
表
現
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

７
の
中
村
で
は
、
千オ
ン
メ
の
足
は
偶
数
に
す
る
。
例
え
ば

一
・
二
・
三
と
す
れ
ば
六

本
に
な
る
。
白
い
フ
カ
バ
を
挿
す
」
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
、
「神
の
正
月
」
で
は
シ
メ

縄
の
足
は

「奇
数
に
す
る
。
例
え
ば
、　
一
・
五
　
三
な
ど
」
と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
シ

メ
縄
の
各
々
の
足
の
本
数
そ
の
も
の
に
意
味
を
認
め
る
の
で
は
な
く
、
総
合
計
が
偶
数

か
奇
数
か
に
よ
っ
て
、
仏
事
か
神
事
か
、
ま
た
は
悔
や
み
事
か
祝
儀
か
の
ケ
ジ
メ
に
し

て
い
た
。
偶
数
は
陰
の
数
で
不
祝
儀
に
専
ら
用
い
、
奇
数
は
陽
の
数
で
視
儀
に
用
い
る

と
い
う
陰
陽
道
の
思
想
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「死
人
の
正
月
」
で

「白
い
フ

カ
バ
」
が
シ
メ
縄
に
挿
し
込
ま
れ
て
い
た
が
、
「神
の
正
月
」
に
は
フ
カ
バ
に
つ
い
て
の

言
及
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
言
及
が
な
か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
実
際
に
登
場
し
て
い
な

か
つ
た
の
で
は
な
く
、
前
者
の

「白
い
ワ
カ
バ
」
か
ら
推
せ
ば
、
後
者
の
場
合
シ
メ
縄

に
挿
す
フ
カ
バ
は
２
の
如
く
当
然
葉
柄
の
赤
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

１０
の
内
野
で
は
、
「死
人
の
正
月
」
に
は

「シ
ユ
シ
と
い
つ
て
四

・
二
・
四
の
足
を
出

す
。
シ
メ
に
シ
ｒ
フ
カ
バ
を
さ
し
込
む
」
が
、
「神
の
正
月
」
で
は

「神
サ
ン
の
シ
メ
は

七
　
五

・
三
、
普
通
に
家
の
ま
わ
り
に
張
る
シ
メ
は
一　
五
　
三
」
の
足
を
出
す
と
言

う
。
シ
メ
縄
の
足
の
四

・
二
・
四
が
示
す
内
容
は
白
い
ワ
カ
バ
と
も
密
接
に
連
動
し
て

お
り

「死
人
の
正
月
」
に
於
け
る
悔
や
み
事
ぶ
り
を
遺
憾
な
く
物
語
っ
て
い
る
。
「四
・

二
・
四
」
の
シ
エ
シ
と
は
ま
さ
に

「死
に
死
」
に
通
じ
、
前
述
の
３
に
於
け
る

「四
・

二
　
四
」
以
上
に
葬
事
的
色
彩
が
濃
厚
な
も
の
に
な
つ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た

い
。
更
に
、
シ
メ
縄
に
シ
ロ
″
カ
バ
を
挿
す
の
で
あ
る
か
ら
、
二
重
の
意
味
で
葬
事
を

演
出
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
「神
の
正
月
」
で
は

「神
サ
ン
の
シ
メ
」
を

七

・
五
・
三
と
し
、
霊
中
通
に
家
の
ま
わ
り
に
張
る
シ
メ
」
を

一　
五
，
三
と
す
る
の
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
同
じ

「神
の
正
月
」
で
ぁ
っ
て
も
、
所
請

「歳
徳
神
」
を
始
め
と

す
る
神
々
と
、
単
な
る
家
や
器
物
と
の
間
で
捧
げ
る
シ
メ
縄
に
格
の
違
い
を
示
す
意
図

が
働
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
七

・
五
・
三
を
最
上
と
し
、
こ
れ
に
一
・
五
・
三
が
次
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ぎ
、
「四
・
二
・
五
」
や

「四
・
二
・
四
」
は
全
く
異
質
な
も
の
と
見
微
さ
れ
て
い
た
事

が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は

「死
人
の
正
月
」
に
シ
ロ
ワ
カ
バ
し
か
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、

２
と
同
様
に
元
は

「神
の
正
月
」
に

「赤
い
ワ
カ
バ
」
が
ン
メ
縄
に
挿
し
込
ま
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

■
の
大
窪
で
は
、
「墓
サ
ン
の
は
左
右
逆
転
し
て

「二
　
五
，
一
」
と
す
る
。
墓
サ
ン

の
フ
カ
バ
は
白
い
も
の
を
使
う
」
と
言
う

一
方
で
、
霊
日通
の
正
月
は
一
，
五

，
三
の
足

を
出
す
。
赤
い
フ
カ
バ
を

〈シ
メ
縄
に
）
挿
す
」
と
言
う
。
こ
こ
で
は
シ
メ
縄
の
足
の

本
数
自
体
は

「神
の
正
月
」
の
場
合
と
全
く
同
数
で
あ
る
も
の
の
、
「左
右
逆
転
」
即
ち

「三

・
五
。
一
」
と
す
る
事
で
祝
儀
で
は
な
い
に
み
事
で
あ
る
点
を
演
出
し
て
い
る
。

ワ
カ
バ
も
、
「自
」
に
対
す
る

「赤
」
を
登
場
さ
せ
て
お
り
、
両
者
の
質
的
違
い
を
完
壁

な
ま
で
に
明
瞭
に
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
つ
た
。
３
や
１０
の
如
く
直
接
的
に

「死
」
を

連
想
さ
せ
る

「四

，
二
」
の
足
は
登
場
し
な
か
っ
た
も
の
の
、　
一
・
五
・
三
の

「左
右

逆
転
」
と
い
う
現
象
が
自
フ
カ
バ
と
共
に
死
の
論
理
を
演
出
さ
せ
る
上
で
重
要
な
意
味

を
持
ち
得
る
点
に
は
大
い
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

・２
の
寺
尾
で
は
、
「墓
の
両
側
に
フ
タ
ク
ル
マ
の
松
を
立
て
、
こ
の
間
に
シ
メ
を
張
る
。

シ
メ
の
足
は
四

・
五
・
三
。
ワ
カ
バ
を
挿
し
た
か
ど
う
か
し
ら
ん
」
と
言
う
。
こ
れ
に

対
し
て

「神
の
正
月
」
で
は

「シ
メ
の
足
は

一　
五

・
三
。
シ
メ
に
は
、
ウ
ラ
ジ
ロ
，

ワ
カ
バ
を
吊
る
」
し
て
い
た
。
円
松
に
関
し
て
は
前
節
で
詳
述
し
た
が
、
根
元
切
り
の

三
蓋
の
松
が
、
「神
の
正
月
」
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
り
、
枝
松
で
Ｌ
ト
ク
ル
マ

（
一
蓋
）
ま
た
は
フ
タ
ク
ル
マ

（二
蓋
）
と
い
う
通
常
の
円
松
と
は
似
て
非
な
る
も
の

が
墓
に
立
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
変
則
的
な
円
松
に
運
動
す
る
か
の
如
く
、
シ
メ
縄
の

足
の

「四
　
五
　
三
」
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は

「神
の
正
月
」
は

「
一　
五
　
三
」

で
あ
つ
た
が
、
「四
」
と

「
一
」
の
相
違
の
中
に
死
者
霊
と
神
の
相
違
、
ま
た
は
悔
み
事

と
神
事
の
本
質
的
違
い
を
含
み
持
た
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
「死
人
の
正
月
」
で

「フ

カ
バ
を
挿
し
た
か
ど
う
か
し
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
全
体
の
趨
勢
か
ら
推
せ
ば
こ

こ
は

「自
ワ
カ
バ
」
で
あ
り
、
「神
の
正
月
」
に
於
け
る
フ
カ
バ
は
葉
柄
の
赤
い
も
の
が

シ
メ
縄
に
挿
し
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。

・５
の
黒
口
で
は
、
「死
人
の
正
月
」
に
は

「
一
・
五
。
三
に
の
う
た
シ
メ
を
張
る
。
フ

カ
バ
を
さ
す
が
、
赤
い
ワ
カ
バ
で
は
な
く
ン
ロ
ワ
カ
バ
を
さ
す
。
ヤ
マ
ク
サ
は
正
月
に

使
う
の
と
同
じ
ウ
ラ
ジ
ロ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
裏
表
反
対
に
さ
し
込
む
。
オ
シ
メ
は
左

な
い
に
し
て
、　
一
・
五

・
三
に
し
て
お
く
。
シ
メ
を
墓
に
張
る
。
足
の
数
は
七

・
三

・

三
や
ら

一
・
五

・
三
や
ら
知
ら
ん
が
、
普
通
に
す
る
の
と
は
逆
の
数
を
つ
け
る
。
七

・

五
　
三
は
め
で
た
い
時
。
だ
か
ら
、　
一　
五
・
三
に
す
る
。
」
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
、

「神
の
正
月
」
に
は

，右
絢
い
の
シ
メ
を
張
る
。
七
　
五
・
三
の
足
を
つ
け
る
。
ウ
ラ

ジ
ロ
と
赤
い
ワ
カ
バ
を

（シ
メ
縄
に
）
挿
す
」
と
言
う
。

シ
メ
縄
の
足
の
数
を
確
か
め
る
際
、
最
初
は

「七

・
五
・
三
や
ら

≡
・
五
・
三
や
ら

知
ら
ん
」
と
言
つ
て
お
き
な
が
ら
、
「死
人
の
正
月
」
の
場
合
は

「普
通
に
す
る
の
と
は

逆
の
数
を
つ
け
る
。
七
　
五
　
三
は
め
で
た
い
時
。
だ
か
ら

一
，
五
・
三
に
す
る
。
」
と

い
う
論
の
組
み
立
て
は
端
な
く
も

「死
人
の
正
月
」
と

「神
の
正
月
」
の
あ
り
よ
う
ま

た
は
両
者
の
関
係
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
即
ち
、
両
者
は
価
値
観
の
上
で
互
い
に

逆
転
し
た
関
係
に
あ
り
、
前
者
が
不
祝
儀
で
あ
れ
ば
、
後
者
は
祝
儀
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
霊
中通
」
の
祝
儀
と
し
て
の
正
月
の
神
祀
り
の
シ
メ
の
足
が
七

・

五
・
三
で
あ
る
の
に
対
し
、
「死
人
の
正
月
」
の
場
合
は

一
・
五

・
三
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
場
合
、　
一
・
五

・
三
の
数
そ
の
も
の
に
絶
対
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
が
七

・
五
・
三
と
い
う

「神
の
正
月
」
の
シ
メ
縄
の
足
と
は
違
う
と
い
う
相
対
的
な

意
味
で
、
「死
人
の
正
月
」
の
シ
メ
の
足
と
い
う
性
格
が
賦
与
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ

れ
が
証
拠
に
３
・
７
・
１０
・
１１
・
‐２
・
”
・
２‐
．
２４
　
２５
・
２７
の
一
〇
地
区
で
は

「神

の
正
月
」
の
シ
メ
縄
の
足
に
実
際
に
一
・
五
。
三
の
足
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

ま
た
４
　
６
・
９
，
１５
の
四
地
区
で
は
逆
に

「死
人
の
正
月
」
の
シ
メ
縄
に

一　
五

，

三
の
足
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
但
し
、
こ
の
場
合
、　
一
　
五

・
三
の
み
相
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互
乗
り
入
れ
可
能
で
あ
り
、
七
　
五
　
三
の
シ
メ
縄
の
足
は

「死
人
の
正
月
」
に
は

一

切
登
場
す
る
事
な
く
、
専
ら

「神
の
正
月
」
の
み
に
採
用
さ
れ
て
い
た
。
一
と
七
で
は
、

自
ら
格
の
違
い
が
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

シ
メ
縄
の
絢
い
方
も
、
右
絢
い
と
左
約
い
で
、
「神
の
正
月
」
と

一死
人
の
正
月
」
の

ヶ
ジ
メ
が
ぁ
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
前
者
の
質
的
差
異
の
表
明
の
一
手
段
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
１５
で
は
ウ
ラ
ジ
ロ
の
事
を
ヤ
マ
ク
サ
と
も
言
う
が
、
こ
れ
を

シ
メ
縄
に
挿
し
込
ん
で
飾
る
際
、
「神
の
正
児
」
と
は
逆
に
、
表
裏
を
反
対
に
す
る
。
普

通
は
、
ウ
ラ
ジ
ロ
と
言
う
程
で
あ
る
か
ら
白
い
方
が
裏
に
な
り
、
青
い
表
面
の
業
を
外

側
に
向
け
て
飾
る
の
で
あ
る
が
、
「死
人
の
正
月
」
に
限
つ
て
は
逆
に
裏
の
白
い
方
を
表

に
向
け
て
飾
る
の
で
あ
っ
た
。
白
ワ
カ
バ
と
共
に
、
「白
」
が

「死
人
の
正
月
」
を
表
明

す
る
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
見
微
し
得
る
。
こ
れ
は
一　
五
・
二
の
シ
メ
縄
の
足
の
数
、

自
ワ
カ
バ
、
左
約
い
の
シ
メ
縄
と
相
倹
っ
て
、
第
四
番
目
の
逆
転
現
象
の
表
明
と
見
枚

し
得
る
。
こ
れ
程
徹
底
し
た
現
象
は
、
他
に
例
を
見
な
い
。
か
つ
て
は
、
こ
れ
が
新
宮

村
に
於
け
る
標
準
的
な

「死
人
の
正
月
」
の
シ
メ
飾
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

‐７
の
上
居
で
は
、
「神
の
正
月
」
で
は

一　
五
・
二
の
シ
メ
縄
の
足
を
垂
ら
す
の
に
対

し
、
「死
人
の
正
月
」
で
は

「ウ
ラ
ジ
ロ
と
言
う
て
、
ウ
ラ
の
白
い
フ
カ
バ
を
オ
シ
メ
に

さ
し
込
む
”
ン
メ
は
四
・
五
■
三
に
す
る
。
シ
メ
に
ワ
カ
バ

（自
フ
カ
バ
）

ツ
ラ
ジ
ロ

を
さ
し
込
む
」
と
言
う
。
こ
こ
で
言
う

「ウ
ラ
の
白
い
フ
カ
バ
」
と
は
、
前
後
の
文
脈

か
ら
推
せ
ば
フ
カ
バ
即
ち
ユ
ズ
リ
ハ
で
は
な
く
、
学
歯
類
の
裏
白
を
指
す
も
の
で
あ
り
、

若
子
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
四

・
五
・
二
と
言
う
シ
メ
縄
の

足
で
あ
ろ
ヶ
”
「神
の
正
月
」
が

一
，
五
　
三
の
足
で
あ
る
の
に
対
し
、
四
・
五
・
三
と

し
て
特
に

「四
」
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
「死
人
の
正
月
」
の

「死
」

を

「四
」
に
掛
け
た
も
の
で
あ
り
、
自
ワ
カ
バ
と
共
に

「神
の
正
月
」
と
は
質
が
違
う

事
を
表
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
こ
こ
に
登
場
す
る
ウ
ラ
ジ
】
も
、
１５
の
表
裏
逆
転
し
た
節
り
方
を
考
え
合
わ
せ

れ
ば
、
白
い
裏
を
表
に
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

い
の
秋
田
で
は
、
霊
中
通
の
正
月
は
赤
い
ワ
カ
バ
を
挿
し
込
む
」
と
言
う
が
、
「死
人

の
正
月
」
に
は

「オ
シ
メ
は
基
（
は
張
ら
ん
ず
く
に
、
そ
の
ま
ま
置
く
だ
け
。
石
塔
に

シ
メ
を
ひ
つ
か
け
て
お
く
。
タ
ツ
ミ
の
は
ジ
ク
が
自
い
フ
カ
バ
を
揮
す
。
シ
メ
に
は
ワ

カ
バ
だ
け
し
か
さ
し
込
ま
な
い
」
と
言
う
。
こ
こ
で
は

「赤
」
ワ
カ
バ
に
対
す
る
業
の

ジ
ク
が

「白
い
ワ
カ
バ
」
だ
け
が
強
調
さ
れ
、
シ
メ
縄
の
足
の
数
に
対
す
る
言
及
が
な

く
、
ま
た
ウ
ラ
ジ
ロ
の
存
在
も

「
シ
メ
に
は
フ
カ
バ
だ
け
し
か
さ
し
込
ま
な
い
」
と
し

て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
儀
礼
の
消
滅
過
程
の
中
で
、
「赤
」
に
対
す
る

「白
」
だ
け
が
、

「神
の
正
月
」
に
対
す
る

「死
人
の
正
月
」
の
ケ
ジ
メ
と
し
て
最
後
ま
で
強
烈
に
記
憶

に
留
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

２‐
の
絡
野
で
は
、
「生
き
と
る
人
の
は
一
・
五

・
三
」
だ
が
、
「死
人
の
正
月
」
の
場

合

「タ
ツ
に
張
る
の
は
反
対
に
少
な
く
し
、
四
・
二
。
一
と
す
る
”
松
に
シ
メ
を
張
り

わ
た
す
」
と
言
う
。
神
を
祀
る
た
め
の
正
月
を

「生
き
と
る
人
こ
の
正
月
と
表
現
す
る

が
、
所
謂

「仏
の
正
月
」
に
対
す
る
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お

き
た
い
。
「生
き
と
る
人
」
の
対
概
念
は

「死
ん
だ
人
」
で
あ
り
、
「仏
の
正
月
」
を

「死

人
の
正
月
」
と
す
る
近
藤
の
概
念
規
定
が
決
し
て
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
事
を
示
す
も

の
で
な
か
ろ
う
か
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
包
丁
の
先
に
突
さ
刺
し
た
餅
を
食
べ
さ
せ
た

り
、
縁
起
直
し
の
ウ
マ
の
日
の
餅
配
り
時
に
ナ
マ
グ
サ
モ
ノ
を
添
え
る
な
ど
、
凡
そ
殆

ど

一
連
の
葬
送
儀
礼
に
匹
敵
す
る
も
の
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
従
来
か
ら
言
わ

れ
て
き
た

「仏
の
正
月
」
の
概
念
で
は
ど
う
し
て
も
納
ま
り
切
ら
な
い
の
で
あ
る
。
分

析
概
念
と
し
て
、
こ
こ
で
は
ど
う
し
て
も

「死
人
の
正
月
」
が
最
も
適
切
な
も
の
と
な

スつ
。さ

て
、
２．
で
は

一
・
五
　
二
の
シ
メ
縄
の
足

（
「神
の
正
月
し

に
対
し
て
四
・
二
・

一
を

「死
人
の
正
月
」
に
採
用
し
て
い
る
。
「タ
ツ
に
張
る
の
は
反
対
に
少
な
く
」
す
る

と
言
う
の
は
、
「神
の
正
月
」
の
場
合
は
一　
五
。
こ
と
し
て
真
ん
中
が
五
で
最
も
数
が
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多
く
、
左
端
が

一
で
最
も
数
が
少
な
い
の
に
対
し
、
「死
人
の
正
月
」
の
場
合
は
左
端
が

四
で
最
も
数
が
多
く
、
順
次
二

，
一
と
右
端

へ
行
く
に
従

っ
て
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
象
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
四

・
工
が

「死
」
に
通
じ
て
い
る
た
め
、
こ
の
数

字
が

「死
人
の
正
月
」
の
シ
メ
縄
の
足
に
採
用
さ
れ
た
点
は
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
で

あ
る
。
こ
の
点
か
ら
ヽ

「仏
の
正
月
」
で
は
な
く

「死
人
の
正
月
」
と
し
た
方
が
よ
り

正
鵠
を
射
た
表
現
で
あ
る
事
が
よ
く
理
解
で
き
よ
う
。

２３
の
大
谷
で
は
、
「神
の
正
月
」
に

「
シ
メ
縄
の
足
は

一
・
五

・
三
、
右
繭
い
」
で
作

る
の
に
対
し
、
「死
人
の
正
月
」
に
は

「墓
に
シ
メ
を
張
る
。
正
月
の
シ
メ
と
違
う
。
キ

タ
ジ
メ
と
い
っ
て
、
北
の
ほ
う
に
頭
を
持
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。
足
の
本
数
が
ち
が

う
。　
一　
五

。
こ
の
足
を
三

・
五
　
一
に
す
る
。
家
に
よ
っ
て
多
少
ち
が
う
。
私
の
家

で
は
三

・
五

。
一
に
し
、
有
約
い
の
シ
メ
を
こ
の
時
に
限
つ
て
左
絢
い
に
す
る
。
手
段

と
反
対
の
き
な
な
す
な
。
白
フ
カ
バ
を
使
う
」
（傍
点
筆
者
）
と
言
う
。

こ
こ
で
も
、
キ
タ
ジ
メ
、
三
・
五

，
一
の
足
、
自
ワ
カ
バ
の
二
点
に
於
い
て
逆
転
の

論
理

（
「普
段
と
反
対
の
こ
と
し

が
活
用
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
中

で
も
、
他
の
類
例
と
異
な
る
点
は
、
キ
タ
ジ
メ
と
称
す
る
シ
メ
縄
の
頭
部
を
北
方
に
設

置
す
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
葬
送
儀
礼
に
於
け
る

「北
枕
」
を
念
頭
に

置
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
シ
メ
縄
は
死
体
の
メ
タ
フ
ァ
ー
な
の
で
あ
っ
た
。
ま

さ
に
、
「死
人
の
正
月
」
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

通
常
の
シ
メ
縄
は
右
絢
い
で
あ
る
が
、
「死
人
の
正
月
」
に
限
つ
て

「右
楠
い
」
に
す

る
点
は
、
前
述
の
ｌＳ
に
も
見
ら
れ
た
。
新
官
村
で
は
、
１５
・
２３
の
ニ
ケ
所
で
し
か
左
右

逆
転
絢
い
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
元
は
こ
れ
以
外
の
他
の
多
く
の
地
区
で
も
逆
転

の
論
理
の
下
に

「左
絢
い
」
が
活
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「死
人
の
正
月
」
に

「白
フ
カ
バ
を
使
う
」
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
言
及
こ
そ
な

い
も
の
の

「神
の
正
月
」
に
は
当
然
業
柄
が

「赤
い
ワ
カ
バ
」
が
ン
メ
縄
に
挿
し
込
ま

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。

２４
の
西
谷
で
は
、
霊
中
通
の
正
月
の
場
合
は
一　
五

・
三
」
の
シ
メ
縄
の
足
が
つ
く
と

言
う

一
方
、
「仏
の
正
月
の
場
合
は
、
シ
メ
の
足
の
本
数
が
少
し
達
え
て
あ
る
。
正
確
な

数
字
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
な
い
。
フ
カ
バ
や
ウ
ラ
ジ
ロ
も
シ
メ
に
は
さ
む
」
と
い

う
。
シ
メ
縄
の
足
の
本
数
は
既
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
「少
し
違
え
て
あ
る
」
点
か
ら

推
せ
ば
、
三

・
五

，
一
と
い
う
逆
転
で
は
な
く
、
四

・
二

・
五
と
か
四
・
二
・
四
ま
た

は
四
　
五
　
三
や
四
・
二

・
一
な
ど
の

「死
」
に
通
じ
る

「四

・
二
」
の
数
が
必
ず
読

み
込
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
よ
り
神
格
に
近
い
と
さ
れ
る
七

・

五
・
三
の
数
で
は
な
い
事
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

シ
メ
縄
に
挟
ま
れ
る
フ
カ
バ
や
ウ
ラ
ジ
ロ
は
、
他
の
事
例
を
考
慮
す
れ
ば
、
当
然
白

フ
カ
バ
で
あ
り
、
白
い
裏
を
表
に
向
け
て
表
裏
逆
転
さ
せ
た
ツ
ラ
ジ
ロ
な
の
で
あ
ろ
う
。

２５
の
大
屋
で
は
、
「普
通
の
正
月
に
は
本
物
の
ワ
カ
バ

（業
の
つ
け
根
が
赤
い
も
の
）

を

（シ
メ
縄
に
）
つ
け
る
。
普
通
の
正
月
は

（
シ
メ
縄
に
垂
ら
す
足
を
）

一
ヽ
五
「
三

と
す
る
」
と
言
う

一
方
で
、
「死
人
の
正
月
一
の
場
合

「墓
に
は
シ
メ
縄
を
張
る
。
シ
メ

に
は
イ
ヌ
ヮ
カ
バ
と
い
っ
て
、
と
い
っ
て
、
業
の
つ
け
根
が
白
い
も
の
を
さ
し
込
む
。

シ
メ
の
両
端
に
イ
ヌ
ヮ
カ
バ
を
さ
し
込
む
。
枝
を
折
っ
た
や
つ
を
さ
し
込
む
。
オ
ン
メ

も
少
し
違
え
て
四
・
五
・
三
と
す
る
」
と
言
う
。

こ
こ
で
は
、
「神
の
正
月
」
の
シ
メ
縄
に
は
葉
柄
の
赤
い
ワ
カ
バ
を
挿
し
、
シ
メ
縄
の

足
に
は

一
・
五
・
三
の
葉
を
圭
ら
す
と
い
う

一
般
的
な
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
葉
柄

の
赤
い
も
の
を

「本
物
の
ワ
カ
バ
」
と
表
現
す
る
点
は

「死
人
の
正
月
」
の
本
質
を
位

置
付
け
る
上
で
か
な
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
「本
物
の
フ
カ
バ
」
で
あ
れ

ば
、
当
然
偽
物
の
フ
カ
バ
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
し
、
こ
れ
が

「イ
ヌ
ヮ
カ
バ
と
い
っ
て
、

歯
の
つ
け
根
が
自
い
」
ワ
カ
バ
と
ピ
タ
リ
と
行
合
す
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
カ
バ
と
は
ユ

ズ
リ
ハ
の
事
で
あ
り
、
前
述
の

『
牧
野
新
日
本
植
物
図
鑑
』
に
も
言
及
し
て
い
た
イ
ヌ

ユ
ズ
リ
ハ

（
「葉
柄
の
緑
色
の
品
じ

と
イ
ヌ
ヮ
カ
バ
は
同

一
物
を
指
す
。
イ
ヌ
と
は
似

て
非
な
る
も
の
、
ま
た
は
む
だ
な
も
の
、
く
だ
ら
な
い
も
の
を
指
す
接
頭
辞
で
あ
っ
て
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み
れ
ば
、
こ
れ
が
挿
し
込
ま
れ
た
シ
メ
縄
、
さ
ら
に
こ
れ
を
墓
に
飾
る

「死
人
の
正
月
」

は
ま
さ
に

「偽
物
の
正
月
」、
ま
た
は

「神
の
正
月
」
と
は
似
て
非
な
る

「正
月
」、
ま

た
は
む
だ
な

「正
月
」、
く
だ
ら
な
い

「正
月
」
を
意
味
す
る
事
に
案
が
る
の
で
あ
る
。

事
実
、
一正
月
」
と
較
べ
た
場
合
、
四
・
二
・
一
と
か
四
・
二
・
四
や
四
　
二
　
五
な
ど
、

や
た
ら

「死
」
を
連
想
さ
せ
る
数
字
が
め
だ
ち
、
さ
ら
に
死
を
象
徴
す
る
た
め
に
白
フ

カ
バ
の

「白
」
や
裏
自
の

「白
」
を
強
調
し
て
み
た
り
、
ま
た
シ
メ
縄
の
左
右
を
逆
転

さ
せ
た
り
、
裏
白
の
表
裏
を
逆
転
さ
せ
た
り
な
ど
し
て
、
殊
更
に
逆
さ
ま
事
を
演
出
し

て
死
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
「死
人
の
正
月
」
の
場
合
、
「正

月
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
め
で
た
さ
や
祝
儀
の
感
覚
は
全
く
無
く
、
そ
の
実
体
な
い
し

本
質
は
葬
式
の
延
長
線
上
に
あ
つ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

事
実
、
こ
こ
で
も

「普
通
の
正
月
は

一
・
五
　
三
」
の
シ
メ
縄
の
足
が
採
用
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
「死
人
の
正
月
」
で
は
四
　
五
。
三
な
の
で
あ
っ
た
。
Ｆ

」
と

「四
」

の
違
い
は
、
単
な
る
藁
の
本
数
の
多
寡
だ
け
で
な
く
、
「四
」
に

「死
」
が
象
徴
さ
れ
る

如
く
、
そ
の
裏
に
は
神
事
と
仏
事
ま
た
は
祝
儀
と
不
祝
儀
、
祝
い
事
と
悔
み
事
と
言
っ

た
相
反
す
る
概
念
的
本
質
が
隠
さ
れ
て
い
る
事
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。

さ
ら
に
、
２５
の

「本
物
の
ワ
カ
バ

（歯
の
つ
け
根
が
赤
い
ヽ
の
ご

に
対
す
る

「イ
ヌ

ワ
カ
バ
と
い
っ
て
、
歯
の
つ
け
根
が
白
い
も
の
」
を
シ
メ
縄
に
さ
し
込
ん
で
い
る
姿
も
、

前
述
の
如
く
祝
い
事
と
悔
み
事
の
相
遠
を
表
明
す
る
上
で
計
算
さ
れ
尽
く
し
た
演
出
で

あ
っ
た
事
が
よ
く
理
解
で
き
よ
う
。

２７
の
川
淵
で
は
、
霊
【
通
の
正
月
で
は

一
・
五
・
三
が
足
の
数
。
ウ
ラ
ジ
ロ
は
、
ウ
ラ

側
は
裏
に
す
る
」
一
方
で
、
「仏
の
正
月
の
場
合
は
二
　
五
「
一
と
足
の
数
を
逆
に
す
る
。

ウ
ラ
ジ
ロ
は
裏
側
を
表
に
す
る
」
と
言
う
。

こ
こ
で
は
、
２５
の
如
き

「死
」
を
象
徴
し
た

「四
」
の
数
は
登
場
し
な
い
も
の
の
、
祝

い
事
と
し
て
の

「普
通
の
正
月
」
の
シ
メ
縄
の
足
が

一
・
五

・
三
な
ら
、
こ
れ
を
逆
転

さ
せ
て
三

・
五
　
一
に
す
る
事
に
よ
つ
て
悔
み
事
と
し
て
の

「仏
の
正
月
」
（近
藤
が
分

析
概
念
と
し
て
提
示
す
る

「死
人
の
正
月
し

を
演
出
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
読
み
取
る

事
が
で
き
る
。
同
じ
企
み
は
、
シ
メ
縄
に
挿
し
込
ん
で
飾
る
羊
歯
類
の
ウ
ラ
ジ
】
に
も

見
ら
れ
、
普
通
は
そ
の
名
称
の
如
く
白
い
裏
の
方
を
シ
メ
縄
の
内
側
に
向
け
る
。
だ
が
、

「死
人
の
正
月
」
の
場
合
は
逆
転
さ
せ
、
通
常
は
忌
遊
す
べ
き
死
の
論
理
に
彩
ら
れ
た

逆
き
ま
事
を
敢
え
て
こ
こ
で
行
な
い
、
白
い
裏
面
を
殊
更
に
外
側
に
向
け
る
の
で
あ
っ

た
。
タ
プ
ー
の
侵
犯
で
あ
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、　
一　
王
　
三
の
シ
メ
縄
の
足
を
敢
え
て
三

・
五
。
一
に
逆
転
さ
せ

て
垂
ら
す
事
も
毎
年
の
正
月
節
り
に
は
絶
対
に
し
な
い
事
柄
で
あ
り
、
ツ
ラ
ジ
ロ
の
逆

転
と
神
侯
っ
て

「死
人
の
正
月
」
が
優
れ
て
不
祝
儀
で
あ
り
橋
み
事
で
あ
っ
た
事
を
演

出
す
る
手
段
な
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
表
６
に
即
し
な
が
ら

「神
の
正
月
」
と

「死
人
の
正
月
」
の
両
方
に
言
及
す

る
一
六
例
を
個
別
に
検
討
し
、
若
子
の
考
察
を
加
え
て
み
た
。
こ
の
過
程
で
、
両
者
間

に
は
圭
に
四
つ
の
大
き
な
特
筆
す
べ
き
異
質
性
を
如
実
に
示
す
特
徴
な
い
し
相
違
点
が

あ
っ
た
事
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
第

一
点
は
、
各
々
の
シ
メ
縄
の
足
の
数
の
違
い
で
あ

り
、　
一
見
同

一
の
本
数
で
あ
つ
て
も
事
例
に
よ
つ
て
微
妙
に
そ
の
ケ
ジ
メ
の
基
準
が
変

わ
つ
て
い
た
。
ま
た
、
同

一
事
例
で
同

一
の
本
数
で
あ
っ
て
も
、
左
右
逆
転
な
ど
に
よ

り
全
く
異
質
な
も
の
に
さ
れ
て
い
た
。
第
二
点
は
、
ワ
カ
バ
の
紙
　
自
の
違
い
で
あ
り
、

第
二
点
は
ウ
ラ
ジ
ヨ
の
表

・
裏
の
違
い
、
第
四
点
は
シ
メ
縄
の
約
い
方
の
左
約
い
か
右

絢
い
か
の
違
い
で
あ
っ
た
。

第

一
点
の
シ
メ
縄
の
足
の
本
数
の
違
い
に
も
う
少
し
注
目
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
を
鰻

め
た
も
の
が
表
７
で
あ
る
。
「神
の
正
月
」
と
対
比
し
得
る
事
例
が
全

一
六
例
あ
る
中
で
、

シ
メ
縄
の
足
の
本
数
が
明
ら
か
に
な
つ
て
い
る
の
は
、
３
　
４
「
５
・
７
・
１０
　
１１

・２
・
い
　
‐７
・
２‐
　
２５
・
２７
の
一
二
例

（七
五
％
）
も
あ
り
、
「死
人
の
正
月
」
と

「神

の
正
月
」
と
を
比
較
し
た
場
合
、
最
初
に
人
々
の
脳
裏
に
浮
か
ぶ
相
違
点
は
シ
メ
縄
の

足
の
本
数
で
あ
っ
た
事
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
「神
の
正
月
」
の
場
合
、
シ
メ
縄
の
足
の
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本
数
は
七

・
五
　
三
と

一
・
五
　
三
の
二
種
し
か
な
く
、
そ
の
ヴ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

幅
は
か
な
り
狭
い
。
中
で
も
、
そ
の
登
場
頻
度
は
七
・
五
，
三
が
四
例

（二
九
％
）
で
、

一
・
五

，
二
は

一
〇
例

（七

一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
３
と
１０
で
両
者
が
併
存
す
る
た

め
、
延
べ
数
が

一
四
例
と
な
る
が
、
七

・
五
・
二
が
約
二
割
、　
一
・
五

・
三
が
約
七
割

を
占
め
、
後
者
が

「神
の
正
月
」
の
シ
メ
縄
と
し
て
は
前
者
の
三
倍
以
上
の
数
を
占
め

て
い
る
。

確
か
に
数
の
上
で
は

一
　
五
　
三
が
支
配
的
で
は
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
こ
れ

が
本
来
的
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、　
一
・
五

・
三
は

「死
人
の
正
月
」
で

も
４
・
１５
の
二
地
区

（
「死
人
の
正
月
」
の
言
及
し
か
な
か
っ
た
６
・
９
の
二
地
区
で
も

一
・
五

・
三
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
合
算
す
れ
ば
四
地
区
と
な
る
）
で
採
用
さ
れ
て
お
り
、

必
ず
し
も

「神
の
正
月
」
の
特
性
を
し
め
す
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
敢
え
て
こ
の
特
性

を
見
出
す
と
す
れ
ば
少
数
派
の
七

・
五

・
三
の
方
で
あ
る
。
一死
人
の
正
月
」
に
は
七

・

五

・
三
の
シ
メ
縄
の
足
は

一
例
も
無
く
、
こ
れ
こ
そ
が

「神
の
正
月
」
に
特
化
さ
れ
た

シ
メ
縄
の
足
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「死
人
の
正
月
」
に
も
登
場
す
る

一
・
五
・
二
の
シ
メ
縄
の
足
の
事
例
は
、
４
と
い

で
あ
り
、
こ
の
両
者
は
不
思
議
と

「神
の
正
月
」
の
場
合
は
七

‘
五

「
三
の
足
で
共
通

す
る
。
こ
の
現
象
は
単
な
る
偶
然
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
即
ち
、
「神
の
正
月
」
の
七
割

も
占
め
る

一
・
五
・
三
の
シ
メ
縄
の
足
が
敢
え
て

「死
人
の
正
月
」
に
登
場
す
る
の
に

は

一
つ
の
必
然
性
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

「神
の
正
月
」
に
於
け
る
七

・
五
・

三
の
足
で
あ
り
、
こ
の
設
定
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

「神
の
正
月
」
と
は
異
質
と
い
う
点

を
強
調
す
る
た
め
に

「死
人
の
正
月
」
で
は

一
・
五
　
三
が
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
「神
の
正
月
」
と
し
て
の
七
・
五
　
二
の
型
の
対
概
念
と
し
て
、
「死
人
の
正
月
」

で
は
一
　
五
。
三
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
７
に
示

し
た
如
く
、
「死
人
の
正
月
」
の
場
合

一
，
五
　
三
以
外
に
四
・
二
　
四
と
か
四

，
二
・

五
ま
た
は
四

・
三
・
一
な
ど

「死
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
が
数
種
類
も
採
用
さ
れ
て

い
た
。
七

・
五
・
三
の
対
概
念
が
こ
れ
ら
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な

い
の
だ
が
、
決
し
て
そ
・ク
は
な
ら
な
か
つ
た
。
明
言
こ
そ
無
い
も
の
の
、
「神
の
正
月
上

と

「死
人
の
正
月
」
の
シ
メ
縄
の
足
の
本
数
を
決
定
す
る
に
際
し
、
七

・
五

・
三
に
は

一
・
五
・
三
を
対
応
さ
せ
る
と
い
う

一
つ
の
法
則
が
作
用
し
て
い
た
事
は
ほ
ぼ
確
実
で

あ
る
。

事
実

「死
人
の
正
月
」
の

シ
メ
縄
の
足
の
数
を
決
定
す

る
と
き
、
対
立
す
る

「神
の

正
月
」
の
そ
れ
が
七

・
五

・

三
の
場
合
、
い
き
な
り
四

・

二

・
四
や
、
四
　
二
　
五
な

ど

「死
」
を
強
烈
に
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
も
の
は
連
け
、
「神

の
正
月
」
で
も
七

一
％
の
事

例
で
採
用
さ
れ
て
い
る

一

五
　
三
を
採
用
す
る
の
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
表
７
に
は
登

場
し
な
か
っ
た
が
、
「
死
人

の
正
月
」
で

一
・
五

。
三
の

シ
メ
縄
の
足
を
垂
ら
す
６

・

９
の
二
地
区
で
は
、
「神
の

正
月
」
で
は
七

・
五

・
三
の

足
を
垂
ら
し
て
い
た
可
能
性

は
極
め
て
高
い
。

一
方
、
「神
の
正
月
」
で

表 7  シメ縄の足の本数の違い

神の正月J
(玄関前)

地区番号 「死人の正月J
(墓前)

(正月)

1  5  3

(祭1し,
″ ■ 々

( 3 ) 4  2  5

7  5  3 ( 4 ) 1  5  3

くないは じめ 石
お、六カ ヘ ヽ

1  5  9 (5 , 3  5  1 (ないはじめ左
か ら六 へう

(奇数) 1  5  3 ( 7 〕 1  2  3 (偶教)

(神 サ ン )

7    ■   ■

(家のまわ り) 4  2  4

1  5  3 (11) 3  5  1

1  5  3 4  5  3

7  5  3 1  5  3

1  5  3 (1 7) 4  5  3

1  5  3 4  2  1

1 ・5  3 4  5  3

1  5  3 3  5  1
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一
・
五
　
三
を
採
用
し
た
場
合
、
「死
人
の
正
月
」
で
は
こ
の
段
階
で
一
・
五
・
こ
の
足

は
数
が
重
複
し
て
異
質
性
を
強
調
で
き
な
い
た
め
既
に
使
用
不
能
と
な
る
。
そ
こ
で
、

様
々
な
差
異
を
強
調
す
る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
５
，
１‐
，

２７
の
三
例
で
見
ら
れ
る
三

，
五

・
一
で
あ
り
、
こ
れ
は

「神
の
正
月
」
の
一
・
五
・
三

を
単
純
に
逆
転
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
祝
儀
と
し
て
の

「神
の
正
月
」
に
逆
転
す
る
、

不
祝
儀
と
し
て
の

「死
人
の
正
月
」
を
表
明
す
る
意
味
で
は
、
こ
れ
は
最
も
わ
か
り
や

す
い
。

さ
ら
に
、
１２
・
‐７
・
万
の
三
例
で
は
、
「神
の
正
月
こ
の
一
・
五
。
三
の
中
の

「
一
」

だ
け
を

「死
」
と
イ
メ
ー
ジ
が
直
結
す
る

「四
」
に
置
き
換
え
、
「死
人
の
正
月
亡
で
は

四

・
五
・
三
に
し
て
い
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
「死
人
の
正
月
」
が
不
祝
儀
で
悔
み
事
で
あ

る
事
を
表
明
す
る
た
め
の
心
憎
い
演
出
と
言
え
よ
う
。
類
以
の
現
象
は
３
の
四

，
二
・

五
や
１０
の
四
　
二
・
四
、
２‐
の
四
・
二
・
一
に
も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
例
外
無
く

「神
の
正
月
」
に
於
け
る
一
・
五
。
三
の
シ
メ
縄
の
足
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
本

来

「死
人
の
正
月
」
の
シ
メ
縄
の
足
に
用
い
ら
れ
て
い
た
一
，
五

・
三
が

「神
の
正
月
」

に
使
わ
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
以
上
の

「死
」
を
象
徴
す
る
よ
う
な
数
字
が
必
要
と
き

れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

一
，
五
　
三
を
逆
転
し
て
使
用
す
る
二
・
五
・
一
が

一
つ
の

「死
人
の
正
月
」
を
象

徴
す
る
手
法
と
す
れ
ば
、
四

・
五
・
三
や
四
・
二
　
五
、
四
・
二
・
四
、
四
　
二
　
一

は
も
う

一
つ
の
そ
し
て
強
烈
な

「死
人
の
正
月
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
手
法
だ
つ
た
と
言

え
る
。

こ
の
他
、
例
外
的
で
は
あ
る
が
７
の
如
く

一　
二
。
三
と
し
て
そ
の
合
計
数
が
偶
数

に
な
る
よ
う
に
し
て

「陰
」
す
な
わ
ら
、
「死
人
の
正
月
」
を
表
現
す
る
手
法
も
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
「神
の
正
月
」
で
一
‘
五
‘
三
と
い
う
奇
数

（
「陽
」
数
す
な
わ
ち
祝
儀
）
に

対
応
す
る
た
め
で
あ
つ
た
。

理
論
的
に
は
、
「神
の
正
拐
」
で
七

・
五
・
三
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、　
一　
五
　
三
が

「神
の
正
月
」
に
採
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
の
如
く
こ
れ
を
逆
転
さ
せ
て
二
　
五

「
一
と
し

て

「死
人
の
正
月
」
で
ぁ
る
事
を
表
明
し
て
も
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
三
・
五
・
七
を

「死
人
の
正
月
」
で
採
用
す
る
ケ
ー
ス
は
一
例
も
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
、
こ
れ
は
七

・

五

・
三
が
絶
対
的
に
祝
儀
と
し
て
神
聖
さ
を
保
つ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ど
ん
な
事
が
あ

つ
て
も
こ
れ
に
手
を
つ
け
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
暗
黙
の
諒
解
が
あ
つ
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
事
実
、
七

・
五

・
三
は

「神
の
正
月
」
と
い
う
祝
儀
の
み
に
登
場
し
、　
一
・
五

・

三
の
如
く
不
祝
儀
ま
た
は
悔
み
事
と
し
て
の

「死
人
の
正
月
」
に
は
全
く
登
場
し
な
か

つ
た
。
僅
か
４
，
１５
の
二
例

（
６
・
９
を
含
め
れ
ば
四
例
）
だ
け
で
だ
た
る
事
は
言
え

な
い
が
、
七

・
五
，
三
の
対
概
念
と
し
て
一
，
五
・
三
が

「死
人
の
正
月
」
に
登
場
す

る
事
は
、
両
者
間
に
厳
然
と
し
た
格
の
違
い
が
あ
つ
た
事
は
否
め
な
い
。
繰
り
返
す
が
、

七

・
五
・
三
は

「神
の
正
月
」
だ
け
に
登
場
し
、
「死
人
の
正
月
」
の
七
一
％
で
採
用
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
「死
人
の
正
月
」
で
も
４
・
６
・
９
・
西
の
四
例
で
登
場
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
更
に
、
七
　
五
　
こ
の
逆
転
の
二
　
五

，
七
の
事
例
は
、
「死
人
の
正
月
」

で
は

一
切
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、　
一
・
五
　
三
の
逆
転
の
二
　
五
　
一
は

「死
人
の
正

月
」
で
は
三
例
程
見
ら
れ
た
。
や
は
り
、
七

・
五

，
三
と

一　
五
。
こ
の
間
に
は
明
確

な
格
の
違
い
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
「死
人
の
正
月
」
に
於
け
る
シ
メ
縄
の
全

一
二
例
の
ヴ
ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
纏

め
て
お
≡
ク
。

五
・
三
の
対
概
念
）

一
・
五
　
二
の
逆
転
で
対
概
念
と
な
る
）

一
・
五
・
三
の
対
概
念
）

三
と
七
　
五
　
三
の
対
概
念
）

三
と
七

・
五
・
三
の
対
概
念
）

二
の
対
概
念
）

数
と
し
て
の
一
，
五
　
二
の
対
概
念
）

ａ
　
…
一
・
五

ｂ
　
　
と
丁

五

ｃ
ｌ
ｉ
四

「
五

ｃ
２

ｉ
四

。
一

ｃ
３

…
四

二

ｃ
４

…
四

・
一

ｄ

　

　

　

一　

・

一

毛 瓦 q 真 毛 瓦 毛

7  2 1 10  3  12  5  4

全 全 全 全 17 11 15

烈烈烈烈鬼あ全
奇 ~ ~ ~ 全舎烈

傷五五五函烈七
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全

一
二
例
は
七
種
類
に
分
か
れ
る
が
、
更
に
大
別
す
れ
ば

ａ
～
ｄ
の
四
頚
型
に
分
類

し
得
る
。
中
で
も
最
も
数
が
多
か
つ
た
の
は

「死
」
を
強
烈
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
四

王
，
二
や
四
　
二
　
四
系
で
あ
り
全
体
の
五
割
を
占
め
て
い
た
。
次
い
で
、　
一　
五

”

三
の
逆
転
で
あ
る

ａ
の
三

・
五
，
一
が
三
例
で
、
全
体
の
二
五
％
を
占
め
る
。
こ
れ
も

ま
た
、
「神
の
正
月
」
と
い
ぅ
祝
儀
と
反
対
の
不
祝
儀
ま
た
は
悔
み
事
と
い
う
意
味
で
、

三

・
五

。
一
に
逆
転
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
半
数
を
占
め
る

「死
」
を
象
徴
し
た

ｏ
群

と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
も
ま
た
、
「陽
」
の
数

（奇
数
〉
に
対
す
る

「陰
」
の
数

（偶
数
）
の
強
調
で
あ
り
、
間
接
的
に

「死
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
で
あ
つ
た
。

ａ
は
、
「神
の
正
月
」
の
七

・
五
・
三
と
対
概
念
と
な
る
事
自
体
に
よ
つ
て
、
「死
」
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

以
上
、
四
額
型
を
改
め
て
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
シ
メ
縄
の
足
の
数
は
決
し
て
で

た
ら
め
に
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
裏
に
は
何
ら
か
の
形
で

「死
」
の
イ

メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
い
と
い
う
並
々
な
ら
ぬ
決
意
が
透
け
て
見
え
る
の
で
あ
つ
た
。　
一

見
ラ
ン
ダ
ム
に
見
え
る
数
字
も
、
「神
の
正
月
」
の
場
合
と
詳
細
に
比
較
検
討
す
る
中
で
ト

一
つ
の
意
図
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
。
更
に
強
日
な
意
志
な
い
し
必
然
性
さ
え
あ
つ

た
事
を
再
確
認
し
得
る
の
で
あ
っ
た
。
近
藤
が
、
分
析
概
念
と
し
て
所
謂

「仏
の
正
月
」

で
は
な
く

「死
人
の
正
月
」
を
提
唱
す
る
一
つ
の
理
由
は
こ
の
辺
に
あ
る
。

次
に
、
シ
メ
縄
に
挿
す
フ
カ
バ

（
ユ
ズ
リ
ハ
の
こ
と
）
に
注
目
し
て
お
こ
ヶ
。
こ
れ

を
纏
め
た
も
の
が
表
８
で
あ
る
。
「神
の
正
月
」
と

，死
人
の
正
月
」
の
両
方
に
言
及
す

る
全

一
六
例
中
、
両
方
の
正
月
の
ワ
カ
バ
に
言
及
す
る
事
例
は
２
・
み
，
い
ｏ
ゆ
・
２５

の
五
例
し
か
見
ら
れ
な
か
つ
た
。
前
述
の
如
く
、
シ
メ
縄
の
足
の
本
数

へ
の
言
及
が
七

五
％
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
僅
か
五
例
で
三
一
％
し
か
な
い
。
「死
人
の
正
月
」
と
言
え
ば
、

シ
メ
縄
の
足
の
本
数
の
方
に
い
か
に
大
き
な
注
目
が
払
わ
れ
て
い
た
か
が
改
め
て
よ
く

理
解
で
き
よ
う
。

表
８
で
も
明
ら
か
な
如
く
、
「神
の
正
月
」
に
は
総
て
業
柄
の
赤
い
ワ
カ
バ
が
採
用
さ

れ
、
「死
人
の
正
月
」

両
者
間
に
は
、　
一
・
で
は
業
柄
が
薄
緑
で
あ
る
白
ワ
カ
バ
が
必
ず
採
用
さ
れ
て
い
た
。

五

・
三
の
シ
メ
縄
の
足
の
如
き
混
同
は

一
切
な
く
、
裁
然
と
住
み

分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。

７

・
１０
ｏ
ｌ７
の
三
例
で
は
、
「死
人
の
正
月
」

の
白
ワ
カ
バ
に
の
み
言
及
が
あ
り
、
「神
の
正
月
」

の
ワ
カ
バ
に
は
触
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
亨
】れ
は
、

正
月
の
シ
メ
縄
に
フ
カ
バ
を
挿
さ
な
か
つ
た
と
い

う
事
で
は
な
く
、
偶
々
言
及
さ
れ
な
か
つ
た
だ
け

で
あ
ろ
う
。
２
・
１１
・
い
・
Ｄ
　
２５
の
五
例
か
ら

推
せ
ば
、
「死
人
の
正
月
」
が
自
ワ
カ
バ
な
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
７
・
１０
・
１７
の
三
例
に
於
い

て
も

「神
の
正
月
」
に
は
、
当
然
葉
柄
の
赤
い
フ

カ
バ
が
採
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

他
、
表
８
に
は
記
入
し
な
か
っ
た
が
、
１８
で
は
「神

の
正
月
」
に
関
す
る
シ
メ
節
り
の
詳
細
の
言
及
が

無
い
も
の
の

「死
人
の
正
月
」
で
は
や
は
り
自
ワ

カ
バ
が
節
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
で
も
、
「神

の
正
月
」
に
は
赤
い
ワ
カ
バ
が
シ
メ
縄
に
挿
さ
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

以
上
の
加
く
、
ワ
カ
バ
に
関
し
て
は

「赤
」
が

祝
儀
を
意
味
し
、
「白
」
は
不
祝
儀
な
い
し
ほ
み
事
を
象
徴
し
て
い
た
事
は
ほ
ぼ
確
実
で

あ
り
、
フ
カ
バ
の
言
及
が
無
か
っ
た
他
の
二
〇

（
１８
を
除
け
ば

一
九
）
例
で
も
、
本
来

は

「神
の
正
月
」
で
は

「赤
い
ワ
カ
バ
」
を
、
「死
人
の
正
月
」
で
は

「自
ワ
カ
バ
」
を

シ
メ
縄
に
挿
し
て
い
た
と
判
断
し
て
間
違
い
あ
る
ま
い
”
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
２５

の

「本
物
の
フ
カ
バ
」
に
対
す
る

「イ
ヌ
ヮ
カ
バ
」
で
あ
る
。
「神
の
正
月
」
が

「本
物
」

表8 シメ縄に挿すワカバ

1神の正月J
赤いフカパ

旭 匹苦号 1死人の正月」
白フカノミ

○ ( 2 ) O

←  ( 7 ) → O

O

Ｏ ← (11, O

O ← (15) → O

O

O ← (191 → O

(本物のフカバ〕 O ―  (25, ―, ○ (イヌワカバ,
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の
正
月
で
ぁ
る
な
ら
ば
、
「死
人
の
正
月
」
は

「ィ
ヌ
」
正
月
、
即
ち
本
物
の

「神
の
正

月
」
と
は
似
て
非
な
る
も
の
、
劣
る
も
の
、
ま
た
は
無
駄
な
も
の
、
卑
じ
め
軽
ん
じ
て

下
ら
な
い
も
の
と
い
う
意
味
を
含
み
持
っ
て
し
ま
う
事
に
な
る
。
改
め
て
フ
カ
バ
を
題

め
た
表
Ｂ
を
眺
め
た
場
合
、
２５
の
イ
ヌ
ワ
カ
バ
は
、
そ
の
上
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
２
～

Ｄ
ま
で
の
七
例
す
べ
て
に
か
つ
て
は
適
用
さ
れ
て
い
た
名
称
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
・
二
・
四
や
四
・
五

・
三
な
ど
、
「死
」
を
連
想
さ
せ
る
シ

メ
縄
の
足
や
、
三
　
五
，
一
と
い
う

一　
正
　
三
を
逆
転
さ
せ
た
シ
メ
縄
の
足
が

「死

人
の
正
月
」
に
多
用
さ
れ
て
い
た
事
と
相
侯
っ
て
、
「白
」
ワ
カ
バ
も
優
れ
て

「死
」
を

想
起
さ
せ
る
の
に
は
最
適
な
ア
イ
テ
ム
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
か
が
、
「赤
」
か

「白
」

か
、
「本
物
の
ワ
カ
バ
」
か

「イ
ヌ
フ
カ
バ
」
か
の
色
や
名
称
の
違
い
で
は
あ
る
が
、
ン

メ
縄
の
足
の
数
と
同
様
に
、
両
者
間
に
は
決
定
的
な
本
質
的
差
異
が
あ
っ
た
。
「赤
」
い

ワ
カ
バ
を
「死
人
の
正
月
」
に
使
う
事
例
が

一
例
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
【白
」

フ
カ
バ
を

一神
の
正
月
」
の
シ
メ
縄
に
挿
す
例
な
ど

一
切
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
繰
り

返
す
が
、
「死
人
の
正
月
」
は

「正
月
」
と
名
が
つ
く
、
の
の
、
あ
く
ま
で
死
人
を
対
象

と
し
た
不
祝
儀
で
悔
み
事
に
分
類
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
祝
い
事
で
は
な
か
つ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
１５
・
２７
の
二
例
で
は
シ
メ
縄
に
挿
す
ツ
ラ
ジ
ロ
が
表
裏
逆
転
し
て
飾
ら
れ
、

白
い
裏
面
を
表
に
し
て

「死
人
の
正
月
」
に
節
る
。
即
ち
、
「裏
白
」
で
は
な
く

「表
白
」

ま
た
は

「裏
緑
」
な
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
１５
，
２３
の
三
例
で
は
、
シ
メ
縄
の
絢
い
方

ま
で
左
右
逆
転
で
、
「神
の
正
月
」
で
は

「右
絢
い
」
で
あ
っ
た
が
、
「死
人
の
正
月
」

で
は

「左
絢
い
」
に
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
各
々
の
二
例
は
、
全
二
人
例
中
の
二

例
で
あ
る
か
ら
僅
か
七
％
で
一
割
に
も
満
た
な
い
が
、
シ
メ
縄
の
足
の
数
や
ワ
カ
バ
の

赤
白
の
別
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
「逆
転
」
と
い
う
意
味
で
は
全
く
共
通
の
シ
ェ
ー
マ
を

含
み
持
つ
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
即
ち
、
こ
こ
で
も

「神
の
正

月
」
と
ぃ
ぅ
祝
儀
に
対
す
る
、
「死
人
の
正
月
」
と
ぃ
ぅ
不
祝
儀
ま
た
は
悔
み
事
の
意
味

を
表
明
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
、
か
つ
て
は
ウ
ラ
ジ
ロ
を
表
裏
逆
転
さ
せ

た
ぃ
．
２７
ヽ
あ
る
い
は
シ
メ
縄
を
左
右
逆
絡
い
に
す
る
１５
と
２３
と
い
つ
た
各
々
二
地
区

だ
け
に
見
ら
れ
る
散
発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
に
で
も
一
般
的
に
見
受
け
ら
れ
た

現
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
の
必
須
の
仕
掛
け
が
、
時
代
の
推
移
と
共
に
次
第

に
忘
れ
去
ら
れ
る
。
そ
の
筆
頭
が
ウ
ラ
ジ
ロ
の
表
裏
逆
憲
法
で
あ
り
、
ま
た
シ
メ
縄
の

左
右
逆
転
約
い
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ワ
カ
パ
の
赤
白
逆
転
法
は
、
ま
だ
か
ろ
う
じ
て

五
地
区
で
明
言
さ
れ
、
シ
メ
縄
の
本
数
の
相
違
法
は
か
な
り
の
混
同
は
あ
る
も
の
の
、

一
二
地
区
で
ま
だ
何
と
か
命
脈
を
保
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
後
世
に
残
そ
う
と

い
う
強
い
意
志
が
無
い
限
り
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
特
性
は
、
残
念
な
が
ら
早
碗
自
然
消

滅
す
る
可
能
性
は
高
い
。

さ
て
、
「神
の
正
月
」
に
対
す
る

「死
人
の
正
月
」
の
異
質
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
れ

ら
四
つ
の
特
性
を
考
察
す
る
中
で
、
四
つ
の
特
性
を
総
て
含
み
持
つ
極
め
て
稀
有
な
事

例
が
あ
る
事
に
気
付
い
た
。
こ
れ
は
い
の
黒
日
の
事
例
で
あ
り
、
こ
こ
は
新
官
村
で
も

明
治
二
三
年
の
合
併
以
前
に
旧
新
宮
村
で
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
。
新
旧
を
問
わ
ず
、
村

の
中
心
地
に
位
置
す
る
い
は
、
「死
人
の
正
月
」
文
化
で
も
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
最

も
古
風
な
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
現
在
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
大
い
に
注
目
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
郎
ち
、
新
宮
村
に
於
け
る

「死
人
の
正
月
」
の
墓
前
の
シ
メ
節
り
は
、

七

・
五
　
三
に
対
す
る

一
・
五

「
三
の
シ
メ
縄
の
足
を
つ
け
、
自
ワ
カ
バ
と
表
裏
を
逆

転
さ
せ
た
ウ
ラ
ジ
ロ
を
シ
メ
縄
に
挿
し
、
こ
の
シ
メ
縄
自
体
も
左
絢
い
で
作
る
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
。

加
え
て
、
門
松
は
前
節
で
詳
述
し
た
如
く
、
根
元
切
り
の
三
蓋
の
松
は
絶
対
に
避
け
、

枝
松
で
一
段
ま
た
は
二
段
の
ボ
ロ
松
を
立
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
墓
前
の
円
松

と
シ
メ
飾
り
を
合
体
さ
せ
て
一
連
の
ヽ
の
と
し
て
通
覧
す
れ
ば
、
い
か
に

「死
人
の
正

月
」
が

「正
月
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
そ
の
本
質
は
葬
送
儀
礼
と
一
連
の
も
の
で
あ
っ

た
か
が
よ
く
理
解
で
き
ょ
・チ
。
「死
」
を
連
想
さ
せ
る
た
め
の
四
　
二
・
四
や
四
・
五
‘
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三
の
シ
メ
縄
の
足
、
白
ワ
カ
バ
、
ウ
ラ
ジ
コ
の
表
裏
逆
転
、
シ
メ
縄
絢
い
右
左
逆
転
な

ど
の
四
つ
の
特
性
は
、
総
て

「死
」
の
論
理
の
下
に
仕
掛
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、　
一

蓋
や
二
蓋
の
枝
松
ま
た
は
ボ
ロ
松
を
墓
前
に
立
て
る
事
も
、
基
本
的
に
は
不
祝
儀
で
ほ

み
事
で
あ
る
事
を
演
出
す
る
た
め
の
仕
掛
け
な
の
で
あ
っ
た
。
第
二
節
で
詳
述
し
た

「タ

ツ
ミ
の
意
味
」
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
点
は
益
々
確
実
な
も
の
に
な
っ
て
来
る
。
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